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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







１．漂う月のしずく浴びて

２．剝がれ落ちてく記憶叫ぶ

３．祈りは罪を、噓は過ちを

４．たぐりよせては、引き裂いて泣いた

５．やさしい眼差し

６．散り行く最期に思う

７．風よ、この胸を突き抜けて、愛しい人のもとへ

８．この地の果てまで、届かぬ嘆きを抱いて眠れ

エピローグ

あとがき
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「本当にここで……」良かったのかしら。

　言葉の最後は頭の中だけに響ひびいた。不安から思わず独り言が出たが、口に出した時点でそんな自分が馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてしまったのだ。

　香か織おりは鏡きよう子こにもらった住所をもとに、見知らぬ夜道を歩いていた。

　駅から離はなれた閑かん静せいな住宅地、そこからさらに外れた道は両側を畠はたけや雑木林に囲まれている。建物と建物の隙すき間まが結果的に道路になっている街中とは逆に、混こん沌とんとした緑を道が切り開いている風景に、香織は若じやつ干かんの不安を覚えていた。

　街灯の暗く丸い光の輪の中に、長い土ど塀べいが姿を現す。

　鏡子からもらったメモによると、あの土塀の内側は弥み沙さ子この家であるはずだった。

　惣そう太たは、とある人目をはばかる理由で今は弥沙子の家に身を寄せている、香織は鏡子にそう聞かされていた。

　しかし……近づくにつれ香織は素す直なおに感心した。

　土塀は延々とひと区画あまり続き、その内側には立派な庭木が何本も窺うかがえる。

　良家のお嬢じよう様さまとは知っていたが、聞きしに勝まさる豪ごう邸ていだ。邸宅、と、言ってもいい。

「誰だれも……いないのかな？」

　だが門の奥の玄げん関かんには、灯りも灯ともらず、屋や敷しき自体が不気味なほどに静まり返っている。

　この雰ふん囲い気き……独特の悪お寒かんのような感覚を背筋に感じて香織は慄りつ然ぜんとする。何の感覚だろうか？

「こんばんわ……」

　香織は白はこ柳やなぎ家の門をくぐった。

　綺き麗れいに敷しき詰つめられた玉たま砂利じやりを自分が踏ふみしめる音に、香織は息を吞のんだ。

　玄関に、鍵かぎはかかっていなかった。

「こんばんわ……誰か……いませんか？」

　そっと開けた途と端たん、すえた臭においが鼻び孔こうをくすぐる。

　なんだろう？　この臭い？　香織は確かに記き憶おくにあるはずのその臭いの正体がどうしても思い出せなかった。

　玄関から見える廊ろう下かも、その両側にあるとおぼしき部屋からも、灯あかりらしい灯りはまったく見えなかった。

　香織が開け放った玄関から差し込む街灯が僅わずかに廊下を照らす。

　磨みがき上げられた廊下に、刷毛はけで塗ぬりたくったような黒い染しみが点々と散っていた……よく見ると手形らしきものも。

　なぜこんな汚よごれがこんな立派な屋敷の廊下に……香織は手近な染みに顔を近づけてみる。

　その瞬しゆん間かん、全身が総毛立った。

　血、だった。黒い染みはすべて多量の血液がぶちまけられた跡あとだった。

　そう言えば……記憶の奥底から、想おもい出したくなかった解答が転がり出てくる。さっきから香織の鼻を悩なやましていたすえた臭いは、血臭だ。

　血けつ痕こんが黒々と散っている。

　入り乱れた手形や足あし跡あとが、惨さん劇げきの様を物語っていた。

　手傷を負わされ、這はいずって逃にげ回る犠ぎ牲せい者しや。そして、それを悠ゆう然ぜんと歩きながら追いつめていった加害者。あがく獲え物ものの痛みを、恐きよう怖ふを、じっくりと堪たん能のうしながら……

　そんな光景が香織の脳のう裏りをよぎる。現実に起きたこともそう違ちがってはいないだろう……頭の中の妙みように冷めた一部分が香織にそう告げていた。

「誰の血か、考えてるのね？」

　不意に湧わいた声に、香織は全身を硬こう直ちよくさせた。

「もちろん、パパとママと婆ばあやのよ。捜したって死体はないわよ。血を吸ってすぐに心臓抉えぐったから、消えちゃった。あいつらを仲間にする気なんて、さらさらなかったもんね」

　今の声、確かに聞き覚えのある声。香織は当たり前の解答を出すのが怖こわかった。

「憎にくかった。アタシから自由な生き方を奪うばった奴やつら。始終アタシのやること為なすことに口出しして、文句たれて……アタシを昔みたいな、無様で弱虫な女に仕立て上げたコイツらのこと、ずぅ～っと憎かったんだもん」
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　なぜなら、声の主が予想通りなら……彼女は自分の家族を……

「だからさぁ、最高だったよ。殺すのは。ビィビィ泣いて謝って、命いのち乞ごいするのをさぁ……」

「み、弥沙子!?」

　香織は、とうとう耐たえきれずにその名を口にした。

　……間ま違ちがいない。毎日クラスで耳にしている級友の声。

「ど、どこ？どこにいるの!?」

「……ウフフフ……」

　声は……屋敷の中に妙な具合に反はん響きようして、出所がまったく摑つかめない。まるで至るところに溜たまった闇やみそのものが声を発しているかのように。

「……こっちよ」

　不意に耳元で囁ささやかれ、香織は驚おどろきに身を竦すくませて振ふり向いた。

「……!?」

「コ・ン・バ・ン・ワ」

　香織は振り向いたままの姿勢で凍こおりついた。

　前庭の玉砂利の上に、弥沙子の声をした、弥沙子とよく似た背格好の……恐おそらくは弥沙子本人であろうモノが立っていた。

　身体からだのラインを強調するように、ぴっちりと身体に巻きついた真っ赤な革かわ製せいボンテージのそこかしこから、夜目にも映はえる真っ白な肌はだがこぼれ、手足に巻きつく艶つややかな黒い髪かみが奇き妙みようなコントラストを添そえる。

　一時も手放せないはずの眼鏡めがねはその通った鼻び梁りようの上にはなく、いつもならレンズの奥から遠えん慮りよがちに上目で覗のぞくはずの瞳ひとみは、今は自信に満ちた紅あかい光を煌こう々こうとたたえ、遮さえぎるものもない視線を香織に注いでいる。

　噓うそ……これが……あの、弥沙子……？　香織は我が目が信じられなかった。

「どうしたっていうのよ？　そんな顔して。アタシと会ったのが、そんなに不思議？」

　艶えん然ぜんと、女の香織までぞくっとするような淫みだらな微笑ほほえみを見せ、弥沙子は腰こしをしならせながら歩み寄ってくる。

「み、弥沙子？　あの、あの……どう、しちゃったの？　さ、さっきのは何の冗じよう談だん？　うちの人は？」

　服装や態度だけじゃない。もっと根本的な何かが違う。

　何なんだ？　この肌を這い昇のぼってくる悪お寒かんは？

　香織の心に本能的な恐怖がじわりじわりと染しみ出す。

「これが本当のアタシなのよ。そんなに意外？　ただのムサクルシイだけの女だと思ってた？」

「そんな……」

　なぜだ？　今や香織は弥沙子の声に、まぎれもない悪意の響きを聞き取っていた。

　逃げ場を求めるように、香織は玄関の壁かべに背を貼はりつかせ、そのまま金かな縛しばりに遭あっていた。

「アタシね、やっと気がついたの。今までどんな馬鹿馬鹿しい生き方してきたか。いっつも怯おびえて、人の顔色ばっかり窺うかがって……そんなふうに縮こまってる自分が、どんなに無様で情けなかったか」

　言いながら、弥沙子はゆっくりと歩み寄り、舐なめるように香織の顔を睨ねめ回す。

「今考えると、ほんっとバカみたい。アンタに舐められるのも当然よね」

「ど、どういう……意味？」

　なんで弥沙子がそんな言い方をするのか？　香織には見当もつかなかった。

　わき上がった腹立ちに、一いつ瞬しゆん、恐怖を忘れ、ついつい言い返してしまう。

「同じ女に生まれたんだもん。アタシばっかりが遠慮して、アンタより損する理由なんて、これっぽっちもないわよねぇ？　欲ほしいものは奪うばい取って、邪じや魔まなものは蹴け散ちらして、それが当然だと思わない？」

　蠱こ惑わく的な動きで香織の頰ほおをまさぐる弥沙子の指。

　わけもなく香織の目から、涙なみだが溢あふれ出てきた。こんなのは、弥沙子じゃない。こんな喋しやべり方、こんな目つき、絶対に弥沙子じゃない……

「アタシね、惣太クンが欲しいんだ。だからさぁ、来くる栖す香織。アンタがものすごく邪魔なわけ。わかる？」

　やおら弥沙子は香織の喉のどを鷲わし摑づかみにして、壁沿いに上へと持ち上げた。

　香織の足が地から浮うき、痛みと息苦しさに気が遠くなる。

　そんな馬ば鹿かな……香織は何が起こっているのか理解できなかった。

　ろくに力を込こめている様子もないのに、香織の喉に食い込んだ弥沙子の手は万力のように硬かたく、いくらもがいてもびくともしない。

「あたしは……あなたのこと、好きだった……」

　息を詰まらせながら、香織はかつての親友に、涙まじりの声で必死に訴うつたえた。

「大事な友達と思ってた……本当に……噓じゃない……」

「そりゃ、そうでしょうよ。あんたに子犬みたいに懐なついて、いつも尻尾しつぽふって言いなりになってたもんね。さぞ可愛かわいい奴だと思ってたんでしょ？　でもさ、そんなに舐めてかかってて、いつか手ェ咬かまれるとか思わなかったわけ？」

「そんな……」

　どうしてだ？

　香織は哀かなしかった。たまらなく哀しかった。

　弥沙子のことを、香織は信用して、お互たがいに理解しあっている気になって、なのに弥沙子はこんなにも、香織のことを憎んで、腹に溜め込んでいたというのか？

　たしかに冗談も言った。ひやかしたりもした。そんな他愛たわいのない言葉のすべてが、彼女を傷つけていたというのか？

「こうして見るとさぁ……」

　弥沙子は嗜し虐ぎやく的に舌なめずりする。赤い舌が軟なん体たい動物のように形の良い弥沙子の唇くちびるを這い回る。

「あんたの泣き顔って、最高よねぇ。なんかゾクゾクしてくるわ。ウピエル様に差し上げるつもりでいたけど、気が変わったわ。アンタはアタシのペットにしちゃお」

　弥沙子は腕うでを一ひと振ふりし、軽々と香織を投げ飛ばした。

　悲しみに脱だつ力りよくしていた香織は、受け身に意識を廻まわすことさえできず、御み影かげ石いし張りの三和土たたきに背中から叩たたきつけられる。

　苦痛に意識が遠とお退のき、倒たおれ込んだところで、猫ねこのような身のこなしで弥沙子がのしかかってきた。

　運動の苦手だった弥沙子にくらべれば、こと体力にかけては遥はるかに優位にあるはずの香織だった。

　なのに、まるで抵てい抗こうができない。まるで万力に締しめ上げられているようだ。弥沙子の腕の細さからすれば、あり得ない怪かい力りきだった。

　力……だけじゃない。異様に青白く冷たい肌。唇から覗く乱らん杭ぐい歯ば。薄うす闇やみで炯けい々けいと光る眼光……血の色の……

　弥沙子は、弥沙子じゃなくなった。それどころか……もう人間ですらない。動物的な直感でそう理解した香織は、今度こそ恐きよう怖ふの虜とりこになった。

　だが……

「!?」

　ガガガガガッ!!

　何かが連続してはぜるようなリズミカルな音、嗅かいだこともないきな臭くさい匂におい、肉を裂さく音、軽かろやかな金属音。倒れ伏ふした香織の頭上で、驚きよう愕がくと憎ぞう悪おと殺意の気配が交こう錯さくする。

　身体を縛いましめていた弥沙子の体重が唐とう突とつに失うせ、香織はわけもわからずに、首を巡めぐらせて辺りを見回した。

　門柱の間に、片手には未いまだ硝しよう煙えんたなびくカービンを軽々と構え、闘とう気きに充みち満ちた強きよう靭じんな身体に長いコートを羽織った男が、残ざん虐ぎやくそうな笑えみを浮かべていた。

　弥沙子は血走った目でその訪問者を睨にらみつける。

「キサマは……！」

「死神さ。ただしオマエのなぁ!!」

　薄うすら笑いを口の端はしに貼りつけながら、修しゆ羅ら場ばに際してギラギラと輝かがやく男の冷たい瞳は、人外である弥沙子のそれにも勝まさっている。

　どう見ても傭よう兵へいかテロリストのようなその姿は、香織の目には、弥沙子よりも場ば違ちがいに映った。

「楽しい夢はオシマイだ。さあ、灰に還かえって眠ねむる時間だぜ！」

「……!!」

　獣けものじみた威い嚇かくの唸うなりで喉を鳴らす弥沙子。

　彼女の右みぎ肩かたは、鋭するどい刃はで何度も抉えぐられたようにぐずぐずになっていた。

　狭せまい路地で、踞うずくまる香織を挟はさんで対たい峙じする二人。

　明らかに弥沙子は気け圧おされていた。怒ど気きも露あらわに凄すごみを利きかせながらも、それでも焦あせりと狼ろう狽ばいを隠かくせない弥沙子に対し、乱入してきた男は泰たい然ぜんと余よ裕ゆうを見せながら、予備弾だん倉そうを左手に弄もてあそんでいる。

　男がカービンを構え直す。咄とつ嗟さに避さけようとした弥沙子の右足首を、しかし、アーマライトの正確な点射が砕くだく。

「あ～ぁ、なんでこう毎晩、余計なことに……弾たま代だいだって高たけぇのによ」

　嘯うそぶきながら男は、カービンを連射する。

　コルダイトの焼ける臭においが辺りに立ちこめる。カートキャッチャーの中で空の薬やつ莢きようが澄すんだ響ひびきを奏かなでる。高初速のライフル弾だんが、鋭えい利りな錐きりのように、弥沙子の腕に、腹に、頭に、無数の穴を穿うがつ。

　弥沙子がぐずぐずの肉にく塊かいになったのをみこして、男はカービンのオプションレールに据すえたボウガンに、ゆっくりと銀の矢をつがえる。

　その冷たい輝きに、放心状態だった香織は我に返った。

「ちょ、ちょっと待ってください、あの、あの!!」

　今さっき命を奪うばわれかけたことも忘れ、香織は咄嗟に男の右みぎ腕うでにしがみついた。

「なんだぁ？　……ちっ！」

　一瞬、男の注意が香織に移ったのを見み逃のがさず、弥沙子はどうにか無事だったらしい左足で、予備動作もなしに手近な窓を突つき破り、一気に屋や敷しき内に飛び込んだ。

　追おうとしたのか、男は一瞬、身構えたものの、そこで思い直したように香織を見み据すえる。

　節くれだった手が、有う無むを言わさぬ力強さで香織の顎あごを持ち上げ、その首筋を晒さらけ出させて、なにかを確かく認にんすると……背後から銃じゆう床しようを叩きつけた。

　容よう赦しやのない一いち撃げきに、香織はたまらず昏こん倒とうする。




　　　　†




「……惣太……か、香織さんは無事だから……」

「……え？」

　喧けん噪そうとアルコールとドラッグの匂いに満ちたナイトクラブ。しかし、変身した惣太はそのすべてを破は壊かいしていた。止めに入ったモーラまでも……

　口から鮮せん血けつをしたたらせながら、苦しげな呼吸を吐はき、モーラは必死に伝える。

「ここ……に、ここには、最初から……来てない……から」

「……わ、わかった、わかったからもう喋るな！　すぐ病院に連れて行ってやる!!」

　詳くわしくはわからないが、香織はとりあえず無事らしい。惣太は安あん堵どする。

　自分がなぎ倒した挽ひき肉にくの中に血まみれの香織を見つけるという最悪の事態は避さけられたわけだ。

「病院は、駄だ目め……いいから、どこか……日の当たらない場所に……」

　確かに彼女の立場を考えれば、何があったにしろ、正規の手続きを踏ふんで医者にかかれる身ではないだろう。

「……休ませてくれれば、大だい丈じよう夫ぶ……だから……」

　とりあえず、この場を立ち去ることが優先だった。考えるのはそれからでいい。

　そう判断するや、惣太は彼女を抱だき上げ、出口へと向かった。

　ともかく、傷口を清潔にする。惣太もその程度は常識で知ってる。

　何はともあれ消毒だけは急がねばならない。

　負傷したモーラを無理矢理ＫＡＴＡＮＡの後ろに乗せて、惣太は普ふ段だんではとても信じられないような時間で津つ久く井い湖こ畔はんの洋館に戻もどってきていた。




　惣太は、モーラをベッドに横たえてから、洗面器に湯を汲くみ、タオルを用意する。

　あとは、血まみれの服を脱ぬがさないと……そこまで考え、若じやつ干かん躊ちゆう躇ちよする。仮にも女の子だし……しかし、今はそんなことを言っている場合でもなかった。

　惣太は華きや奢しやな身体からだに手を回し、破れた衣い装しようを脱がしにかかった。軽くて小さな身体は、まるで人形を扱あつかっているように心こころ許もとない。

　壊こわれそうなほどに細い四し肢し。ちょっとでも雑に扱ったら壊れてしまいそうだった。

「……え？」

　白くきめの細かい肌はだには、乾かわきかけの血がべったりとこびりついてはいるが……肝かん心じんの傷きず跡あとがどこにも見あたらない。

　湯に浸ひたしたタオルで血を拭ぬぐいながら、惣太は途と方ほうに暮れてモーラの腹を撫なで、眺ながめ、その血の出所を探し求める。だがいくら調べても、傷跡がない。

　確かに、惣太が抉えぐったとおぼしき場所に、古傷のような皮ひ膚ふのひきつれはあるものの……いや、古傷なのか？　これは。

　じっと見つめているうちに、惣太は自分の目を疑った。

　彼の見ている目の前で、傷跡は、みみず腫ばれのように細く小さく萎しぼんでいき……まるで皮膚の下に吸い込まれていくように、跡あと形かたもなく消えてなくなる。

　治ち癒ゆ……したのか？　いや、これは治癒とは言うまい。

　再生能力。もちろん、今の惣太にとっては目新しい現象ではなかった。

　これまで戦ってきた化け物たち、そして戦っている最中の彼自身にも、備わっている能力だ。もっとひどい傷が一いつ瞬しゆんで治るところを、何度も目にしている。

　だが……どうしてモーラの身体まで？

　まさか。

　無意識の動作で、惣太は横たわるモーラから身を退ひいていた。

　初めてモーラと出会ったときの、あの動物的な恐きよう怖ふ感かんがふたたび彼を襲おそう。

　そもそも変だとは思ってた。子供とは思えない怪力と運動力。大人顔負けの知識と冷静さ……

　この子も、吸きゆう血けつ鬼き？　いや、そんなはずはない。惣太はその考えを即そく座ざに否定した。

　モーラが陽光に肌を晒しているのを、彼は何度も見ている。

　だが……思い返してみれば、確かに日向ひなたに立つのを避けてはいた。

　ともあれ、モーラが……人間でないことは確かだった。

　惣太は頭を振ふって、動どう揺ようを追い払はらった。

　だから何だというのか？　モーラの正体が何であれ、彼女は力になってくれた。この子は味方だ。

　ともかく、今のモーラがひどく消しよう耗もうしているのは間ま違ちがいない。

　モーラは浅く緩ゆるやかな呼吸のまま、熟じゆく睡すいしている。さっきまでよりも落ち着いたのは確かだった。

　ともかく惣太には、彼女の目が覚めるまで、このままにしておくしかなかった。
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　ふと人の気配を感じ、モーラは浅い眠りの中から引き戻された。

　惣太が連れ帰ってきてくれたのか、お馴な染じみの洋館のいつも自分が寝しん室しつに使っている部屋だった。

　カーテンの外の空は既すでに白みかけていたが、その色は妙みように鈍にぶかった。雨が降っているらしい。

　しかし惣太の姿は見えない。恐おそらくあてがわれた部屋で休んでいるのだろう。昨晩は彼もひどく消耗したはずだった。

　そのかわりに、無言のままベッドサイドに佇たたずむ銀ぎん髪ぱつの凶きよう暴ぼうなヴァンパイアハンターには、しかし、いつもの冷れい笑しよう的な表情はない。それどころか、この男のどこに潜ひそんでいたのかと思うほど、労いたわるような穏おだやかな顔。

「フリッツ……」

　だがそんなフリッツの表情を、モーラが意外に思うことはない。むしろ……懐なつかしいほどだった。

　過か酷こくな日々の続くなか、稀まれにしか見せなくなったが、これが長く連れ添そった相棒の素すの表情なのだ。

「……傷は？」

「塞ふさがったわ。もう、大丈夫」

　そうは言っても、モーラの憔しよう悴すいぶりは見て明らかだった。傷の再生に体力を使い果たしてしまったのだろう。

　フリッツは無言のまま懐ふところから滅めつ菌きんパックされた包みを取り出した。医い療りよう用の使い捨ての点てん滴てきセット。

「……駄目よ」

　フリッツの意図を知って、モーラは弱々しくかぶりを振る。

「血清で充じゆう分ぶん。このくらいなら……」

「生の血の方が、効き目は速い」

　言いながら、フリッツは躊ちゆう躇ちよなく包みを破り、点滴針を自分の肘ひじの裏の静脈に刺さし通す。

「こうして吸うなら、安心だろ？」

「……」

　フリッツの差し出したチューブの端はしを、モーラは無言で口にくわえた。細いチューブを通して、フリッツの血液が少女の口内に流れ込む。

　温かい血液が、嚥えん下かした血液のぬくもりが、じわり、と身体の隅すみ々ずみに行き渡わたり……モーラは安堵と、そして鋭するどく胸を刺す自己嫌けん悪おを感じた。

　こうして血を飲み、体力を補うたびに、人間ではない自分の宿命を思い知らされる。

　この体質のおかげで、命を取り留めたことが何度あるか知れないが……それでもモーラは、感謝する気などさらさらない。

　そもそも、こんな身体でさえなければ、彼女は死地に身を投じることさえなかっただろう。人々の群れにまじって、当たり前の生活を手に入れていたはずなのだ。

　昼の世界で……青い空と、太陽のぬくもりの下で。

　頭に、硬かたく大きな掌てのひらがそっと添えられた。

　久しぶりだ。彼に、こんなふうに頭を撫なでてもらうのは。

　昔、モーラが憶おぼえている感かん触しよくは……もっと小さく、細く、柔やわらかい掌だった。

　こんなふうに硬く筋の張った、ざらついた手ではない。

　彼の手が、こんなふうになるずっと前。遠い遠い昔のこと……だが、そっと髪かみに指を通す手つきの優やさしさは、あの頃ころのまま、変わらない。

　追つい憶おくに、いつになくモーラの気持ちが和なごむ。

「惣太に、やられたのか？」

　刃やいばのように冷たい声に、モーラは物思いから引き戻されて、はっと目を見開いた。

　表情の失うせたフリッツの眼まな差ざしは、秘ひめた怒いかりに硬く凍こおっている。

「……奴やつなんだな」

　即座に、否定するべきだったかもしれない。たとえ噓うそでも。

　だが油断と躊躇のせいで言葉に詰つまったモーラは……その沈ちん黙もくによって、包み隠かくさず真相を語ってしまった。

「フリッツ……」

「ここでしばらく、安静にしていろ」

　フリッツは点滴針を抜ぬき、チューブを丸めて屑くず籠かごに放ほうり込むと、立ち上がった。

「フリッツ、彼は……」

「心配するな。悪いようにはしない」

　優しく言い聞かせながら、ふたたびそっとモーラの頭を撫でるフリッツ。

「わかってる。あいつはまだ必要だからな。ただちょっと……話をするだけだ」
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　いきなり背中を蹴けり飛ばされ、惣太は目覚めた。

　毛布を払いのけ、頸くびを巡めぐらす。

　彼が寝室に使っている部屋の真ん中に、フリッツが仁に王おう立だちで立っていた。

「ちょいと、面つらァ貸しな……」

　世間話をしに来たわけじゃないのは、険しい剣けん幕まくで一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「俺がなにしに出向いたか、わかってるか？」

「……見当は、つく」

「昨日は、とりあえず、すまなかった……結局……」

　惣太は、モーラの看病が一段落した後、他ほかの友人を装よそおい携けい帯たい電でん話わで香織の自宅に連れん絡らくを取った。

　香織は無事だった。鏡子が捨て置かれていたのと同じ救急病院の前で気を失っているところを発見されたということだった。匿とく名めいの電話があったらしい。

　香織の母親は、また、例の貧ひん血けつを起こしたらしく……と見当違ちがいの心配をしていたが。

「……結局、俺は何にも……」

「説明してもらおうか。ゆうべ何があったのか」

　惣太の言葉などハナから聞いていない様子で、フリッツは遮さえぎった。

「その前に、訊きかせてくれよ。モーラは……あの子はいったい何者だ？　吸血鬼なのか？」

　惣太はフリッツが素す直なおに答えるとは思っていなかった。

　だが……まさかいきなり殴なぐり飛ばされるなんて、予想できたはずもない。それも脅おどしや冗じよう談だんではなく、間違いなく本気の拳こぶしだった。

　頰ほおにくらう寸前、惣太ははっきりとフリッツの目に、憎にくしみと殺意を見て取っていた。

「先に訊きいたのは、こっちだ。答えろ。貴様、モーラに何をした？」

「……なんで話す必要があるんだよ！」

　いきなり殴られたせいで、彼も頭に血が昇のぼっていた。

「あんたたちだって、黙だまってたじゃないか！　モーラは、あの子は人間じゃな……」

　言い終わるより先に、さっき以上に強きよう烈れつな拳が惣太の頰ほお骨ぼねに炸さく裂れつした。

「モーラは確かに、普ふ通つうの人間とは違ちがう」

　倒たおれ伏ふした惣太を見下ろすフリッツの声は……怒りの限度を超こえてしまったのか、不気味なほどに冷たく静かだった。

「だがな、オマエの同類だなんて思うなよ。モーラは人を襲おそったりしない。仲間を傷つけることもない。身体からだがどうあれ、魂たましいはれっきとした人間だ……オマエみたいな、薄うす汚ぎたないバケモノのなりかけなんぞに比くらべれば、あの子は余よ程ほどマシなんだからな。勘かん違ちがいするんじゃねぇぞ」

　言い返そうにも、惣太には言葉が見つからない。

「今はまだ、オマエの力が必要だ。オマエだって、もとの身体に戻もどりたいんだろ？　せいぜい必死になるといい。だがな、テメェの手た綱づなだけはテメェで摑つかんどけよ。もしまた今度、正気をなくして暴れ出すようなことがあったら……オレは迷わず、オマエを灰にする。すぐさま心臓を串くし刺ざしにしてやる。わかったな？　ヴェドゴニア」

　言うだけ言い、フリッツは大おお股またで部屋を出て行った。

　惣太は頰を押さえてノロノロと起きあがる。

　叩たたきつけるような音に、ふと窓の外を見ると、雨が一層その激しさを増していた。
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　激しい雨の降り注ぐ街。

　直射日光を浴びるほど致ち命めい的ではないにしろ、それでも日中の外出は、吸きゆ血けつ鬼きにとって激しい疲ひ労ろうと不快感を伴ともなう苦行だった。

　にも拘かかわらず……

　こんな所で、俺は何をしている？　……総身を叩く雨の重さを意識しながら、ウピエルは誰だれにともなく問いかける。

　雨に煙けむる色しき彩さいの消えた街路に、黒い瘦そう身しんを、あてどもなくフラフラと進ませる。

　今朝、ついに弥沙子は戻らなかった。

　予期していたわけではないが、さして意外なことでもない。吸血されてたかだか数日の子こ童わつぱである。ただの人間ならまだしも、熟練したハンターと当たればひとたまりもない。

　そもそもウピエルは、弥沙子に戦果など期待したこともなかった。

　あの娘むすめが、ヴェドゴニアである伊い藤とう惣太に惚ほれていると知り、何の気なしに思いついた余興……悪ふざけの域を出ない計画だった。

　弥沙子は戻らず、それはすなわち失敗を意味するのだろうが、だからといって心こころ騒さわがす理由がどこにある？　さっさと忘れていい些さ事じだろうが。

　自分自身の心情に納なつ得とくできないまま、ウピエルは雨の街をさまよい歩いていた。




　やがて……とある屋や敷しきの入り口で、ようやくウピエルは捜さがし求めていた気配を感知した。じゃりじゃりと玉石を踏ふみならし、前庭に踏み入る。

　吸血鬼であれば、自らの手で創つくった下僕の気配を嗅かぎ分けるのは容易なことだ。

「弥沙子、そこにいるな？」

　薄うす闇やみを見み透すかして、ウピエルは傲ごう岸がんに呼びかける。声はなくとも、怯おびえて竦すくみ上がる気配は隠しようもなかった。

「出てこい」

　さっきまでの憔しよう悴すいした様子をまるで感じさせない、いつもの尊大な調子だった。

「……ご主人様……」

　堪こらえきれず、痛ましい啜すすり泣きが、物もの陰かげから湧わく。

「出てこい、と言ったぞ？　何をしている!!」

　しかし、ウピエルはまったく容よう赦しやをしない。尚なおも居い丈たけ高だかに同じ命を下す。

「こんな……こんな姿を……ご主人様に、お見せ、できません……」

　吸血鬼の視野で闇を見透かしながら、ウピエルはその中に踏み込んでいく。

　いかに身を隠かくそうと、意味はなかった。物陰で弥沙子は小さく身を丸め、主の視線を避さけるように蹲うずくまっていた。銃じゆう弾だんに削けずられた全身は、あるところは弾はじけたように失うせ、あるところは蒼あおくふくれあがり、白く透すけるようだった肌はだは見る影かげもない。

　不死身の吸血鬼といえど、これほどのダメージはそう容易には治ち癒ゆしない。死ぬに死ねない苦痛に苛さいなまれ、一昼夜は悶もだえ苦しむことになる。

「俺は、オマエに、出てこいと言ったぞ？」

「ご主人様……」

　肉がそげ、ひび割れた頰の上を、羞しゆう恥ちの涙なみだが流れ落ちる。

　畏おそれ敬うウピエルの前に、醜みにくく崩くずれた顔を晒さらすなど……弥沙子にとっては、堪たえられない仕打ちだった。

「申しわけ……ありませ……ひっ!?」

　声を殺して泣く弥沙子の襟えり首くびを摑つかみ、腕うで一本で吊つるし上げるウピエル。

　乱暴な扱あつかいに壊え死しした皮ひ膚ふが崩れ、ぼろぼろと床ゆかに落ちる。

　醜い。ふた目と見られないほどに。だがそれが、どうしたというのか？

　ウピエルは弥沙子の全身をじっと見つめる。

　この女は……肉の一片から魂に至るまで彼の所有物だった。

　清きも卑いやしきも美び醜しゆうもすべて、余すところなく差し出して捧ささげる。それが奴ど隷れいというものだ。すべて彼が愛めでて、彼が罰ばつする。

　どんな些さ末まつなものであれ、彼から包つつみ隠すことは許されない。

　にも拘らず、この弥沙子は己おのれを〝恥はじた〟……主であるウピエルの前で、婢はした女めの分際で。

「オマエは、俺の下僕だ。忘れたか？」

「うぅ……」

「弱さが辛つらいか？　醜さが苦しいか？　そんなことで俺から離はなれるなんて許されると思ってたのか？」

　目を逸そらそうとする弥沙子の顎あごを荒あら々あらしく摑み、ウピエルは強ごう引いんに前を向かせる。

「見せろ。晒せ。オマエは血の一いつ滴てきまで俺のモノだ。隠すなんて許さねぇ」

「ぅ……ひぐ……」

　この胸の内で、熱く、どす黒く渦うず巻まくものは何だろう？

　己の激情に困こん惑わくさえして、ウピエルは自問する。

　弥沙子が気に食わないのであれば、この場で頸くびでも砕くだいてやればすむことだ。

　だが、そうではなかった。その程度で気が晴れるほど、この怒いかりは根の浅いものではない。

　いくら考えても、怒りを向ける先は思いつかない。結局、ウピエルは苛いら立だちを弥沙子にぶつける。

「!!」

　何の警告もなく腕を逆手に捻ひねり上げられ、弥沙子は苦痛に息を吞のんだ。

「痛いか？　弥沙子」

　優やさしいほど甘い声で尋たずねるウピエル。

「……はい……」

「聞こえねェ」

　細木を折るように易やす々やすと、ウピエルは腕の骨を折った。

「ひぃぃ!!　ぃいい痛……痛い、です、ご主人様……」

　涙に詰つまる喉のどから、弥沙子は必死の叫さけびを搾しぼり出す。

　だが、それでもウピエルは許さない。

「ゆ……ゆる……許し、て、ください……ご主人、様……」

　息も絶え絶えに訴うつたえる弥沙子の頰ほおに、ウピエルはぞろりと舌を這はわせ、流れ落ちる涙を舐なめ取る。

　そうだ。こいつを痛めつけていいのは、俺だけだ。ウピエルはそう確信する。

　こいつの涙を啜すすり、苦く悶もんの悲鳴に聞き惚ほれるのは……自分だけの特権なのだ。

　しかし、それを侵おかした者がいた。

　彼の玩具おもちやに手をつけて、彼だけの楽しみを横取りした奴やつが……それがウピエルには、許せなかった。

　弥沙子のすすり泣きが雨に混じって、いつまでも聞こえていた。
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　厨ちゆう房ぼう脇わきの狭せまい階段を抜ぬけ、地下に降りる。

　案の定いつものように、フリッツは武器の手入れに勤いそしんでいた。

　自分のライフルだけでなく、惣太の使う拳けん銃じゆうやショットガンも脇に積まれている。

　彼は少しだけ、ほっとした。少なくとも、戦う上でのパートナーシップは健在らしい。

「何の用だ？」

　戸口に棒立ちになっていた惣太に向け、フリッツが顔も上げずに尋ねる。

　声をかけるきっかけを考えあぐねていた惣太は、これ幸いとばかりにフリッツの前に腰こしを下ろした。

「……手伝うこと、あるか？」

「いらん」

「……」

　沈ちん黙もくした空気の中で、滑なめらかな金属音だけが無機質に鳴り続ける。

「昨日は、ありがとう。香織を助けに行ってくれて」

「……」

　冷然と沈黙を貫つらぬいて、フリッツは作業に没ぼつ頭とうし続ける。小こ狡ずるく話題を選ぶのもどうかと思う。無骨な男だ。自分が何に疑問を持ち、不安を抱いだいているのか、素す直なおに晒け出したほうがいい。惣太はそう判断した。

「あんたたちが何で吸きゆう血けつ鬼きと戦ってるのか、わからないんだ。俺には。誰だれに頼たのまれたわけでも……ないんだろ？」

「大たい概がいのハンターは、依い頼らいを受けて獲え物ものを狩かる。害虫駆く除じよみたいなもんさ」

「でも、あんたとモーラは違ちがう。だろ？」

「わかるわきゃねぇよ」

　言葉に怒ど気きをのせて、フリッツは惣太にぶつけた。

「貴様なんぞに、話して、わかるわけがない」

「話してくれないか？」

「話す理由が、どこにある？」

「ない……だから、お願いしてる」

　フリッツは憮ぶ然ぜんとしたまま、しばらく惣太を睨にらんでいたが、やがてさも迷めい惑わくそうに溜ため息いきをついて、清せい掃そう中の銃を脇に置いた。

　どうやら根負けしてくれたらしい。

「ダンピィル……聞いたことあるか？」

「ダン……ピィル？」

　惣太は奇き妙みような発音に戸と惑まどう。ヴェドゴニアと同じく東とう欧おうの言葉らしかった。

「ヴェドゴニアと同じ、吸血殲せん鬼きの伝説だ。半人半はん妖よう、吸血鬼と人間の混血児。そういう子供も、吸血鬼に抗こうし得うるハンターになる……」

　ダンピィル……吸血鬼でもあり人間でもある、混血の子供……

　フリッツが、惣太の想像通りの言葉を吐はく。

「モーラの父親は吸血鬼だ。あの子の身体からだの半分には、奴らの血が流れている。だから、奴らの力も、少しずつ使える。奴らのように素す早ばやく動いて、腕わん力りよくを出して……死にかかっても、血を飲めばすぐに回復する」

「じゃぁ、俺と同じ……」

「オマエと違って、モーラは生まれつきだ。治ったり、悪化したりすることもない。良くも悪くも、一生あのままさ」

　薄うす々うすわかっていたことだったが、惣太にとって衝しよう撃げき的なのは変わりなかった。

　悪化もしないが、治ることもない……それは、今の惣太のように僅わずかな希望を持つことすらできないことを意味している。

　しかし、それでも惣太には、未まだ合が点てんがいかないことがあった。

「父親の仲間の吸血鬼を……なんで彼女は殺してるんだ？」

　フリッツは、大きく体を反らすと、天てん井じようの暗がりを睨みつけた。

「父親の仲間だからさ」

　冷めた口調で、ぶっきらぼうに答える。

「いつかあの子の父親を捜さがし出して、殺す……そのために、俺たちは旅をしている」

　惣太は眉まゆを寄せる。そんな論法がどうして直に繫つながっているのか、惣太には見当もつかなかった。

「……なんで？」

「あの子は自分を憎にくんでる。自分の生おい立ちを、自分の命を憎んでる。だから、そのきっかけになった父親を、吸血鬼どもを憎んでる」

　フリッツの目が遠い記き憶おくを手た繰ぐる。惣太は彼の邪じや魔まをしないように口を閉じた。

「俺たちの故郷の村はな、スラブの山奥の地図にも載のってねぇような辺へん鄙ぴな国の、さらに鄙ひなびた村だった。そこはいまだに、吸血鬼の伝承が残ってて……現に、何年かに一度は被ひ害がいも出た……」

　モーラの母親も、そんなふうに吸血鬼に襲おそわれた。

　ただし、彼女は血を吸われたわけではなかった。ヴァンパイアに手込めにされたのだ。

　そうして生まれてきた子は、確かに、他の子供とは違ってた。

　日差しに弱くて、貧ひん血けつ気味で……成長も途と中ちゆうで止まってしまう。

　惣太は、モーラの容姿にそぐわない大人びた物もの腰ごしの理由が、ようやくわかった。彼女は見かけ通りの歳としではなかった。

「……だが、それだけのことだったんだ。あの子は他人の血を吸ったこともない。誰に迷惑をかけたわけでもない」

　しかし、村の連中は許さなかった。日照りも、冷害も、家か畜ちくの病気も、彼らはすべてモーラのせいにした。

　村に悪あく魔まの子がいるからだと。ぜんぶ吸血鬼の呪のろいだと。

　もちろん、モーラが何をしたわけでもない。

　だが、むしろ何もしなかったからこそ、彼女はいじめられ続けた。

　仕返しされることはない。そうわかると村人ははますます図に乗った。

「止める奴は誰もいなかった。どいつもこいつも、癇かんに障さわることがあるたびに、モーラを虐めて憂うさを晴らした。酒場の酔よっぱらいどもなんざ、割れたジョッキをあの子の顔に叩たたきつけ、何日で傷が治るか賭かけをしたもんさ」

　惨みじめな環かん境きようにある人間ほど、自分より惨めな人間を見たくなる、つまりはそういうことだったのだろう。

　その点、モーラは適任だったのだ。村人にとって何をしても構わない相手だった。

　なぜなら、悪魔の子だから。神様も許してくれる。それが、モーラの育った村の、村人たちの解答だったのだ。

「どうだ？　オマエに想像つくか？」

　そう言ってフリッツは暗く笑った。いつもの剽おどけた笑いでも皮肉っぽい嗤わらいでもない、妙みように疲つかれた笑い。

　惣太は、想像の埒らち外がいだった現実をフリッツに突つきつけられて、自分の拳こぶしを睨んだまま黙だまり込んでしまう。

　彼も、ほんの子供の頃ころに一時期いじめを受けたこともあったが……そんなものとは次元が違っていた。モーラのそれはもう、虐ぎやく待たいだ。

「ある日、都会の教会から、噂うわさを聞きつけた神父がやってきた。そいつはモーラに煮にえた油をぶっかけて、霊れい験げんあらたかな聖水だと吐ぬかしやがった。大おお火傷やけどしたモーラを見た村の連中は、こぞって聖水を買いに来た。神父は一日で大おお儲もうけだ……それが俺の知ってる〝人間〟って奴やつらさ」

　惣太は息を吞のむ。彼はまさか、こんな話を今の世で聞くことがあろうとは、思いもよらなかった。

「俺だって吸血鬼は憎い。元を糺ただせば何もかも奴らのせいだ。だから地の果てまで狩ってやる……だがな、決して世のため人のためなんかじゃねぇぞ。ああ、人間なんてどうなろうと知ったこっちゃない。一人残らず吸血鬼の餌えさになっちまえばいい。オマエや、例の娘むすめを助ける義理なんて、これっぽっちもありゃしないんだ」

　惣太はようやく、フリッツの斜はすに構えた態度のわけに合が点てんがいった。

　いったい世間に何の怨うらみがあるのかと思っていたが……そんな光景を見てきたのでは、人間不信になるのも当然だ。

「俺が最初に殺したのは、吸血鬼じゃなくて人間だ。さっき話した神父だよ。俺が十二の時だった……それから神父の金を奪うばって、俺はモーラを連れて村を出た」

「……それから、吸きゆう血けつ鬼き狩がりの旅を？」

「そうさ」

　言葉をなくした惣太に向けて、フリッツは露ろ骨こつに馬ば鹿かにしたような視線を向ける。

「どうした？　今日までオマエが不幸の一等賞だとでも思ってたか？　たかだか一週間かそこら死に目にあったぐらいで、泣き言はく程度の奴にはな……想像もつかねぇ世界があるんだよ」

　その通りだ……と、惣太は思う。もう、ぐうの音も出なかった。

　彼だって辛つらかったが、モーラが味わってきた経験は、それさえも比ひ較かくにならない。

「これで用件はすんだだろ？」

　フリッツもまた惣太に語って聞かせることで、忌いま々いましい過去へと思いが飛んでしまったらしい。今は惣太が来たとき以上に不ふ機き嫌げんになっていた。

「消えろ。作業の邪魔だ」

　そう吐き捨てるように言ったきり、彼は銃の手入れを再開し、顔も上げなかった。
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　相変わらずの激しい雨が、割れた窓越ごしに覗のぞく。

　住宅地から外れた、林の中にあるこの邸てい宅たくは、夜が近い。

　いつの間にか薄うす暗ぐらさを増した外界は、すでに深夜のように森しん閑かんと静まりかえっていた。

　ウピエルはかき抱いだいた弥沙子の気配を肌に感じながら、ずっと雨を見ていた。

　あの頃から彼は、ずっと探していた。

　頭の中が真っ白になるぐらいの刺し激げきを。

　薬をキめて、ハイになって、ステージで客を狂くるわせて……そんなことを繰くり返しても、全然ものたりなかった。

　そのうちに、彼は理解した。娯ご楽らくにしろ、快楽にしろ、極きわめつけは〝死ぬこと〟なのだと。

　それに気づいたとき……彼は、もうただの人間ではいられなかった。

　そうそう簡単に壊こわれてしまう身体からだでは、堪たん能のうしきれない、〝死〟というものを、ギリギリのスリルというものを、味わうために。

　彼は、そのために不死者の身体を手に入れたはずだった。

　やり場のない感情を持て余したとき、いつもそうしてきたように、ウピエルはギターの弦げんに指を躍おどらせる。だが、ぎこちなく爪つま弾びく音は、旋せん律りつの体裁にさえ至らない。




　不死を手に入れて数十年……

　すでにウピエルは無意識に悟さとっていた。

　人としての人生が終わったときに、作曲家としてのウピエルもまた終しゆう焉えんに至ったのだ。もはやウピエルの才能が、新たな境地に至ることはない。

　彼は四十年前と同じウピエルのまま、同じ楽曲しか弾くことができなかった。




　芸術とは、きっと……

　削けずれ磨すり減へっていく命の欠片かけらから、生まれ出いづるものなのだろう。

　永遠不ふ滅めつの命からは、何が生まれることもない。

　喪そう失しつのないところに誕生はないのだ。

　だから、自分は、あのなり損そこないの吸きゆう血けつ鬼きに、妙に心奪われるのだろうか？




「相変わらず、下げ司すな遊びに興じおって」

　冷ややかな声に振ふり向くと、見覚えのある巨きよ軀くが戸口に影かげを落としていた。中にいるウピエルに、気配すら知らせずに。

「ギーラッハ……テメェ、何しに来やがった？」

「言こと伝づてだ」

　ウピエルと、その慰なぐさみ物になっている大傷の少女を、さもつまらなそうに一いち瞥べつするギーラッハ。

「そんな玩具おもちやは始末して、早々にナハツェーラーの許もとへ戻もどれ。ヴェドゴニアの始末は、このギーラッハが引き受ける」

「……何ィ？」

　啜すすり泣く弥沙子を突き放し、ウピエルはギーラッハに向き直った。

　それでも騎き士しは怖おじるふうもなく、

「奴もまた、くだらぬ戯ざれ事に興じる気質は貴様と同じ。それゆえ貴様の悪ふざけにも、随ずい分ぶんと寛かん容ようだったが……如何いかんせん限度というものがある」

　そう淡たん々たんと言い放つ。

　もちろんウピエルに、ナハツェーラーの采さい配はいを受け入れる気などない。そんな気は最初から、欠片かけらもありはしなかったし……今やそれ以上の理由もあった。

「ふざけるんじゃねぇ……あの餓が鬼きは、オレの獲え物ものだ。オレがこの手で切り刻む。誰だれだろうと邪じや魔まはさせねぇぞ」

「フン……」

　眦まなじりを決するかと思いきや、ギーラッハは口元を小さく歪ゆがめて失しつ笑しようを漏もらす。

「貴様にも、決着に固こ執しゆうする程度の矜きよう持じはあるか。腐くされても戦士の端はしくれのようだな」

「舐なめてんのか？　テメェ」

　ウピエルは、いつもなら気にも留とめないような言葉に、激げつ昂こうしてしまう。

「貴様の心しん胆たん次し第だいだ。楽師……馬鹿げた遊ゆう戯ぎを切り上げて、貴様自ら討うって出ると？」

「おうよ」

　打てば響ひびくように即そく座ざに答える。

「オレとヤツと二人だけ。残るのは一人だけ。誰が割り込む隙すき間まもねェ。文句があるなら、この場で白黒つけてやろうか？」

「それには及およばぬ」

　ギーラッハは、いつになくアグレッシブなウピエルに何かを感じ取ったのか、鷹おう揚ように踵きびすを返すと、また暗い雨の中へ歩を進めた。

「そういう余興なら、俺にも解げせぬこともない。貴様の意地の程ほど、見届けてやろう……ただし、猶ゆう予よは一度だ。散って果てようと生き恥はじを晒さらそうと、次は遠えん慮りよなく俺が出る」

「……用がすんだなら、消えやがれ」

　最後に侮ぶ蔑べつめいた一瞥を残して、ギーラッハは雨の帳とばりの向こうに消えた。

　後に残されたウピエルは、絶え間ない雨音と弥沙子の啜り泣きの中間に立って、胸の内で猛たける衝しよう動どうに身を震ふるわせていた。
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　夕ゆう闇やみが迫せまるにつれて、惣太の意識も醒さめていく。昼間よりも確実に身体が軽い。

　もう窓の外を見なくても、夜の訪おとずれを感じ取れるようになってきていた。

　相当……重じゆう症しようってことなんだろうな。惣太はひどく冷静にそう思った。

　しかし、それでも、彼の身体は、まだ、元に戻る可能性がある。

　モーラや……弥沙子に比べれば……

「……惣太、いる？」

　ノックとともに聞こえる、抑よく揚ようのない、モーラの声。

「ホールに下りてきて。今夜のことを打ち合わせたいから」

「……わかった。すぐに行く」

　ホールにはモーラしか居なかった。

　彼女はすでに、いつもの喪も服ふくを一分の隙すきもなくきっちりと着こなし、普ふ段だんとまったくかわりがないように見えた。

「もういいのか、モーラ？」

　惣太は今いま更さらながら、少し驚おどろく。

「ええ、看護してくれたんですってね、ありがとう」

　まるで普ふ通つうにモーラは答える。怪け我がをしていたこと自体が幻まぼろしのようだった。

　惣太は、一いつ瞬しゆん、モーラが時の流れを無視した不変の者に思われ……そして、それがあながち勘かん違ちがいでもないことを想おもい出し、嘆たん息そくした。

「ところで、今から、出かけられる？　昨日のナイトクラブでね、割といろいろ情報が摑つかめたの。たぶん今夜の襲しゆう撃げきが大おお詰づめよ。今夜の標的……もし本命じゃなかったとしても、決定的な手がかりは摑めるはず」

「ああ……もちろん」

　惣太には、今、ぐだぐだ考え込んでいるよりは幾いく分ぶんマシに思えた。

「じゃ、準備して。外で待ってるから。詳くわしいことは車の中で話すわ」

　そう言って踵を返すモーラを、惣太は「ちょっと」と呼び止める。

　じっくり腰こしを据すえて相談できるタイミングではないが、早いうちに訊きいておきたいことがあった。

　そうでなくても、これは絶対にフリッツに振れる相談ではなかった。

「何？」

　モーラが事務的に振り向く。

「弥沙子の、ことなんだが」

　その名を聞いた途と端たん、モーラの表情は氷のように冷たく固まった。フリッツから彼女の様子は聞いていたらしい。

「救う方法は、ないのか？」

「ないわね」

　半ば予想していたとはいえ、それでもにべもないモーラの口調に惣太は衝しよう撃げきを受ける。

「……あっさり言ってくれたもんだな」

「根こん拠きよのない楽観は語れないわ。同じ思いを、私が何度してきたと思う？　吸血鬼に咬かまれて、処置が手て遅おくれになった人たち……これまでに何人、私が見てきたと思う？」

「……」

「手の施ほどこしようは、ない。例外なんてなかったわ」

　惣太に返す言葉はなかった。重く静かなモーラの声が反はん駁ばくすることの虚むなしさを思い知らせていた。

「天国があるって信じることね。そこが、彼女が今いる地じ獄ごくより、ずっとましな場所だって……信じること」

「君は、そうやって……」

　……犠ぎ牲せいになった人たちを？　惣太がみなまで言うまでもなく、モーラは頷うなずいた。

「せめて苦痛を長引かせずに、仕留める方法を……その工く夫ふうだけでもすることね。それが友達としてあなたにできる、最後の手た向むけ」

　食い下がることも、頷くこともできず、ただ惣太は俯うつむいた。

　その先は、独りで決着をつける領域だと思ったんだろう。モーラはそれきり何も言わずに、惣太に背を向けて立ち去った。

　吸きゆう血けつ鬼きは、歩く死者……惣太は、昔そうモーラに聞いた。

　弥沙子が、もう二度と元の身体からだに戻もどることなく、優やさしさや哀あわれみや、そういった人間らしい感情を失ったまま、一生、ただ獣けもののように血を啜すする化け物だというなら、彼女はもう死んだも同然なんだろう。

　他ほかならぬ惣太だから、それがわかった。

　吸血鬼になった自分が、自身でも許せないほどに、おぞましいモノに成り果てる……それを知っている彼だから。

　かつて白柳弥沙子として、泣いて、笑って生きてきた……そんな弥沙子はもうこの世にない。その骸むくろだけが何か別のモノに乗っ取られ、辱はずかしめを受け続けている。こうしている今現在も……惣太は肚はらを決める。

　友達としてできる最後の手向け……自分がやるしかないのだ。

　しかし、どうやって……!?　彼には弥沙子の居場所すらわからない。

　モーラやフリッツは燦さん月げつを追いつめることを第一に動いてる。出くわしたりでもしない限り、弥沙子のために時間を割さくことなどしない。

　たとえ、弥沙子の居場所がわかったとしても、彼は変身せずにすませる自信がなかった。あの忌いま々いましい猿さる轡ぐつわなしに、血に飢うえた自分を抑える自信はなく、それにはモーラたちの協力が不可欠なのだ。

　もし、今度暴走したら？　弥沙子の血を啜りでもしたら？

　惣太は頭を振ふって地下の武器庫へ向かう。今の彼はとりあえずやれることに集中するしかなかった。
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　乱れ飛ぶ弾だん丸がんの合間を、数ミリの見切りで駆かけ抜ぬける。

　今夜の敵……今まで以上に手て強ごわかった。

　俺は今夜も囮おとりだった。

　燦月の研究施し設せつの、背の低い建物が並ぶ広い敷しき地ち内を、適当に駆け、銃じゆう弾だんを撃うち込み、テルミット弾で火をつけて回る。アルミとマグネシウムの強力な化学反応は、この豪ごう雨うの中でもまるでその火勢を衰おとろえさせない。

　そうこうしているうちに、例に違たがわずキメラヴァンプが現れる。

　今夜の化け物は、今までのように奇きをてらった姿ではなかった。

　俊しゆん敏びんで瘦そう身しんの、ほぼ人型の黒い体たい軀くが、二本の馬ば鹿か長い軽けい機き関かん銃じゆうを構え、濡ぬれる足場をモノともせず、兵士としての冷静で油断のない技量で着実に俺に迫せまってくる。

　キン！　キン！

　ムカつく野や郎ろうだ。卒そつのない牽けん制せい射しや撃げきが、俺の足あし下もとで青い火花を散らし、一進一退の状態が続く。

　いつの間にやら戦場は一棟むねの建物の屋上に移っていた。

　刻々銃弾に削けずり取られていく遮しや蔽へいの陰かげで、俺は無数の飛ひ沫まつと曳えい光こう弾だんを仰あおぎ見ながら、手て詰づまりを感じていた。

　ズリュ！、シャ……

　俺は目を疑った。

　キメラヴァンプのヤツも、何が起こったのか、理解できなかったに違いない。

　人間離ばなれした眼球を痙けい攣れんするようにしばたたかせ、怪かい物ぶつは自分の鳩尾みぞおちから突つき出た五本の指を注視していた。

　それが、背後から心臓を貫つらぬいた貫ぬき手ての切っ先と、俺に理解できたのは……寸前、颶風のような勢いでヤツの背後へと回り込む影を見み咎とがめていたからだ。

　恐きよう怖ふや絶望よりむしろ、不条理に抗こう議ぎするかのような猛たけ々だけしい絶ぜつ叫きようを上げて、キメラヴァンプは、内側から燃え崩くずれていった。

　後に残ったのは、一山の灰と……たった今、キメラヴァンプを不ふ意い討うちで葬ほうむった謎なぞの乱入者。黒いボンテージに包まれた瘦身。派手な金きん髪ぱつは雨あま粒つぶとともに色気すら感じさせる美び貌ぼうに貼はりつき、きらきらと輝かがやく。

　ギュゥギゥゥン！

　絶叫の余よ韻いんに重ねるように、そいつは抱かかえ持ったギターの弦げんで、アルペジオのフレーズを短くかき鳴らす。

　ギター……俺は、それをそう呼ぶべきか迷った。

　音が出ているのは確かだが、そのフレームは未来的なフォルムを持つライフルのそれと滑なめらかに融ゆう合ごうしていた。その上、ネックの先せん端たんには、俺のナイフに勝まさるとも劣らぬ鬼き気きを放つ優美なシアの銃じゆう剣けんが、降り注ぐ水すい滴てきに冷たく濡れている。

「ようやく会えたな。ヴェドゴニア」

　こいつは……本物の吸血鬼。俺は瞬しゆん時じに察した。うなじの毛がそそけ立つような感覚。今日まで戦ってきた怪物たちとは、本格的に異なる威い圧あつ感かん。

　あのナイトクラブで対面した、ナハツェーラーと名乗った吸血鬼と同格の。

「どうした？　なぁに遠えん慮りよしてやがる？」

　明らかに俺に向けて絶え間なく殺気を放ちながらも、まるで緊きん張ちようした様子がない。むしろ、楽しんでやがる。

「気乗りしねぇってんなら、教えてやろう。弥沙子を吸血鬼にしたのはこのオレだ」

「……なに？」

　胸の奥底からぞわりと湧わき出た憎ぞう悪おの塊が、それ以外のすべてを吞のみ尽つくす。こいつが……こいつが弥沙子を!?

「ハン……らしい目つきになってきたじゃねぇか。それでいい。お互たがい血の味を知る者同士。殺し合いは楽しまねぇとな」

　ヤツは俺を嘲あざけり挑ちよう発はつするように、ギターの弦をかき鳴らす。

　おもしれえ。今日は戦いを楽しむ気はなかったが、こいつが相手なら別だ……ヤツを俺の爪つめで滅ほろぼせば、少しは弥沙子に対する手た向むけになるだろう。

　ビリビリと向かい風のごとく浴びせられる殺気を、同じ殺意の波で押し返しながら、俺はじりじりと、ウピエルと名乗った吸血鬼との間合いを詰つめる。

　ヤツはそんな俺がさも眼中にない素そ振ぶりを装よそおって、ギタープレイに熱を込こめる。どうやら戦いに倒とう錯さくした趣しゆ向こうを持ち込みたがるヤツらしい。

　ふざけやがって……俺は地を蹴けり一気に詰め寄る。刹せつ那な、ウピエルはギターと一体化したマシンガンの銃じゆう口こうを振り上げた。

　馬鹿が。たかが銃弾で、今の俺を……

　しかし、俺はすぐさま自分の愚ぐを後こう悔かいする羽目になった。

　ギョン！ギャン！ギャン！

　一発目を避さけたその先に、狙ねらい澄すましたように二発目が来る。

　すんでのところでかわした先に三発目……まるで俺の動きを封ふうじ、次弾の弾道へと追い込んでいくかのように。

　背筋を戦せん慄りつの冷気が駆け上る。ウピエルがばら撒まいた弾だん丸がんは、一分の乱れすらない。

　もはや前進もできず、襲おそい来る弾丸から身をかわすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　ヤツはフルオートで撃ちまくりながら、しかし、ただの一発も無む駄だ弾だまをだしていなかった。俺は次し第だいに追いつめられ、回かい避ひの範はん囲いを狭せばめる。

　くそっ、このままじゃ……

　倒たおれかかったところに八発目が来た。俺はバランスを立て直す機を逸いつする。

　倒れたところに集中弾……咄とつ嗟さの判断で、弾道に垂直に右手を突き出した。

　焼けた杭くいを叩たたき込まれ、かき回されるような衝しよう撃げき。超ちよう音おん速そくの弾丸が掌てのひらから突とつ入にゆうし、肘ひじを貫いて肩かたへ。右手は瞬時に赤いぼろ屑くずに変わる。

　だが、筋肉をちぎり骨を削りながら進むうちに、弾丸は進路を失い、心臓を目指すルートを逸それて背中へ抜けた。

　弾をくらった衝撃で後ろにのけぞる。

　俺は反動に逆らわず地を蹴って、無事な左手一本でバック転を演じながら背後へと飛ぶ。屋上の縁ふちの外、十五メートル下のアスファルトの路面へと。

　空中で身を捻ひねり、かろうじて脚あしから着地。

　その衝撃で、もはやズタズタの肉にく塊かいと化した右みぎ腕うでの痛覚が絶叫を上げる。

　それに構っている余よ裕ゆうはない。俺は身を翻ひるがえして手近な通路へと駆け込む。

　遮しや蔽へい物ぶつを得たところでようやく息をつき、右腕の激痛に意識を向ける。

　なんて奴やつ……俺はあらためて敵の技量に恐怖する。毎秒十発のスピードで撒き散らされる高速弾。そのすべてが必殺必中の狙いを込めて撃ち出されている。ウピエルのフルオート射しや撃げきは、掃そう射しやでも乱射でもない。毎秒十発の勢いで繰くり返される狙そ撃げきだ。

　手て強ごわい……徐じよ々じよに再生していく右腕の具合を確かめながらヤツの力量に戦せん慄りつしていた。

　今まで戦ってきた怪物など、比ひ較かくにならない強敵。これが本物の吸きゆう血けつ鬼き……どう戦えばいいのか？

　狭せまい路地の奥へと駆け込みながら、俺は焦あせって策を探す。

　これ以上銃を使われては勝ち目はない。広い場所、それに一直線の路地は避けなければならない。

　何とかして、不意をついて接近戦に持ち込む方法を……ギャギャン！……そう思う間もあればこそ、頭上から、冷たい飛沫しぶきとギターの調べが降り注ぐ。

　ウピエルは屋根の上を飛び移りながら追ってきていた。真上から、あの射撃を浴びせられたら、今度こそ避けようがない。

　どうにかして、広い場所へ……一か、八か。

　俺は脚きやく力りよく任せに跳ちよう躍やくし、路地の左右の壁へき面めんを交こう互ごに蹴って上へ上へと駆け上った。ウピエルと同じ高みに上る。

　ヤツに位置を摑つかまれるより先に。

　今、姿勢の変えようがない空中で撃うたれれば、路地の底まで転落し、そこでとどめの集中砲ほう火かを浴びせられる。

　そうなる前に、屋上まで……左右に迫せまる壁面が開け、俺は虚こ空くうへと躍おどり上がる。

　抜ぬけた！　……ヤツは、どこに!?

　目で見て確かめるまでもなく、気配だけを頼たよりに身を捻る。

　ウピエルはすぐ背後から……今まさに銃剣で斬きりかかってくるところだった。

　咄とつ嗟さの反応で、俺は鉤かぎ爪づめでカウンターを繰り出す。

　無理な体勢からの攻こう撃げきに、とうぜん効果は期待できなかったが……それを避けようとしたウピエルの踏ふみ込みは甘くなり、必殺の斬ざん撃げきは数ミリ手前で止まる。

　互いに空中で猛スピンしながらも体勢を立て直し、同時に屋上に着地する。

　だが……その途と端たん、まるで麻ま痺ひでもしたように、俺の脚からスカッと力が抜けた。

　今の一いつ瞬しゆんで、腱けんを斬られていた。再生までは十秒足らず。

　だが動きを封じられた十秒は……吸血鬼同士の戦いでは百回勝負が決する。

　ヤツとて、そこは心得たもの。血を撒き散らして悶もだえる俺の有様に伴ばん奏そうを添そえるかのように、泰たい然ぜんとギターを弾ひいている。

　次のどの瞬しゆん間かんにも、ヤツは俺をいかようにも殺すことができる。

　今の俺もまた不死である以上……銃では撃ち倒し、動きを止めることはできても、肉体を崩ほう壊かいさせることはできない。

　故にとどめの一いち撃げきは銃剣か、さっきキメラヴァンプを屠ほふった貫ぬき手て。どちらであれ、ウピエルは必ず俺の間合いにまで近寄ってくる。

　そこで、カウンターの一撃を狙うしか……活路はなかった。

　回復した右手、そこにすべての力を集中し、俺は必殺の一撃に備える。

「この期ごに及およんで、勝負を捨てねぇとは感心だ。だが……このオレに速さで挑いどむってあたり、救いようがねェよなぁ」

　ヤツウピエルは、来る。俺の脚の腱が再生するより早く。

　演奏……そうだ、ヤツの弾くギターに耳を澄ませ。ウピエルは自分の演奏に乗っている。行動を起こすとすれば、間ま違ちがいなく小節の区切り、リズムの節目だろう……タイミングは先読みできそうだ。

　俺の凝ぎよう視しを浴びながら、ウピエルはまるでその存在など忘れたかのように、ますます演奏に熱を入れている。

　憑つかれたような速はや弾びきはますます狂きよう乱らんの度を増し、ついにはライトハンドのうねるようなクライマックスに突入する。

　何を……考えてる？　演奏に狂くるうウピエルを横目に、俺は傷を負った脚に力を込めてみる。

　よし……完治にはまだ遠いが、一動作くらいなら……そう思った刹せつ那な、視界からウピエルが消えた。怒ど濤とうの演奏の旋せん律りつだけを残したままで。

「……跳とんだ!?」

　そう気づいて振ふり仰あおぐまでの一刹那に、俺の勝機は消えていた。

　ウピエルは、演奏に一瞬の間断も与あたえずに、動いていた。

　愛いとおしむように抱かかえ込んだギターをライトハンドでかき鳴らしながら、頭上から銃じゆう剣けんの切っ先を突つき下ろしてくる。

　その冷たく鋭えい利りな銀光に目を吸いつけられたまま、俺は避けることも防ぐことも思いつかず……ただ捨て鉢ばちに、渾こん身しんのスピードで貫手を突き出す。ウピエルの鳩尾みぞおちに、心臓に。




　だから、指先にウピエルの身体からだを貫く感かん触しよくが走っても、俺にはまだ何が起きたのか理解できていなかった。

　真上を仰いで自暴自じ棄きに手刀を突きだしていた俺とウピエルの間に、何者かが風を巻いて割り入いり、俺はそのままウピエルの銃剣の軌き跡せきから外れていた。

　そう……何かが、俺に覆おおい被かぶさり……

　夜空の闇やみを背景に、俺は弥沙子の白い顔を……悲しくひきつった、痛ましいほどに追いつめられた表情を見ていた。

　ほんの一瞬の出来事だった。

　俺を庇かばった弥沙子……狙ねらいを阻はばまれたウピエルの銃剣が、深々と彼女の心臓を抉えぐったその刹那を、俺はまざまざと目に焼きつけていた。

　何で。なぜなんだ、弥沙子……

「弥沙子……」

　ウピエルにしてみれば、弥沙子がギターに抉られた一瞬、そのまま弥沙子ごと俺を刺し貫けば良かったはずだった。

　しかし、ヤツは思わずギターを手放すと、断だん末まつ魔まに痙けい攣れんする細い肩を、呆ぼう然ぜんと抱だき起こしていた。

　その隙すきに、俺の貫手は、ウピエルの身体に深く食い込む。

「ごはぁっ!!」

「ごめ……ん、なさい……ごめん……なさい、ウピエル様……ごめ……」

　ウピエルの銃剣は、弥沙子の心臓を半ばまで斬きり裂さき、不死を約束されていた肉体に壊かい滅めつ的な破損を与えていた。

　雨に濡ぬれた艶つややかな黒い髪かみが、紙のように白くぼろぼろと崩くずれる頰ほおに貼はりつく。

　すでに再生能力も失われ、生命力の燃え尽つきた細さい胞ぼうが、次し第だいに涸かれて結合を失い……崩れていく。灰のように。

「何で……」

　腕うでの中で、みるみるうちに重さを失っていく弥沙子に、血まみれのウピエルが糺ただす。

「何でだ？　何で貴様が……誰だれが死ねと言った？　誰が許した!?　貴様は……貴様は俺の!!」
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「ごめんなさい……」

　ヤツの荒あら々あらしい詰きつ問もんに、涙なみだ混まじりの声で答える弥沙子。しかし、そのまなじりは、とても安らかで満ち足りた笑えみに彩いろどられていた。

「こんな私を……最期まで、抱いていて、くれる……なんて……ウピエル様、は……優やさしい……お方……」

　崩れていく。塵ちりになって、雨に流れ、消えていく。弥沙子だったすべてが。

「弥沙子……貴様は…俺の…俺の……がぁ！」

　気道を遡さかのぼったヤツの吐と血けつが、べったりと俺の顔に浴びせかけられる。

　俺の腕は、まるで別の生き物のように、勝手にその指先を鉤かぎ状じようにひん曲げて、ぶちぶちとウピエルの胸きよう腔こうの中をひきむしる。

「み、弥沙子!!」

　彼女の姿が完全に塵と消えた今、俺はようやく何が起きたかを理解した。

　俺の鉤かぎ爪づめは、やり場のない怒いかりを受け、ウピエルの身体を内側から一気に破は壊かいする。

「貴様ぁ!!!!　消えて失うせる前に弥沙子に詫わびろ！　貴様が、貴様のせいで、……」

　望まぬままにあんな化け物にされ、家族を、友人を襲おそい、そして今こんな場所で、自分を庇って望まぬ滅ほろびを……胸の中が、やり場のない思いで、溶よう岩がんのように煮にえたぎる。

「貴様ぁ！　貴様が弥沙子を!!　弥沙子を！」

　今の今まで俺のことをまるで忘れていたかのように、空っぽになった手の中を、ただ呆然と眺ながめていたウピエルの瞳ひとみは……しかし、弥沙子の名を聞いた途端、なぜか炯けい々けいと眼光を取り戻もどした。

「……オォ、そぅさ……オレだぜ。殺したのは。オレが犯おかした。血を吸った。アイツは……オレの、女だ……」

　どろりとした血をさらに吐はきながらも、ウピエルは笑っていた。

「あいつは、オレのモンだ。最後までオレの……」

　勝ち誇ほこったように嘯うそぶいて、喉のどの奥で笑いながら……崩れ始めた。

　熱も光もない炎ほのおに内から焼かれるかのように。

「アイツは……オレの……」

　崩れ落ちるその瞬間まで、ウピエルは挑ちよう発はつ的な笑いを俺に見せつけ続けた。

　やがて一ひと塊かたまりの塵じん埃あいが床ゆかに蟠わだかまるばかりになった後も、その凶きよう笑しようは俺の瞼まぶたの裏に焼きついたままだった。

　塵と化したウピエルから腕を引き抜ぬき、俺は未だ雨あま粒つぶを降らす夜空を仰いで咆ほう哮こうした。

　ヤツはいったい、何のために仲間を殺してまで、俺の前に立ちはだかったのだろうか？

　ヤツはなぜ、弥沙子を己おのが手にかけたことにあんなに動どう揺ようしたのだろうか？

　俺にはウピエルを憎にくむ理由があった。こうして文字通り……殺しても飽あきたらぬほどに。

　だがウピエルには、俺と戦わなければならない理由があったんだろうか。

　俺は打ちつける雨に向かい号ごう泣きゆうした。

　結局、弥沙子の魂たましいを救うことはできなかった。

　もしかしたら、本当に彼女の魂を救ったのは……




〝なぜ、泣く？〟

「!?」

　俺は思わず耳に手をやる。

〝貴様は勝ったのだぞ〟

　その時、確かに聞こえた。マスクに仕込まれた無線機から……ではなかった。まるで耳の中に、じかに語りかけてくるような。

　テレパシー……吸きゆう血けつ鬼きになれば備わる能力だと、以前モーラから聞いていた。

〝我らは同じ唇くちびるに接せつ吻ぷんを受けた継けい嗣し同士。されば思念を交かわす程度、造作もない〟

〝……誰だ？〟

　俺は半信半疑のまま、頭の中でそう念じた。

　たったこれだけのことで……伝わるのか？

〝どこにいる？出てこい！〟

　雨音が遠くへ消える。

　かわりに闇の奥から響ひびく、ガチャ……と金属の擦すれ合う音。

　現れたのは、異様な風ふう体ていの大男だった。

　広い肩かた幅はばを覆う緋ひ色いろのマント。その下から覗のぞく金属光こう沢たくは……甲かつ冑ちゆう！

「俺はギーラッハ。貴様と同じ、リァノーン様の下僕」

　両の目に紅あかい熾おき火びが、ぽうと燃えている。

　俺の全身を悪お寒かんが駆かけ抜けた。

　凄すさまじいばかりの威い圧あつ感かん……巨きよ漢かんとはいえ、見た目は人間。これまで戦ってきた怪かい物ぶつたちの容姿に比べれば怖おじ気づくようなもんじゃない。

　だが、沸ふつ々ふつと放つ見えざる鬼き気きは怪物どもと同質で……そして桁けた違ちがいに凄まじかった。

「伊藤惣太……だったな？　牙きば持つ者の誇りを捨てて、群ぐん狼ろうどもの幕下に加わる貴様の真意……解げせんのだ。わかっているのか？　貴様の与くみする連中は、リァノーン様を殺あやめんとする不ふ逞ていの輩やからども。継嗣の一員たる貴様が、何を想おもって主あるじに弓を引く？」

　黙だまって聞いてれば、勝手なことを……ギーラッハの鬼気に吞のまれ、忘我の淵ふちにあった俺は、ギーラッハの言葉に、鏡子を、そして弥沙子のことを思い出す。

　俺は苛いら立だちを込こめてギーラッハに思念をぶつけた。

〝俺が……人間だからだ!!　身体からだがどんなに変わろうと、俺の心は人間だ。お前らなんかと……一いつ緒しよにするな。化け物!!〟

　身構える俺を、ギーラッハは泰たい然ぜんと、だが凍こごえたように硬かたい眼まな差ざしで見やる。

「……解せぬ。まったく解せぬ。何故姫ひめは斯か様ような匹ひつ夫ぷを眷けん属ぞくに加えられたのか……」

　寒気のするような鞘さや鳴なりを立てて、ギーラッハは携たずさえ持った大剣の鞘を抜き払はらう。

「己おのが天命さえ見み極きわめられぬ愚ぐ昧まいの輩。そうと知れば禍か根こんとなる前に斬きり捨てるのみ」

　凄まじい剣気を浴びせられ、俺は固いつばを飲む。

　子供の身の丈たけほどもある大剣を高々と掲かかげたギーラッハ。圧力さえ感じるほどの気き迫はくが真っ向から襲い来る。

「その覆ふく面めん、何かと思えば……貴様、力を拒こばんでいるな？」

　ピクリとも動けなかった。呆あつ気けにとられた側頭部を、衝しよう撃げき波はが一いち撃げきする。大剣の一いつ閃せん。

　切っ先の硬さを、確かに顎あごに感じとり……だがギーラッハの剣は俺の頭を割るでなく、ただ剣圧の衝撃波だけで俺を吹ふっ飛ばした。

　何が起こったのか理解したのは、倒たおれ伏ふした後で、目の前に転がったクロームメタルの猿さる轡ぐつわを目に留めてからだった。

「牙を揃そろえて出直すがいい。次は十分の力で来い。そのときは斬って捨ててやる」

　言い捨てるや、くるりと背を向けるギーラッハ。

　緋色のマントが闇やみに熔とけ消えるまで、俺は、地に伏したまま、まるで動けなかった。
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　雨音が耳に戻もどってくる。

　血を吸うことなく、俺はその場に昏こん倒とうした。




　乳白色にけぶった世界。

　いつもと同じ、リァノーンの……夢。

　いつもと同じ……そう思えて、今回はどことなく違い和わ感かんがある。

　何だろう？

　以前まで、朧おぼろな影かげ絵えにしか見えなかった景色が、いやに奥行きを感じさせる。足元の草に触ふれてみた。露つゆの雫しずくが、冷たく指先を伝い落ちる。

　内容が……鮮せん明めいになってる？　でもこれは……喜べることじゃない。

　この夢がリアルになってきたということは、俺とリァノーンの精神感応が強くなっているということ……つまり、俺の吸血鬼化が進行していることの、顕あらわれだ。

　俺は立ち上がり辺りを見回して、この夢の世界の相方を捜さがす。

　リァノーン。彼女はどこへ？

「……ここです」

　俺の求める心に応じたかのように、リァノーンはすぐ傍かたわらに現れる。

　俺はあらためて彼女の美しさに胸を打たれた。

　神秘のように奥深い瞳ひとみ。滝たきのように肩かたを流れ落ちながら、虹にじ色いろの艶つやを見せる髪かみ……そのすべてが、まるで宝石細工のような。

　彼女は……今この現代にも生きて、囚とらわれているのだ。この日本のどこかに。

　なぜだろう？

　いつもなら憂うれいを湛たたえている紅玉色の瞳が今日は……心なしか、明るい。

「……逢あえます」

「え？」

「あと少しで、あなたに逢えます」

「……」

　それは……今こうして夢の中で会うのとは、まったく別の形で出会うということか？

　微笑ほほえむ彼女は、当然ながら……哀かなしげな彼女より一段と輝かがやいて見える。




　深い水底から浮うき上がるように、惣太は眠ねむりから覚めていく。

　ぼんやりと辺りを見回す。色あせた壁かべ紙がみ、ほこりの積もった絨じゆう毯たん。ハンターがアジトとしている古びた洋館、その中の、彼がねぐらに定めた客室とおぼしき部屋。

　ここ数日でお馴な染じみになりかけている、〝自室〟だった。

　仰ぎよう臥がした視線の先には、暗く高い天てん井じよう。

　そのずっと手前には、紫むらさき色いろの瞳の白い顔。

「……モーラ？」

　どうやら彼の寝ね顔がおを、ずっと見守っていたらしい。

「随ずい分ぶんと、熟じゆく睡すいしてたわね」

　惣太は頭を振ふって眠ねむ気けを追い払い、窓から差し込む光を見る。すでに西日の角度も浅い。

「……疲つかれは、とれた？」

「あぁ……」

　いつになく要領を得ないモーラの問いに、逆に惣太は合が点てんがいった。弥沙子のことで彼を気き遣づかっているのだ。

　弥沙子……そして、ウピエル。

　苦痛の少ない方法で……そんな工夫をすることしかできない。少し前のモーラの言だった。だが、惣太は、弥沙子の死に際してそんな工夫さえできなかった。

　あの一いつ瞬しゆんの中で彼は、あくまで傍ぼう観かん者しやだった。

　彼女は自分の意志であの行動を選び、実行した。人間の心を吸きゆう血けつ鬼きの身体からだで実行して見せた。

　しかも、彼女の死に誰よりも衝撃を受けたのは、恐おそらく自分ではなくあの吸血鬼……ウピエルのほうだった。

　弥沙子を〝自分のもの〟と言って崩くずれ去ったあの吸血鬼……惣太は彼の勝ち誇ほこったような笑え顔がおが忘れられない。弥沙子が身を挺ていして惣太を庇かばうような、自分に正直な行動をとっさに起こすことができたのは……惣太にとって認めがたいことだが……ある意味、ウピエルのおかげなのだろう。

　惣太は、彼女が死を望んでいたとは思わない。しかし、彼女が望んだ先には死しかなかったのだ……そう思うと惣太はたまらなくなる。

　ウピエルに抱だかれ散っていった弥沙子の安らかな死に顔。惣太には、彼女が後こう悔かいしているようには思えなかった。

　しかし、それでは……それでは、弥沙子があまりにも……思し索さくの深しん淵えんに落ち込みそうな自分に気づき、惣太はかぶりを振る。

　未だ気持ちの整理がつけられる段階ではなかった。

　かわりに、たった今まで、眠りの中で見てきたものを、惣太はじっくりと反はん芻すうする。

「モーラ……リァノーンが、夢に出てきた……もうすぐ逢えるって、言ってた」

「……そう」

　リァノーンの名を聞いた途と端たん、モーラの表情が冷ややかなものに変わる。

「ロードヴァンパイアの千里眼は、近い将来の事象を予知できるというわ。彼女がそう言ったなら……決着がつくのも、近いかもね」

「……決着？」

　寝ね覚ざめの曖あい昧まいな思考の中で、その言葉はひときわ硬かたく鋭するどく彼の耳に響ひびいた。

「あなたとリァノーンが出会うなら、結末はふたつにひとつ。彼女が滅ほろびて灰になるか、あなたが完全な化け物になるか……ぜひとも前者であってほしいけれど」

　惣太は黙だまり込んでしまう。モーラの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、彼は今言いようもない奇き妙みような胸むな騒さわぎがわき起こるのを抑おさえきれなかった。

　何なのだろう？　惣太は自分自身の感情に戸と惑まどう。

　彼自身も、モーラと同じく、リァノーンの滅びを待ち望んでいるはずだ。

　弥沙子が、そしてウピエルが今いま際わの際きわに見せた、あまりにも……あまりにも人間くさい所作が、惣太の心に微び妙みようなしこりを残していた。

「俺、前に……夢の中で、リァノーンの記き憶おくを見せられたことがある。そのときの彼女は……泣いていた」

　胸にわき上がる感情に整理をつけられないまま、惣太はそれをそのまま、だらだらと口から吐はき出してしまう。モーラは表向き表情を変えずに黙ってそれを聞いている。

「なぁ、どうしてなんだ？」

「何が？」

「いつだったか、言ってたな。リァノーンは世界中の吸血鬼ハンターに狙ねらわれてるって。

　最強のヴァンパイアなんて言うから、どんな怪かい物ぶつかと思ってたけど……どうも俺にはそんなふうには見えないんだが」

　モーラは凍こごえたような冷ややかな視線で、じっと惣太を見つめてから言った。

「あのとき、こうも言ったはずよ……吸血鬼を外見で判断するなって」

「いや、外見だけってわけじゃ……ただ吸血鬼だってだけで、必ずしも悪いってもんなのか？……イノヴェルチの連中は、そりゃ、俺だって許せない。奴やつらは関係ない人たちを犠ぎ牲せいにしてるし。でもリァノーンは……ただ連中に捕つかまってるだけなんだよな？　何をしたわけでもないんだろ？」

「咬かまれた本人の言葉とは思えないわね」

　言われて惣太はハッとする。そうなのだ。仮にも自分も被ひ害がい者しやなのだから、本当ならもっとリァノーンに対して怒いかりや恨うらみがわき上がってしかるべきなのだ。

　イノヴェルチに怒り、フリッツに苛いら立だち……しかし、惣太は今日の今日まで、すべての元げん凶きようであるリァノーンに対してだけは、明確な憎ぞう悪おを向けることができないでいた。

「なんだか俺は……ただ、何の意味もなく咬まれたわけじゃない気がする」

　深い思し慮りよもなく、そんな言葉が惣太の口を衝ついて出る。

　そんな彼に呆あきれたのか、モーラは憮ぶ然ぜんとして視線を余所よそに向けた。

「彼女が邪じや悪あくな生き物かどうかは、このさい問題じゃないわ」

「そんな……」

　言葉を挿はさもうとする惣太を、モーラはさらに鋭い語調で阻はばむ。

「ロードヴァンパイアは強力すぎるの。太古に滅びた邪じや神しんの力を、そのままに引き継つぐ存在なのよ。その気になれば指先ひとつで世界を覆くつがえせる。そんな奴を野放しにしておけて？　彼女がイノヴェルチの手に堕おちたというだけで、もう事態は充じゆう分ぶんに深刻なの。連中が彼女の力を解明して、意のままに操あやつるようになればどうなると思う？」

　こう理り詰づめで来られては、惣太には返す言葉がない。

「彼女が望むと望まざるとに拘かかわらず、彼女は世界を変えてしまう。イノヴェルチの野望を阻む、一番の近道は……リァノーンを葬ほうむり去ることよ」

　モーラは……そんな理由で殺されるリァノーンを、哀あわれとは思わないのだろうか？　彼女はいわばモーラの鏡像でもあるはずだった。

　逆に鏡像であるからこそなのかもしれない。そんなことを考えながら惣太はモーラの様子を窺うかがう。

　だが、惣太を諭さとす彼女の眼まな差ざしは、限りなく冷たくて硬い。

「忘れないで、惣太。あなたが戦う理由は、あなた独りのものだけど……その結果は大勢の命運を左右する。あなたが想像できないくらい、多くの人を」

「……」

　惣太には痛いほどわかっていた。わかっているつもりだった。

　鏡子のこと。弥沙子のこと。その他大勢の殺された人たちのこと。彼は忘れるわけにはいかない。イノヴェルチを許せはしない。

　が、それとこれと同列に語っていいものなのか、彼にはどうにも判断がつきかねた。

「おぅ、お目覚めか？　我らがヒーローは」

　ドアが開き、皮肉めかした台詞せりふとともにフリッツが顔を出す。

「そろそろ今夜の打ち合わせをしよう」

　結局、惣太はこのとき、結論を出せなかった。
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「予定通りに決行するのかね？　リァノーンの移送は」

　ナハツェーラーの問いに、白衣の女史が手元のペーパーホルダーをめくる。

「ようやく本社側でも受け入れの設備が調ととのったので……ここ数日のハンターたちの破は壊かい活動を鑑かんがみれば、これ以上、孤こ立りつした設備で研究を続けるわけにはいきません」

　眼鏡めがねの縁ふちに細い指先を当て、蠟ろう燭そくの揺ゆれる光に目をこらしながら、ひどく読みづらい報告書を点検する諸もろ井い博士。

「護衛の態勢は？」

「キメラヴァンプ三名を含ふくむ七名の精せい鋭えいが護衛に当たります。万ばん全ぜんですわ」

　そのキメラヴァンプとやらが頼たよりになるのなら、なにも本社に逃にげ込むような事態にはならなかっただろうに……内心でそう失しつ笑しようしながら、ナハツェーラーはギーラッハを見やる。

「どうだ？　我々からも一人くらいは同どう伴はんするというのは」

「……俺が行こう」

　無論、そう言い出すのはギーラッハ……予定調和の問答だった。

　だが取り澄すました騎き士しの顔を見ているうちに、ナハツェーラーは皮肉のひとつも言いたくなる。

「臆おく面めんもなく申し出るとは、昨夜しくじったばかりにしては威い勢せいがいいな……ヴェドゴニアと出会っておきながら、まんまと取り逃がしたのだろう？」

　しかし、紅くれないの騎士は壁かべ際ぎわの闇やみと同化し、静かに燭しよく台だいの灯火を浴びている。

「それゆえ、俺も収まりがつかん。今こ宵よいにまたことが起きるとすれば、汚お名めい返上のまたとない好機。奮い立つのは当然であろう」

　この不ふ遜そんな堅かた物ぶつにしてはしおらしいことを言う……ナハツェーラーにはやや意外だったが、単純実直なギーラッハの言だ。裏などあろうはずもない。

「ぬかるなよ。この情報、ハンターどもが摑つかんでいれば間ま違ちがいなく咬かみついてくる」

「承知した」

　ギーラッハは内心を硬く鎧よろったまま、また、ゆっくりと目を閉じた。
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「……どう思う？」

　モーラは眦まなじりを決したまま、たった今フリッツが解かい析せきを終えたデータを検証していた。

　襲おそった研究所から強ごう奪だつしてきたサーバマシンを、解析した結果である。

「これ、確かなの？」

「間違いない」

　断片的な情報を総合すると……どうやらとある燦月系研究施し設せつに、本社工場へ向けて大規模な『輸送計画』が指示されているらしい。

　具体的に何が運うん搬ぱんされるのかは不明だが、搬はん送そう車しやには数台の護衛車が同伴し、鉄てつ壁ぺきの警備態勢が敷しかれている。

　時間帯といい、輸送ルートといい、明らかに人目を忍しのんで行われようとしていた。

　決行日は……今夜。

「まさか、リァノーン？」

「可能性は高いな」

　フリッツは、イノヴェルチ絡がらみの燦月系施設に印をつけた地図を一いち瞥べつする。問題の施設は有力な襲しゆう撃げき候補として、既すでに優先的マーキングをつけていた。

「この研究所にはリァノーンがいてもおかしくないし……となれば、今夜運ぶ積み荷ってのがズバリ彼女だとしても不思議はない」

「少なくとも、やる価値はあるわね」

　モーラも輸送ルートを確かく認にんするため、地図を見つめた。

「まだ、積み荷がリァノーンって決まったわけじゃないけど」

「いいや決まりだろ。惣太もそれっぽい夢を見たんだし。なぁ？」

　夢に現れたリァノーンの微び笑しようと、フリッツの凶きよう悪あくな笑い……つい、惣太は、そのふたつを頭の中で比べてしまう。

「標的は特別仕様の軽トラックと護衛車両が三台。モノがモノだけに、連中もこっそりと運びたいらしくてな。もちろん俺たちにとっても、好都合なことこの上ない」

「でも、そのぶん連中も警けい戒かいを……」

　惣太が言わずもがなの疑問を口にする。

「あぁ。もちろん一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇだろうな。そこでだ。今夜の襲撃は二段構えでいく。追つい撃げきと待ち伏ぶせで、前後から挟はさみ討うちだ」

「二手に分かれるってことか？」

「襲撃は、ここ。見ての通りきついカーブの連続だ。断然、逃げるより追う方に分がある。俺たちは峠とうげの先の下りヘアピンで網あみを張る。途と中ちゆう、オマエとデスモドゥスをここの林道に降ろして行くから、オマエは敵の隊列が通り過ぎた後を見計らって追い込みに入れ」

「デスモドゥス……って、あの吸きゆう血けつ鬼き用の化け物バイクか!?　あんなもんに乗れってのか？」

「当たり前だろ……」

　鼻を鳴らしながらフリッツは話を続ける。確かに惣太には他ほかに自動車を追つい尾びする手段はない。

「後ろから迫せまるオマエが脅きよう威いになれば、先行の護衛もオマエの足止めに廻まわって、その隙すきにリァノーンの車を逃がそうとするだろう」

「また俺が囮おとりかよ……」

「オマエは突つっかかってくる護衛どもと盛せい大だいにパーティーをしてくれりゃいい。後の仕上げは任せておけ。俺とモーラは、さらに先のポイントで待ち伏せを仕し掛かけて、這ほう々ほうの体ていで逃げてきた護送車を叩たたくってワケさ」

　相変わらず惣太ばかりが危険を負う計画だが、彼は、そのことに関しては既に諦あきらめていた。むしろ、他に抜ぬかりはないかと考え込む。

「……つまり、リァノーンを殺すのはあんたたち？」

「そうなるな」

「まさかあんた、俺の仕事がすむより前に、リァノーンを殺す気じゃあるまいな？」

　戦ってる最中に、いきなり人間に戻もどったりしたら、惣太は間違いなく命を落とす。

「ふ～む……」

　どうやら盲もう点てんだったらしい。フリッツは腕うで組ぐみして考え込んだ。

「……オーケイ。リァノーンの始末はオマエと合流してからにしよう……ここの待たい避ひ路ろを合流ポイントにする。俺たちは護送車を襲ったら、リァノーンを掠うばってここで待つ。オマエもドンパチに片が付いたら来い。ただし、きっちり仕事を仕上げて来いよ。もしも追っ手を引き連れて来ようもんなら、俺はオマエに構わずリァノーンを杭くいで打つ」

「……ああ」

　これは、仕方がなかった。だが……今夜の戦いは、始まりから終わりまで、惣太は一人きりだということだ。

「今回、あんたらと俺は全然別の場所で戦うわけだが、ことがすんだところで血を吸うって段になったとき……誰だれが俺の猿さる轡ぐつわを外してくれるんだ？」

「リァノーンが灰になるまでの辛しん抱ぼうだ。そのくらい我が慢まんしろよ」

　すげないフリッツの返答に、惣太は地図を確かく認にんする。

　襲撃をかける場所と、戦せん闘とう後の合流地点は、距きよ離りにして五キロ余り。血の飢うえに苛さいなまれたまま、この距離を移動することを想像して惣太はゾッとする。

「……気が狂くるっちまうよ」

「いちいち注文が多いぞ、こら」

「あんたの作戦が杜ず撰さんだからだ」

「猿轡の鍵かぎ、自分で預かってみる？」

　睨にらみ合う惣太とフリッツの間に、モーラの醒さめた声が割り込んだ。

「……俺が？」

　自分の手で、あのマスクを外せということらしかった。惣太は戸と惑まどう。確かに鍵かぎ穴あなに手が届かないことはないが。

「そいつぁ危険すぎるぞ、モーラ」

　早速、異を唱えるフリッツ。

「こいつ自身に任せるなんて……」

「そんなに彼が信用できない？」

　フリッツは獣けものを見るような目で惣太を一瞥する。

「いざ変身しちまえば、こいつは吸血鬼も同然だ。血を吸うしか頭になくなるぞ」

「ねぇフリッツ。あなたの作戦、どれだけ惣太に頼たよってるかわかる？　彼の力をあてにするなら、彼のこと信用しましょうよ」

　モーラはポケットから真しん鍮ちゆうの鍵を取り出し、惣太に放ほうってよこした。

　相変わらず不満げだが、フリッツも口に出して異を唱えはしなかった。

「いいわね惣太、いくら苦しくても、見み極きわめは慎しん重ちように……すぐに血を吸える状じよう況きようになるまでは、絶対に外しちゃ駄だ目めよ」

「ああ」

　渡わたされた鍵を睨んで惣太は答える。油断すれば自分が自分でなくなる。それは充じゆう分ぶんに承知しているつもりだった。




　　　　†




　仰あおぎ見る頭上は夜空より暗い。

　夜の山の威い圧あつ的なシルエットが、覆おおい被かぶさるように惣太の目の前に立ちはだかっている。

　フリッツの指示通り、彼は、麓ふもとの林道に隠かくれ潜ひそんで、敵の到とう来らいを待っていた。

　もうそろそろ目の前の陣じん馬ば街かい道どうを、燦月製薬のトラックとそれを護衛する車の隊列が通過する。

　疎まばらな林を挟んだ向こう側を四台以上のヘッドライトの隊列が通過したら……それが合図だ。

　しかし、コイツで本当に……あらためて惣太は、跨またがったモンスターマシンの車体を不ふ審しんと畏い怖ふを込めて眺ながめる。

　フリッツはハマーで運んできたデスモドゥスを彼もろともここに降ろし、あとはさっさと待ち伏せ地点を目指して行ってしまった。

　教習所で習ったわけではないが、惣太は、限定解除のビッグバイクの扱あつかいは知らなくもなかった。いざとなれば乗りこなす自信もある。

　しかし、これは、そういう次元のマシンでもない。

　惣太はフリッツに聞いたスペックを、頭の中で反はん芻すうする。

　三〇〇〇ｃｃ？　ツインターボ？　無茶苦茶だった。おまけにトレッド長まで延長してある。

　なまじバイクという機械の挙動を知っているだけに、惣太にとっては、コーナリングどころか、真っ直すぐに走らせることすら危あやうく感じられた。

　いっそ乗り慣れたＫＡＴＡＮＡを使いたいぐらいだったが、撃うち合いにでもなったときのことを考えるとそれもまずかった。

　惣太の方はいったん変身してしまえば銃じゆう弾だんの一発や二発どうということはないだろうが、バイクの方はそうもいかない。

　その点、耐たい弾だん装そう甲こうカウルと三〇〇キロ以上の車重を誇ほこるデスモドゥスなら、それなりの効果が期待できる。

　一度エンジンを始動させたら、あとは即そく座ざに変身しろ……フリッツにはそう言い含ふくめられていた。

「……？」

　夜風とは違ちがう大気の振しん動どうに、惣太は耳をそばだてる。

　聞き違いではなかった。森の梢こずえに削そがれながらも、なおここまで届くエンジン音。一台だけのものではなかった。間違いなく四、五台はいる。

　やがて光の隊列が、樹幹の間を瞬またたきながら背後から迫せまってくる。

（来た……）

　惣太は慌あわててセルを押し、エンジンを始動させ……そして落らく雷らいのような轟ごう音おんに、シートの上で身を竦すくませた。ただ馬ば鹿かでかいだけの音ではなかった。重く、凶きよう暴ぼうで、威い嚇かく的で……まるで乗り手を拒こばんでいるかのようだった。

　惣太は、恐おそる恐る、ニュートラルギアのままスロットルを開け、吹ふけ上がりを確かめる。案の定、わずかな開度にもタコメーターの針は躍おどり狂くるうようにして反応し、一気に七～八〇〇〇回転まで跳とび上がる。

　乗れるわけない、と惣太はあらためて思った。

　こんなトルクは、とても御ぎよしきれない。ギアを繫つないだ途と端たんにひっくり返るだろう。よしんば発進できたとしても、どう走ってどう曲がるというのだ？

　変身……心の中の囁ささやきが、冷たい戦せん慄りつとなって背筋を撫なでる。

　フリッツの言うとおり、今この場から変身していけば、この怪かい物ぶつバイクも、あるいは……惣太は鞘さやに収めたナイフを握にぎり、そこでまた躊ちゆう躇ちよする。

　すぐに、この場で……そう考えるとなおのこと、ナイフを握る手が怯おびえに震ふるえる。

　彼にとって未だそれは簡単なことではなかった。スイッチを切るみたいに簡単に、〝死ぬ〟ことは。

　第一、まだ戦いも始まらないうちから血を抜ぬいてたら、ことがすむ頃ころにはどれだけ狂ってるか……惣太は考えただけで恐ろしくなる。

　だがぐずぐずできる余よ裕ゆうも、惣太にはなかった。

　輸送車の隊列はとうに彼の横を通り過ぎ、今は木々の幹の彼方かなたで、テールランプの赤しやつ光こうが心こころ許もとなく瞬いている。あとは引き離はなされる一方だ。考えている暇ひまも、恐こわがっている暇も既すでになかった。

　惣太は萎なえる自分を叱しつ責せきする。遅おそかれ早かれ、やることだ。いや、うまくいけばこんなことは今夜で終わりにできるのだ。

　鞘から抜いたナイフを、手首に当てる。息を詰つめ、刃はを一気に真横へと……流れ出る血と入れ替かわりに、彼の身体からだに夜の冷気が染しみ入ってくる。

　凍いてつくように冷たい、それでいて沸わき立つようなエネルギーが、惣太の身体にわき上がってくる。身体の芯しんに灯ともる……氷点下の炎ほのお。




　分厚く俺を押し包んでいた闇やみの帳とばりが、急激に澄すみ渡る。どこまでも、深く、深く、透とう明めいに……風の音が、月の光が、まったく違う意味合いをもって俺の魂たましいに訴うつたえかける。

　そう、ここは俺の世界。

　何も恐れるものはない。俺が存分に狩かり、屠ほふり……すべての無む垢くなる獲え物ものたちが、俺に掠りやく奪だつされ凌りよう辱じよくされるのを待っている。

　さっきまでとはまったく違う感かん慨がいを懐いだいて、俺は腹の下で息づく鋼はがねの猛もう獣じゆうに……冷たいタンクの表面に掌てのひらを這はわせた。

　重々しいアイドリングの振動。低く押し殺した、恨うらめしげなその唸うなりは、まぎれもない不服を訴えている。

　こいつは……思うさまに吼ほえたかったんだ。力の限りに駆かけたかったのだ。なのに相応ふさわしい乗り手に巡めぐり会えなかった不運。

　鋼鉄の心臓に宿るその魂に、俺はまぎれもないシンパシーを感じる。

　安心しな……存分に吼ほえさせてやる。

　あやすようにスロットルを撫でさすると、エグゾーストの雄お叫たけびが轟ごう々ごうと夜に轟とどろき渡る。

　毎分数千回の小爆ばく発はつを繰くり返すピストン。その猛たけ々だけしい鼓こ動どうを、凶暴なパワーを、俺は魂で感じ取る。

　動力系、駆く動どう系けい、電装系……その複雑緻ち密みつにして堅けん牢ろうな構造が、まるで透とう視し図ずを眺めるように、ありありと俺の心に浮うかぶ。ハンドルとシートとペダルを通して、俺の神経網もうがマシンの中へと浸しん透とうし、隅すみ々ずみにまで行き渡わたっていくような……オイルに浸ひたり、滑なめらかに稼働する部品たち。そのすべての熱さを、躍やく動どうを、感じ取る。

　俺は……乗れる。間違いなくこいつを乗りこなせる。

　俺はこのバイクを征せい服ふくしている。

　おまえがどれだけ猛たけり狂くるおうと、デスモドゥス、俺はおまえを御ぎよし続ける。

　さぁ、俺に手た綱づなを預けるがいい。すべて俺に任せろ。おまえの望み……叶かなえてやるぞ。

　荒あらぶる愛機への期待を込めて、俺はフロントブレーキを解除する。縛いましめを解かれたデスモドゥスは、ロケットスタートで峠とうげ道みちへと躍り出た。

　さっきまで絶望的なほどの狭せまさに見えた道みち幅はばが、今は倍の広さに見える。

　ヘッドライトの光の中を流れ去る路面の……闇に吞のまれたその先までもが、見通せる。

　いま設計限界のパフォーマンスを発揮して疾しつ駆くするデスモドゥスは、一万回転の振動で歓かん喜きの武む者しや震ぶるいを俺に伝える。

　夜の狩人かりゆうどの魂を得て、そんなふうに物言わぬ凶きよう器きの反応を読み取れるようになっていた俺は、この凶暴きわまりないモンスターマシンを実に愛いとおしく感じていた。

　俺はコーナーを次々とクリアしながら、破竹の勢いで追い上げる。目指す標的を視野に捉とらえるまで、さして時間はかからなかった。

　赤々と輝かがやいて揺ゆれるテールランプ。その色味に鮮せん血けつを連想し、よりいっそう俺の興奮が煽あおられる。

　スロットルを通じて俺の昴たかまりを感じたデスモドゥスもまた、高々とエグゾーストの咆ほう吼こうを轟かせる。さぁ、パーティーの始まりだ……

　俺はデスモドゥスのリアカウルに縛しばりつけておいたショットガンホルスターから、ＳＰＡＳカスタム『挽肉屋ミンチ・メーカー』を引き抜く。

　左ひだり腕うで一本で保持したまま、指先でセイフティを解除。セレクターは既に半自動。初しよ弾だんも装そう塡てんずみだ。

　俺はＳＰＡＳを構えたまま一気に加速して、最さい後こう尾びの護衛車まで詰め寄った。
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　向こうも俺の姿を視し認にんしてはいただろうが、デスモドゥスの加速力を知らぬまま、車間距きよ離りに油断していたんだろう。一気に横まで並ばれて、何が起こったかさえ理解できていたかどうか……

　敵に反応する間も与あたえず、俺は至近距離からの連射でエンジンルームに四発のスラグ弾を撃うち込んだ。ドイツ車がどれだけ頑がん丈じようか知らないが、並のマグナムの三倍と言われる十二番ゲージのスラグを続けざまに叩たたき込まれて、無事にすむわけがない。

　エンジンどころかトランスミッション系まで破は壊かいされたと見えて、ベンツはいきなり操そう舵だを失い、スピンしながら後方へとすっ飛んでいった。

　やや遅おくれてガードレールの破は砕さい音おんと……そして谷底からの爆ばく音おん。あのスピードでコントロールを失えば当然の末路だ。

　その間にも、俺は次の獲え物ものを求めてさらにデスモドゥスを加速させる。

　二台目……今度は敵も俄が然ぜんその気だ。不意打ちは通用しない。左のサイドウィンドウから一人が身を乗り出し、サブマシンガンを撃ちまくってくる。

　フン、外車のくせに右ハンドルか……首を竦めた俺の眼前で、デスモドゥスのフロントカウルが盛大に跳ちよう弾だんの火花を散らす。どうやら防ぼう弾だん仕様は伊達だてじゃないらしい。

　さて、どう料理したもんか……そうこうするうちに、峠道はふたたび左の急カーブへと突とつ入にゆう。ベンツは鮮あざやかなドリフトワークで、ブラインドコーナーの向こう側へと消える。

　チャンスだ……俺は無む謀ぼうに等しいスピードで、先の見えないカーブへと突入する。

　オンロードバイクでは掟おきて破やぶりのドリフト走法。白はく煙えんを巻き上げてスキールする後輪を、スロットルを駆く使しして空転させ続けながら、俺は、グリップの戻もどる一いつ瞬しゆんを探し求める。

　堪たまらねぇ……このスリル、堪らねェ!!

　俺のコーナリングスピードを見くびっていた先行車は、完全に虚きよを突つかれる形になった。泡あわを食って助手席から発はつ砲ぽうする射手。だがもう遅い。

　俺は急加速でベンツの右に回り込んで銃じゆう撃げきの死角に入り、すかさず左ひだり拳こぶしを繰り出した。拳はサイドウィンドウを突き破り、ハンドルを握るドライバーの上じよう腕わんを摑つかむ。

　割れたガラス越ごしに、恐きよう怖ふに引きつるドライバーの顔が見て取れる。滑こつ稽けいきわまりない表情をマスクの裏で嘲あざ笑わらいながら、俺はデスモドゥスの車体をベンツから引き離した。

　金切り声で泣き叫さけびながら、窓から引きずり出されるドライバー。その下半身が路面に落ちた途と端たん、絶ぜつ叫きようのトーンが二オクターブほどはね上がる。時速一〇〇キロで引きずられちゃぁな……生身の人間じゃ堪らんわなァ。

　一方で、突とつ如じよドライバーを失ったベンツは当然の如ごとくコントロールを失い、為なす術すべもなく山やま肌はだへと突っ込んでいった。振ふり向いた俺の視野で、車体は横転して大破する。どうせなら谷に落としたほうが愉ゆ快かいだったんだが……いつの間にか悲鳴も上げなくなってしまったドライバーを手放して捨て、俺はさらに先を急ぐ。

　次は本命の護送車……のはずだったが、二台目の護衛車にてこずっている間にかなり先行されてしまった。

　かわりに、隊列の先頭を走っていた最後の護衛車が、入れ違ちがいに下がってくる。

　とりあえず、フリッツの目もく論ろ見み通りの成り行きにはなったようだ。あの一台さえ潰つぶせば、今夜の俺の仕事は終わり、か……

　だが最後の護衛車の挙動は、見るからにおかしい。銃じゆうを持っている奴やつがいないのか、何も攻こう撃げきをしかけないままに、ただ俺との距離を詰めてくる。

　さては……俺の疑問に答えるように、ふいにリアガラスが粉こな微み塵じんに砕くだけ散り、そこからコートに着き膨ぶくれした人ひと影かげが身を捩よじって這い出てくる。

　キメラヴァンプ。お出ましか……

「シュコォォォッ!!」

　トランクの上に仁に王おう立だちになったそいつは、風の唸りをも圧する奇き声せいを上げて、内から着衣を破り捨てた。突とつ風ぷうがコートの細片を吹ふき散らし、ヤツの姿を露あらわにする。

　背負った月を切り裂さく、黒い瘦そう軀く。スズメバチのような頭部から、二本の触しよつ角かくを歪いびつに伸のばし、甲かぶと虫むしのように艶つや々つやと黒光りする硬かたそうな外骨格が、肘ひじや膝ひざ、いたる所で外側へ鋭するどく突きだしている。

　面おも白しれェじゃねぇか……

　俺はスロットルを開けたままクラッチを切り、エンジンを空から吹ぶかしさせながらも加速を緩ゆるめる。

　ゆるやかに後退して車間距離をとる俺を、ヤツは逃にげたと判断したのだろう。

　怪かい物ぶつは俺の機先を制そうとするかのように虚こ空くうへと身を躍おどらせた。

「ジャッ!!」

　丸太のような剛ごう腕わんを振り上げて、滑かつ空くうして迫せまる怪物。そのままデスモドゥスのカウルに飛び下りて、避さけようのない俺の脳天を叩き割る気なんだろう。

　馬ば鹿かが……！　俺は狙ねらいすましたタイミングでクラッチレバーから指を離す。

　抵てい抗こうのないまま空転し、充じゆう分ぶんに回転数を稼かせいでいたエンジンが、やおらギアに直結され……瞬しゆん時じに過か剰じようなトルクのかかった後輪は、トレッド長を延ばしてまで設定された重心配分をあっさりと覆くつがえし、デスモドゥスの車体をウィリーさせる。

　いったん虚空に跳とんだ化け物は、無論、己おのれの落下軌き道どうを変えることなど叶わない。

　高々と掲かかげ上げられたデスモドゥスのフロントフォーク……上向いて牙きばを剝むいた四本のバンパークローに、ヤツは為す術もなくみずから飛び下りるしかなかった。

　鋭えい利りに研とぎ上げられた超ちよう硬こう質しつチタンの切っ先が、ヤツの胴どうを深々と抉えぐる。

「ギャグヒャァァ～～～ッ!!」

　長く尾おを引く絶叫とともに、血ち飛沫しぶきを夜気に撒まき散らす怪物。

「くっくっくっく……」

　俺は喉のどの奥で哄こう笑しようを嚙かみ殺したまま、スロットルをパーシャルに戻す。

　浮うき上がった前輪が再び接地……それに先んじて、車体の先せん端たんにぶら下がった怪物が路面へと接せつ触しよくする。

　まず臑すねを前輪に踏ふまれ、そのまま腿ももを腰こしを車体の下に巻き込まれ……固そうな外皮が卵のようにパキュンパキュンと爆はぜていく。

「グギャヒュ……」

　クローに串くし刺ざしになったまま下に引っ張られたヤツの上体は文字通り八つ裂ざきに引き裂かれ、そのままデスモドゥスの車重に轢ひき潰されてミンチと化す。

　ああなっては再生もへったくれもあるまい。たっぷりと敵の血を吸ったバンパークローが、夜風に最高の芳ほう香こうを薫かおらせる。

　その匂においに俺は陶とう然ぜんと酔よい……それが原因で反応が遅れた。

　怪物を乗せてきた最後のベンツは、何を思ったか急減速をかけ、尻しりからデスモドゥスに突っ込んできたのだ。

　左右に避けたのでは間に合わない。意を決し、俺は追つい突とつする覚かく悟ごで真正面からベンツのリアに突っ込む。

　金属のひしゃげる壮そう烈れつな破砕音とともに、トランクルームをグシャグシャに切り裂かれるベンツ。たった今キメラヴァンプ一体を屠ほふったバンパークローの仕し業わざだった。

　だが逆に、がっちりとベンツの車体に咬かみついたクローはそのまま抜ぬけなくなり、蛇だ行こうしはじめたベンツもろともコントロールを喪そう失しつする。

　まずい……ベンツは山側の崖がけに激げき突とつする。

　衝しよう撃げきでデスモドゥスのクローもベンツから外れ、横よこ倒だおしになって路面を滑すべる。……だが俺はそれに先んじて空中に身を躍おどらせ、安全圏けんに着地していた。

　見る影かげもなく大破したベンツ。ああも無茶な戦法をとってくるドライバーは、余よ程ほどの命知らずか、もしくは……死ぬ心配のないヤツか。

　歪ゆがんだドアを蹴け破やぶって、ドライバーが姿を現す。

　不自然な体たい軀くの大きさは、やはり俺の予想を裏付けていた。

　どうやら二人組だったらしい。

　ヤツは爛らん々らんと輝かがやく赤い目で俺を睨にらみながら、コートを、そして人間の皮を破り捨て……

「ゴアァァッ!!」

　血に飢うえた雄お叫たけびで、夜の峠とうげの静せい謐ひつを破る。

　やれやれ、ひと晩の間に二匹ひきかよ……まぁいい。こっちもまだ熱が退ひいてねぇ。もうすこし暴れさせてもらおうか。




　　　　†




　リァノーン護送車内……コンテナの覗のぞき窓から、ギーラッハは外の様子を窺うかがう。

「他の護衛は、どうなった？」

「すべて後方の襲しゆう撃げき者しやを食い止めに廻まわっています。我々は、今のうちに逃げ切って……」

「成る程」

　気のない相あい槌づちをうちながら、おもむろに抜ばつ刀とうするギーラッハ。

「何を……」

　当とう惑わくの表情が恐怖に変わるよりも早く、ギーラッハの剣けんが疾はしる。

　護送車に乗る人間たちは、一人として悲鳴を上げる暇ひまさえ与あたえられなかった。
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　俺はレシーバーの底面に口を開けた装そう弾だん孔こうに素早く新たなシェルを装そう塡てんし、フォアグリップを摑んだ片手だけで銃全体を上下にスイングさせ、新たなシェルを薬室に叩たたき込む。

　先さき程ほど続けざまに浴びせた一シェル十二粒つぶの散弾は、キメラヴァンプの巨きよ大だいな肩かた口ぐちの上に生えた頭を潰していた……ただし、ふたつだけ。

　ベンツのハンドルを握にぎっていた二体目のキメラヴァンプは、身体からだこそ、筋骨隆りゆう々りゆうな〝普ふ通つうの〟狗いぬ型がただったが、その上には毛むくじゃらの大きな耳と尖とがった鼻はな面づらが花束のように群生していた。

　まるでおとぎ話の〝鼠ねずみの王〟だな……俺は、せせら笑いながら醜しゆう悪あくな顔のクラスターに、あらためて灼しやく熱ねつした鉛なまりの粒を叩き込む。

　ヤツは死んだ（？）ふたつの頭をぶらぶらとさせながらも、俊しゆん敏びんな動きで、流石さすがに今度は散弾の奔ほん流りゆうから抜け出る。俺は素早く距きよ離りをとろうとしたが、間に合わない。

　仕方がない。掌てのひらで素早く散弾銃を廻し、銃身を握ってストックに埋うめ込まれた斧おのをひるがえした。

　失敗！

　斧はヤツの掌に食い込み、それを手首まで切り裂いたものの、ヤツはそれを意に介かいさず、逆にがっちりと握り込むと大きく振ふり回した。

　頑がん丈じような銃身を歪ませて吹き飛ぶ散弾銃。俺はその銃身に顎あごを張られて転てん倒とうする。その隙すきにヤツは俺にのしかかると、スパイク状の頑丈な爪つめの生えた拳こぶしで二発、三発とボディにいい奴やつを叩き込む。複数の口からボタボタ零こぼれる臭くさい唾だ液えきが俺の顔をびしゃびしゃ濡ぬらす。

　喉元に滝たきのように粘ねばつく血の塊かたまりがこみ上げてくる。俺は堪たまらず血ち反吐へどを吐はいてのたうちながら、馬乗りになったヤツの背中を無茶苦茶に蹴けり上げた。辛かろうじて逃のがれ出る。

　冷たいアスファルトをゴロゴロと転がる俺の指先に、デスモドゥスの冷ややかな防ぼう弾だんカーボンのカウルが触ふれた。

　しめた!!　俺は、鋭いエッジを血まみれにさせながらも、カウルの縁ふちに沿って指を滑らせ、そのインナーに設けられたホルダーから目指すものを引き出した。

　鎖くさりに繫つながれた三つ折りの鉄てつ槍そう『聖エリ＝者エリ＝のレコ＝絶叫サバタクニ』。

　醜悪な顔の花束がふたたび眼前に迫る。どういう仕組みになっているのか、そのすべてを蛇へびのように引き延ばしながら、鋸のこぎりのような口こう吻ふんが五つ、六つ、俺の耳を、目玉を狙ねらう。

　どうにか上体だけ起き上がらせた俺は、辛うじてデスモドゥスのカウルから引き出した長ちよう槍そうを、その鎖で繫がれた継つぎ目で輪のように丸め、迫せまるヤツのろくろ首をまとめて締しめ上げることに成功した。

「グピィィイイイイ!!」

　鼠のような甲かん高だかい声が妙みように綺き麗れいにハモり、俺は思わずニヤつきかけて、顎を固定しているクロームの猿さる轡ぐつわに歯がみする。

　意識すると、それが押さえつけている牙がうずいて堪らなくなる。畜ちく生しよう、とっととくたばれ。俺に血をよこせ!!　絞棍を締め上げる腕うでにいっそうの力を込める。

「ギョピグギュアアァアァアアア[image: !!!]」

　ヤツらの口から漏もれるのは、悲鳴なのか、中身がはみ出る音なのか。

　複数の頭から血を噴ふき出し、目玉を垂らし、キメラヴァンプは俺の肩かたを、頭を、腹を無茶苦茶に殴なぐりつけるが、その力はすでに弱々しい。

　かしゅ、かしゅ、かしゅ……

　俺は節棍を思い切り締め切る。妙に爽さわやかな感かん触しよくを残して、ヤツの複数の頭ず蓋がい骨こつが残らず弾けた。同時にだらんと垂れ下がる両りよう腕うで。

　俺は、ヒクつくヤツの身体を押しのけながらゆっくりと立ち上がると、三つに折りたたまれていた槍やりの握りを捻ひねり、一本にする。

　手間取らせやがって。

　俺は長い刃はに力を乗せて思いっきり振り回すと、ヤツの両肩の真ん中の血だまりに叩きつけた。

　固い手て応ごたえを残して、腹の辺りまで両断されるキメラヴァンプ。

　ヤツは力ちから尽つきたかのようにアスファルトに倒たおれ込んだ。

　終わりだ……肩で息をしながら、俺はモーラから預かった鍵かぎをポケットから摘つまみ出し、震ふるえる指先で項うなじの鍵穴を探さぐって、差し込む。

　開け放たれるマスクの拘こう束そく。

　途と端たんに俺の理性は、濁だく流りゆうのような欲望に吞のみ込まれ……目の前で断だん末まつ魔まに震える獲え物ものだけしか目に入らなくなる。

　いつものように、貪むさぼりついて、啜すすり上げて。




　気がついた時惣太はぐったりと脱だつ力りよくしたまま、縮んだ身体を夜気に晒さらして震えていた。

　だが、まだだ。惣太は生き返ったばかりの身体を軋きしませながら、無理矢理立ち上がる。いつもはモーラたちに任せている仕上げが、まだ残っていた。

　杭くい打うちをやる力は残っていない。このために持ってきた焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんをベルトのストラップから外し、ピンを抜ぬく。

　杭が駄だ目めなら、炎ほのおで……そうモーラから教わった通りに、惣太は骸むくろ同然の怪かい物ぶつの上に手榴弾を転がした。間を置かず迸ほとばしるテルミットの火か炎えん。

　怪物の絶叫は……杭のときほど苦しげに長引かなかったが、むしろそのぶん凄せい絶ぜつだった。

　言いようのない脱力感に苛さいなまれたまま、惣太は道路に座り込み、次し第だいに燃え尽つきていくキメラヴァンプの骸を眺ながめた。

　こいつだって、こんな死に方するとわかってて人間やめたわけじゃなかろうに……
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　息を荒あらげ、口に付いた血ちを手で拭ぬぐいながら、惣太は暗い峠とうげ道みちにデスモドゥスを駆かる。

　変身が解け、しかも疲ひ弊へいした身には、このモンスターマシンのハンドルは限りなく重い。さっきまでのように思うさまスロットルを開けて先を急げない、今の自分がもどかしかった。しかし、この……焦あせる気持ちは何だろうか。

　フリッツとの約束通り、護衛は車も化け物も残らず片づけた。慌あわてずとも……あとはモーラたちと合流するだけで、すべての決着がつく。

　惣太の無事を確かく認にん次第、フリッツはリァノーンの胸に白木の杭を打ち込むのだろう。

　もう焦ることはない。無事にもとの身体に戻もどれる。

　リァノーンの胸に杭を打ち込む、その決定的瞬しゆん間かんに彼が立ち会えなかったとしても、それは問題ではないはずだった。

　ならば、なぜ、こんなに気が急せくのか。惣太は自問自答する。

　そう。彼は……まだ納なつ得とくできていなかった。

　フリッツたちの手によって滅ほろぼされるその前に、惣太はどうしてもリァノーンと会っておきたかった。

　確かめたい。彼女がいったい何者なのか。

　惣太の無事を確認するまで、リァノーンの処しよ刑けいは待つ、そうフリッツとは約束してある。

　だが、どうだか。惣太は安心しきれない。いざとなれば手段を選ぶということをまったくしないフリッツのことだ。口約束が信用できるとは……あまり思えなかった。

　ふと、行く手にオレンジ色の灯りを見み咎とがめて、惣太はデスモドゥスのスロットルを弛ゆるめた。先の道路で、何かが燃えている。

　徐じよ行こうして近づくと、炎の正体はすぐにわかった。惣太の襲しゆう撃げきから逃にげ延びた護送車だ。

　横転したまま炎えん上じようする車体。そのさまが気になって、惣太はデスモドゥスを停とめて子細に観察した。

　フリッツたちに襲おそわれたにしては……様子が変だった。護送車の車体には弾だん痕こんも何もない。そもそもここは、フリッツたちが待ち伏ぶせしているはずのポイントよりも、まだ大分、手前だった。

　どうやらハンドルを誤って横転し、そのまま出火した、というような様子だが……こんな直線で、どうしてそんな事故を起こしたのか、惣太にはさっぱり見当がつかない。明らかにおかしい。

　デスモドゥスのエンジンを止めて沈ちん黙もくさせ、降りて周囲の気配に耳を澄すます。

「……」




　ふと……不思議な感覚が惣太を捉とらえる。

　耳鳴りの消えた直後のような、真空にも似た静せい寂じやく。

　夜風の音が、轟ごう々ごうと燃える炎の音が、耳から遠ざかる。

　彼を巡めぐる森しん羅ら万ばん象しようが凍こおりつき、静止する。まるで時の流れが止まったように……




　眠ねむりの世界の外で初めて、惣太は彼女の存在を感じていた。

　彼の中にいる彼女が、彼女の中にいる彼が、確かに求め合っている。呼び合っている。

　不完全な精神の結線。その糸の細さも、不確かさも、問題にならぬほど間近に……今、惣太はリァノーンを感じている。

　今、この一いつ瞬しゆんが、二〇〇〇年の時を超こえて待ち望まれていたものだったことを、胸に流れ込む彼女の想おもいを、惣太は受け止めて理解していた。

　その喜き悦えつを、感動を、彼は背中に浴びていた……まぎれもない、彼女の視線を。

「……まって、いた……」

　囁ささやきが耳じ朶だを打つ。

　言葉もないままに、惣太は振ふり向き……道みち端ばたに佇たたずむリァノーンと対たい峙じした。
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　死し闘とう……と言うよりは退治の最後の段階で、ギーラッハは聴きいた。

　解き放たれたリァノーンの心、そこから迸ほとばしる歓かん喜きの声を。

〝待って、いた〟

　彼の足あし下もとでは、剛剣にその心臓を深々と貫つらぬかれたキメラヴァンプが、断末魔の悲鳴を上げていた。その魂たま消ぎるような絶ぜつ叫きようにも眉まゆひとつ動かさなかったギーラッハが、今、驚きよう愕がくに目を見開き、彼女を横たえておいた森の中を見み透すかす。

　護送車に乗り組んでいた紛まがい物。雑魚ざこを片づける僅わずかな間だけ、と、ギーラッハが彼の姫ひめを注意深く横たえた場所だ。

　意識も呼吸もないままに、彫ちよう像ぞうのように身を据すえているはずのリァノーン。

　その姿が、忽こつ然ぜんと消えていた。

　ギーラッハは森の闇やみの彼方かなたを凝ぎよう視ししていた。

「姫……!!」
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　燃えさかる炎の音を聞きながら、惣太はリァノーンと向き合っていた。

　背後に彼女の気配を感じたときの、あの……緊きん縛ばくにも似た静寂の瞬間は噓うそのように解けて消え、惣太は、当とう惑わくや、驚おどろきや、そういった当たり前の感かん慨がいを取り戻していた。

　夢の中で見たままの、見入ってしまいそうな美び貌ぼう。虹にじ色いろの輝かがやきを返す不思議な髪かみ。

　信じられぬほど白さを放ちながら、しかし、奇き妙みように強い生命力を感じさせる露あらわな肌はだ。

　一糸まとわぬ姿であることを除けば、まぎれもなく、かつて眠りの世界で二〇〇〇年の記き憶おくを見せつけた〝夜や魔まの森の女王〟その人だった。

　……だが、真しん紅く色いろの瞳ひとみに湛たたえられた喜びの色は、あまりに無む垢くで、純じゆん朴ぼくで、まるで邪じや気きのない子供のようだ。

（これじゃ……普ふ通つうの女の子と変わらないじゃないか）

　惣太は、モーラたちから聞かされていたイメージはおろか、夢の中の彼女ともまた違ちがう、彼女の実在感に戸と惑まどう。

　確かに彼女は、眺めているだけで時を忘れてしまいそうなほど美人で、陶とう磁じ器きのような肌も、緋ひ色いろの瞳も、人間離ばなれしたものは感じさせる。

　しかし……惣太は恐おそる恐る歩み寄り、そっと彼女に手を差し伸のべる。

　逃げることもなく、むしろ期待に瞳を輝かせて、そんな彼を見守るリァノーン。

　惣太の指先が、頰ほおに触ふれた。冷たくはあったが、それでも絹のように柔やわらかく豊かな手て触ざわりがそっと伝わる。

　その途と端たん、彼女は……それまで堪こらえていたのだろうか、堰せきを切ったように涙なみだを流しはじめた。

「あえた……やっと、あなたに……」

　滔とう々とうと溢あふれる涙は……惣太の手に、確かに温かく滴したたった。

　彼の血と同じくらい、彼の涙と同じくらいに、温かく。

　今日まで、いろいろな人間に吹ふき込まれてきた伝聞の数々が、そのとき惣太の頭の中で、すべて意味を失った。

　ロードヴァンパイア、吸きゆう血けつ鬼きの女王……そんな呼こ称しように……何の意味があるのだろう？

　誰だれもが勝手にそう呼ばわって、命を狙ねらったり、悪い企たくらみに利用したり……だがそれは彼女のせいではない。惣太はそう確信する。

　今、彼の掌てのひらに頰を擦こすりつけて、感かん極きわまって泣いているこの少女には……そんな目に遭あう道理などあっていいわけがない。

「どけよ、小こ僧ぞう」

「!?」

　押し殺した声に、惣太は振り向いた。

　フリッツ、そしてモーラ……。二人のすぐ後ろには、ハマー・トラック。

　護送車が来ないのを不ふ審しんに思って、ここまで戻って来たんだろう。

「何をボーッとしてんだ、こら」

　冷たく光るカービンの銃じゆう口こうを、ぴたりと据すえたままフリッツが言う。

「ま……待ってくれよ」

　惣太は慌あわてた。何かとんでもない間ま違ちがいが起こりつつある、そんな気がした。

　自分がヴェドゴニアであることも、今日まで戦ってきた理由も、まるで問題にならないくらいに、ひどく間違ったことが。

「……ヘッヘッヘ」

　妙みように躁そう的で耳みみ障ざわりな笑い声を立てるフリッツ。

「なんとなく、俺はな……」

　ごくり。フリッツの笑顔を前にして、惣太は固いつばを飲み込む。

「こういう成り行きになりそうな気がしてたのさ。リァノーンに血を吸われたオマエなら、いつ魔ま女じよの下僕に成り果てたって……おかしくはねぇ理り屈くつだもんな」

「……フリッツ？」

　惣太は信じられない思いで、相手の青く冷たい瞳を見返した。彼を見据えるその目は、まぎれもなく……敵に、狩かるべき獲え物ものに注がれる殺意に満ちた眼まな差ざしだった。

　既すでにその手にある銃と一体化したボウガンには銀の矢がつがえられ、針のような鏃やじりはぴたりと惣太の心臓を指したまま微び動どうだにしない。

「ク・タ・バ・リ・ナ」

　むしろ優やさしいほどの笑え顔がおで囁きながら、フリッツはボウガンのトリガーを引き絞しぼる。

　今の半吸血鬼の惣太でさえ、心臓を射い貫ぬけば一いち撃げきで滅ほろぼすはずの銀製の矢が……引き撓たわめられた弦つるから弾はじき出される。

　恐きよう怖ふよりも、危機感よりも……惣太は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく自分を殺すことを決めたフリッツの心しん胆たんを、ただ信じかねて啞あ然ぜんとするばかりだった。

　確かに自分は、信用されてはいなかった。

　利用されながらも疎うとまれて、ひょっとすると憎にくまれてさえいたかもしれない。

　惣太にしても、この男に好感を抱いだいたためしなどない。

　しかし、だからといって、こうも易やす々やすと……かつての仲間を殺すことができるものか？

　風を裂さいて迫せまる銀の矢を、その一瞬の飛ひ翔しようの瞬しゆん間かんを、惣太はまるで高速度カメラの映像のように、無限に引き延ばされた時間の中で見守っていた。為なす術すべもなく。

　鏃の切っ先が、鳩尾みぞおちの皮ひ膚ふに触れ……その瞬間にすべてが静止する。

　惣太は、心臓を貫く寸前の銀の矢を見下ろしたまま、思った。

　これが、死、なんだろうか。

　意識の途と切ぎれる最期の瞬間を、こうして網もう膜まくに焼きつけたまま、惣太は……しかし、燃えさかる炎ほのおの音を耳にし、何かがおかしいと気づく。

　轟々と、夜空を焦こがして揺ゆらめく炎。驚愕に歪ゆがんだフリッツの顔。

　何も……静止してはいなかった。

　ただ惣太を貫きかかっていた矢が、まるで虚こ空くうで凍こおりついたかのように止まっていた。

　呆あつ気けにとられたまま、惣太は肩かた越ごしに振ふり返り、リァノーンを凝視した。

　さっきまでの涙に、まだ頰を濡ぬらしたまま、だが炯けい々けいと真しん紅くに燃える双そう眸ぼうには、もう喜びも悲ひ哀あいの色もない。

　静かな、だが圧あつ倒とう的な〝力〟を秘ひめた怒いかりの表情が、そこに……静かに差し上げた手を、リァノーンは虚こ空くうで握にぎりしめる。

　すると空中で静止した矢が、まるで見えない指に握り潰つぶされたかのように、グシャグシャに折れ曲がり……そして思い出したかのように地に落ちた。

「な……」

　驚愕に凍ったフリッツを睨にらんだまま、ふたたび宙に片手を翳かざすリァノーン。

　長くうねりながら輝く髪が、竜たつ巻まきにさらわれたように舞まい上がり……さっき以上の力が、彼女から発散する。

　燃えさかる護送車の残ざん骸がいが、風船のように軽々と宙に浮うき上がった。

「ば……化け物……がッ!!」

　呟つぶやくフリッツを目め掛がけて、燃える鉄てつ塊かいが飛ぶ。風を巻くほどの勢いで。

「!!」

　その時モーラが、体当たりをかけるような姿勢で、隣となりにいるフリッツに突つきかかった。

　小さな子供にしか見えない体たい軀くで、どれほどの瞬しゆん発ぱつ力りよくを発揮したのか……くの字に身を折ったフリッツを肩かたに担かついだまま、モーラは弾だん丸がんのように道路を突っ切って路ろ傍ぼうの木立に突っ込む。

　間かん一いつ髪ぱつの遅おくれで、二人の立っていたアスファルトの路面に、燃える護送車が溶よう岩がん弾だんのごとくぶち当たった。その轟ごう音おんで、ようやく惣太は金かな縛しばりから解放される。

　今、自分が為すべきことは……リァノーンを庇かばい、自身の身を守り……この場から逃にげるしか手はなかった。

　惣太は停とめてあったデスモドゥスに飛び乗り、セルスタータを押す。ふたたび目覚めたエンジンが、夜空に朗々と咆ほう吼こうを放つ。

「リァノーン!!」

　惣太の叱しつ咤たに、彼女はすぐさま反応した。彼の意図もまた了りよう解かいずみだったらしい。

　彼女は何の疑問も差し挟はさまず、デスモドゥスに腰こしを乗せて惣太の背中にしがみついた。

　慎しん重ちようにギアを繫つないで発進させる。焦あせるな。開けすぎるな……ターボが作動したら今の惣太には扱あつかいきれない。

　どこに行くのか？　これからどうするのか？　惣太は考えもしなかった。

　考えるだけ無む駄だだと、心の奥底ではわかっていたからかもしれない。

　惣太とリァノーンは炎に照らされた峠とうげ道みちを後に、深い夜の闇やみへとバイクを駆かり立てた。
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　目を覚ますと、彼女はうち捨てられた屍しかばねのように、苔こけ生むした岩の上に転がっていた。

　木立をわずかに煙けむらせる霞かすみは、夜や魔まの森の霧きりと比べてはるかに薄うすい。

　辺りは鳥や虫や獣けものの鳴き声に満ちている。森の生き物たちがこんなにも騒さわぐというのは何事だろうか。

　時の頃ころ合あいも、わからない。梢こずえから射さし込む陽ひはないものの、朝夕にしては明るすぎる。この光は、どこから……

　だんだんとリァノーンは、目に映る世界の異常に気づきはじめた。透すき通ったように遠くまで見み渡わたせる木々の連なり。

　たとえ昼間であろうと、梢の下の森の景色がこんなにも明るいわけがない。

「……！」

　ここは……間ま違ちがいなく夜魔の森。燦さん々さんと降り注ぐ光も、ただの月明かりでしかない。変わったのは景色ではない。

　……私だ。

　闇を見み透すかす猛もう禽きんの視覚。

　夜にざわめく生命の息吹いぶきを、あますところなく聞きとる耳。

　そしてこの身体からだの軽さ……

　その身を夜よ霧ぎりに転じたかのように、リァノーンは樹間を駆け抜ぬけ帰路を急いだ。

　ああ、まぎれもなくこれは森の主の賜たま物もの。今ついに、人ならざる奇き跡せきを宿したこの身を、捧ささげるのだ。愛する人へと……




　彼らを脅おびやかす西の帝てい国こくは、猛将の指揮のもと、野火の如き勢いで攻せめ寄せてくる。強き王が必要だった。

　攻め寄せる西の帝国と拮きつ抗こうするために、今いちど森の民たみが一丸となるためには、新たな神が生まれねばならぬ。

　自ら次代の神となり、諸もろ人びとに神話の世の威い光こうを示す……それがアルガ王の決断だった。

　夜魔の森の主に身を捧げ、その奇跡の力を引き継ついで、王の許もとへと持ち帰る……それは巫女みことして生まれたリァノーンに課せられた使命だった。

　だが彼女にとって、これは義務でも、部族の命運のための自己犠ぎ牲せいでもなかった。

　未知の世界を畏おそれる一方で、愛する男のために身を尽つくすことの、とろけるような陶とう酔すいが少女の胸を高鳴らせていた。




　黎れい明めいに白く淡あわく輝かがやいていた朝あさ靄もやが、陽光に吹ふき払はらわれるようにして消えていく。

　ぽつりぽつりと降りかかる夜よ露つゆの名残なごり。他の音を吸い込み、静せい寂じやくさを際きわだたせる深く重々しい枝鳴り。思いもかけぬ方向から意外なほどの強さでちらちらと目を射る小さな木こ漏もれ日。

　森の中で迎むかえる朝は、惣太に、どことなくリァノーンの夢を思い起こさせた。

　しかし、景色の美しさにいつまでも意識を向ける余よ裕ゆうなど、今の彼にはあるわけもなく……彼はすぐに背後に目を転じ、眠ねむるリァノーンを見やる。

　昨夜、戦場となった峠道から五キロほど下った山中……小川を跨またぐ道路の下、ちょうど土管のようにアーチ状になった中に、惣太とリァノーンはいた。

　山やま間あいの渓けい谷こくを跨ぐ小さな橋の下。山やま襞ひだのかなり奥まった場所なので、陽が高くなっても射し込んでくる心配はない。日中、陽光を避さけるには好都合な場所だった。

　デスモドゥスに乗って逃げ出した後、わずか数キロ逃げたところで、腰に回されていた彼女の腕うでが、不意に緩ゆるむのを感じ……惣太が慌あわててバイクを停車させると、後部座席のリァノーンは深い眠りに落ちていた。

　眠り……そう呼んで差し支つかえないんだろうか？

　呼吸も、心しん拍ぱくもなく、体温も人よりはるかに低く……ただ白い肌はだの瑞みず々みずしさと弾だん力りよくだけが死体でないことを物語る、そんな様相。

　本物のヴァンパイア。

　不思議と惣太は、嫌けん悪お感かんを感じなかった。

　まるで無む抵てい抗こうな彼女に危険を感じなかったのもあるが、負の印象を懐いだくには、彼女は……あまりにも美しかった。

　その風ふう貌ぼう、その髪かみ、その肢し体たい……すべてが奇跡のように完かん璧ぺきで、侵おかしがたいほどに美しい。

　彼女が女性で、こんなふうに隠かくすものもなく肌をさらけ出していることに、本来なら感じるはずの気き後おくれさえも……麻ま痺ひしてしまっていた。

　道徳やモラルに考えがいたるより前に、ただ呆ぼう然ぜんと見とれてしまうのだ。

　心奪うばわれる、そんな表現こそ相応ふさわしい。

　それでも、彼女は人間では……ない。それを思うたび、惣太の口から溜ため息いきが漏もれる。

　こうして彫ちよう像ぞうのように凝じっとしているリァノーンは、確かに人間離ばなれした神聖さを感じさせるが、ひとたび目を覚まし、愁うれいを含ふくんだ表情を見せると……途と端たんにいたいけな少女に変へん貌ぼうする。

　どちらが本ほん性しようなんだろうか？　それはいくら考えても答えの見つからない問いだった。

　惣太は頭を一ひと振ふりすると、思いを巡めぐらす先を、現実的な方向へと向け直した。

　ともかく、こうして日光を凌しのげる場所が見つかったのは幸いと言うほかない。彼女を陽ひに晒さらしたらどうなるか、試してみたいとは思わなかった。

　再び陽が落ちるまでは、ここで、じっとしているしかない。

　それから……どうすればよいのだろう？　夜を待って、どうしようというのだ？

　モーラもフリッツも……もう、味方ではない。

　そして、リァノーンを失ったイノヴェルチ。奴やつらも血ち眼まなこになって彼女を捜しているのは間違いない。

　あらためて、今自分が置かれている状じよう況きようを思い、惣太は朝の冷気の中で震ふるえおののく。

　どうすればいいのか？　どうしようというのか？

　頼たよれる相手は、誰だれもいない。今の彼は世界に一人きりだった。

　リァノーンの容態も気にかかっている。

　なぜ彼女がああも唐とう突とつに意識を失ったのか、惣太にはその理由がわからなかった。あの得体の知れない力を使ったせいで、ひどく消しよう耗もうしたのだろうか？

　だとしたら、回復するのはいつなのか。夜になったら目覚めるのか？　それとも……

　いずれにせよ、いつまでもここに隠れているわけにはいかない。日が暮れ次し第だい、移動したほうがいいだろう。

　だがそうなると、リァノーンをどうするかが問題だ。

　まさか、素す肌はだを晒さらしたまま連れ歩くわけにはいかない。かといって、惣太がこの場を離はなれて何か着るものを調達してくるというのも難しい。彼がリァノーンの傍そばを離れるのは、危険すぎた。

　手て詰づまりだった。やはり一人では限界がある。誰か他ほかに、手助けを頼たのめる人間を捜さがすしかなさそうだった。

　携けい帯たい電話のアンテナを伸のばし、惣太は、そこで、しばし考え込んだ。

　誰に頼る？　力になってくれそうな相手は？

　香織……もちろん真っ先に思い浮うかんだのは、気心知れた幼なじみだった。

　だが、性格を把は握あくできてるだけに……反応も手に取るように予測がつく。いきなり女物の衣い装しようを用意しろなどと頼んだら、何を言い出すことやら……当然、理由を問いつめてくるだろう。

　そうなると、事情をすべて説明するしかなくなるが……惣太はしばし携帯電話を握にぎりしめて考え込んだ。

　結局、代案は何も思い浮かばずに、惣太は香織の携帯番号を呼び出す。

　ともかく、まずは話して、電話口での彼女の声、彼女の反応を窺うかがって、それから決めることにしよう、そんな行き当たりばったりな結論しか出なかった。

『はい、もしもし？』

「あ、朝早くすまん……俺だけど」

『え……惣太……って!?　ちょっとあんた!!　今どこにいるのよ!!　身体は大だい丈じよう夫ぶなの!?　ご飯食べてる[image: !!?]』

　しまった……惣太は自分の迂う闊かつさを呪のろった。考えれば弥沙子に襲おそわれたあの晩以来、彼は失しつ踪そうしているも同然なのだ。しかも、あの部屋の状況では……

　彼は腹を決めた。未まだ何やらがなり立てている香織を遮さえぎる。

「実は俺、今ちょっと困ったことになってて……」

　言いよどんでいても仕方なかった。惣太は思い切りをつけて話を切り出す。

「じつは、さ、ちょっと、頼みがあるんだ」

『……何よ？』

　香織の不ふ審しんげな返事。

「学校が終わってからでいい。今から言う場所に来てくれないか。ええと、その……女の子の服を一式買って。金は……悪いんだけど、立て替かえてくれ」

『……』

「事情は……会ってから説明する」

　惣太は深く息を吸って、

「この間からずっとお前が疑問に思ってることもすべて……納なつ得とくできるように説明する。何もかも」

『……』

　香織は……相変わらず無言だった。面めん食くらっているのでもなく、呆あきれているのでもない、まぎれもない緊きん張ちようの気配。

　その沈ちん黙もくが、惣太に確信させる。

　間ま違ちがいなかった、香織は真面目まじめに受け止めている。惣太の突とつ飛ぴな懇こん願がんが、冗じよう談だんでも何でもないことを理解している。

『その……場所ってのは、何処どこ？』

　いつの間にか香織の声は、意外なほどに平静を取り戻もどしていた。
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「なんてこと……なんてことをッ!!」

　怒いかりと絶望の入り混じった諸井の叫さけびは、ほぼヒステリーに近かった。

「これがいったいどういう事態か、あんたたちわかってて……」

　夜の住人のテリトリーで、二人の鬼き人じんの目の前にあっても、もはや、一いつ切さいの畏い怖ふも畏敬も感じてはいないようだった。

「落ち着きたまえドクター、君が吠ほえ猛たけってみても、事態が好転するわけでもあるまい」

　ナハツェーラーとて落らく胆たんは一いつ緒しよだったが、身も蓋ふたもなく醜しゆう態たいを晒す諸井に呆れるぶん、怒りの情は退ひいていた。

「……しかし、これはいったいどうしたことだ？　ギーラッハ。お主ほどの者がついていながら、みすみすリァノーンを見失うとは」

「……」

「言葉もない、か。フン、さもありなん」

　緋ひ色いろの騎き士しが黙だまりこくっている理由を誤解して、ナハツェーラーは鼻で笑う。

「どうしてくれるの？　いったい……この私の研究を!?」

「やめぃやめぃ」

　見境のなくなった霧きり江えがギーラッハにまで文字通り食ってかかりそうになるのを、ナハツェーラーはさすがにとめた。

「此奴こやつを問いつめてみたところで、得るところは何もない……このギーラッハという男はな、リァノーンの従僕として魂たましいまで捧ささげた男。彼女の傍そばに侍はべるそれだけを歓よろこびに、六〇〇年を生きながらえてきた無骨者よ。こうしている今も、心は主あるじの許もとへ飛んでいる。そうであろう？　すぐにでも馳はせ参じたいのは此奴とて同じ思いであろうよ」

　聞いているのかいないのか、相変わらず騎士の表情は変わらない。

「その男が、こうして馬ば鹿か面づらを下げたまま案山子かかしのように突つっ立っている。なぜか？……つまりは哀あわれなこの下僕にも、主の放ほう蕩とう先さきが想像もつかぬからだ」

　霧江には、もう言葉もない。ただじっと唇くちびるを嚙かみしめている。

「さぞ悔くやしかろうな、ギーラッハ。護まもり抜ぬくと誓ちかった姫ひめが、まるで無防備のまま外界を闊かつ歩ぽしているのだから」

「もう日の出から二時間余り……まだ屋外にいるなら、とうの昔に消し炭よ！」

　ようやく落ち着きを取り戻していたかに見えた諸井博士は、自らの言にふたたび激げつ昂こうしかかる。

「まぁ、陽の当たるところにおったのならな」

「そうでなくても、ハンターが放ほうっておかないわ。奴らに始末されてないと、どうして言い切れる!?」

「それは……間違いない」

　それまで巌いわおのように沈黙を守っていたギーラッハが、重々しく口を開く。

「我が力は、かつてリァノーン様より直々に賜たまわったもの。御おん身みが滅ほろべば、その断だん末まつ魔まは必ずや我が精神に届くはず」

「そういうわけだ。取り乱すよりもまず、対策を講ずるべきであろう？」

　銀ぎん髪ぱつの子し爵しやくがギーラッハの後を継つぎ、白衣の女史をなんとかなだめた。

　ナハツェーラーはギーラッハに向き直る。

「わかっておろうな？　ギーラッハ。すべての咎とがは貴様にある。草の根わけてでも捜し出せ」

「……貴様に言われるまでもないわ」

　ちょうど良い頃ころ合あいと見たのだろう、ギーラッハはマントを翻ひるがえして立ち上がる。

「それと、くれぐれも言っておくが、首しゆ尾び良くリァノーンを見つけた後に、我らの許もとの他ほかに帰る場所があるとは思うなよ」

　出て行こうとするギーラッハの肩かたが、ほんの僅わずかにぴくりと震ふるえた。

「この時代、貴様が思っておるほどに甘くはないぞ。リァノーンを護る砦とりでは、このイノヴェルチの他にはない」

「……」

　無言で出て行くギーラッハを、ナハツェーラーは、何時いつにない鋭するどい目つきでじっと見つめる。
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　陽ひが高く昇のぼるにつれて、倦けん怠たい感かんが募つのっていく。

　眠ねむりたい……惣太はそう思ったが、もっと安全な場所に落ち着くまでは、叶かなわぬことだった。幾いく度どとなく無理矢理意識を引き戻す。

「惣太？」

　唐とう突とつな呼びかけに、惣太は仰ぎよう天てんして振り向く。

　逆光のシルエットになりながら、橋の下を覗のぞき込んでいる香織。

　こんな山深い場所の、切せつ羽ぱ詰つまったこの状じよう況きよう下かで、見慣れた梅ばい論ろんの制服を見るというのは……惣太にとって何とも妙みような気分だった。

　だが、早すぎた。今はまだ午前中だ。

「香織……学校は？」

「……さぼった」

　ばつが悪そうに小さく舌を出してから、香織はあからさまな照れ笑いを見せた。

「服、持ってきたけど……あたしのだけど、これで良かった？」

　そう言って、香織は惣太に手て提さげの紙かみ袋ぶくろを差し出す。

「ありがとう。本当に助かった」

　受け取ろうとする惣太の鼻先に、香織の顔がぬっとせり出す。

「でもこれ、何に……つか、あんた、こんなところでいったい何してんのよ？」

　惣太は覚かく悟ごを決めた。香織にすべて明かすしか、ない。納なつ得とくしてもらえるように説明するしか。

　惣太は身を退ひいて、後ろに横たわる全ぜん裸らのリァノーンを、香織に指し示した。

「……!!」

　あまりに人間離ばなれした美び貌ぼうと、作り物のような雰ふん囲い気きに、さしもの香織も言葉を失う。

「彼女に、着る物が必要だった。悪いんだけど、これ、貸してもらえるか？」

「その子、いったい……」

「死んではいない。眠ってるだけだ。今は、ここから動かせない。彼女は……日光に当たらせるわけにはいかないんだ」

「どういうこと？」

　香織は怪け訝げんというより、何かを恐おそれるような表情で聞き返す。

　ここ最近の惣太のこと、鏡子のこと、そして、弥沙子のこと等から、彼女にも何か思うところはあったようだった。

「彼女、吸きゆう血けつ鬼きだよ。本物の」

　惣太は思い切って言う。

　香織はおっかなびっくりリァノーンに近寄り、しげしげと見入る。

「信じられないかもしれないけど……」

「息、してないね。この人」

　そろそろと、香織は慎しん重ちような手つきでそっとリァノーンの胸に手を当てる。

「身体からだも冷たすぎるし、心臓の鼓こ動どうもないし……でも、死んでるようには見えない……どう見ても」

　その通りだった。リァノーンの肌はだは確かに白すぎるが、その瑞みず々みずしさは生者のものだった。いつ目を開いて起き上がったとしてもおかしくない。いや実際、昨夜の彼女は現に起きて動き回っていた。

「……吸血鬼、なの？」

　無言のまま、惣太は頷うなずく。

　香織は確かに困こん惑わくしている様子だったが、それは吸血鬼という存在そのものに面めん食くらっているのではなく、どうやらリァノーンの容姿が、彼女の想定していた吸血鬼のそれと大きくかけ離はなれていたせいらしかった。

「……で、どういうことなの？」

　ひとしきりリァノーンを観察し終わった香織は、惣太の真ん前に居を移すと、彼の目を真っ直すぐに覗き込んだ。

「全部、教えてくれるんだよね？」

　ひとつ大きく息を吸い込むと、惣太は香織に、今までのことすべてを話した。
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「……そう、弥沙子、死んだんだ……」

　香織はどことなくぼーっとした表情を浮うかべ、空を仰あおいでいた。

「……死んじゃったのか、弥沙子……」

「俺が……殺したようなもんだ。結局」

　惣太はたまらず吐はき捨てるように言う。

「そう」

　しかし、香織は眉まゆひとつ動かさないまま、ただ頷いただけだった。惣太は、香織の様子がひどく薄はく情じように思えた。

「何とも、思わないのか？」

「思わない」

　香織は能面のように顔を硬かたくしたまま、続けた。

「弥沙子は、わたしの友達だから」

　低く静かな……硬い声だった。触ふれただけで折れそうなほどに。

「わたしの友達だった白柳弥沙子なら、あんな姿で居続けたいなんて、思ってなかったはず。きっと。……」

「……」

「好きだった、あの子のことは大好きだった、でも……でも、あんたが、今、無事だから。それが嬉うれしくて、その気持ちだけで一いつ杯ぱいで……他には何も、感じない」

　惣太は不意に悟さとった。きっと香織も、限界なのだ。

　今、心に何かを感じるのは、危あやうすぎる。弱い自分、惨みじめな自分と向き合ったら……きっと壊こわれる。香織も、自分も。

　だから泣けない。心に身を任せることができない。それは、その通りなんだろう、惣太の理性はそれを理解した。

　だが……

「それじゃ、弥沙子が可哀かわい想そうだ」

「そうね」

　香織はぼんやりと空を仰いだまま続ける。

「いつか、何もかも終わって……落ち着いて振ふり返ることができたら、その時は、わたし泣くと思う。弥沙子のこと。でもまだ、何も終わってないんでしょう？　あんたはまだ戦わないと……そうなんでしょ？」

「……ああ」

　惣太は溜ため息いきをひとつ、つく。

「惣太……訊きいていい？」

　それまでのぼんやりとした口調ではない、はっきりとした香織の言葉に、惣太は思しの淵ふちから呼び戻もどされた。

　いつの間にか香織は、相変わらず表情の窺うかがえない眼まな差ざしで、じっとリァノーンを眺ながめていた。

「うん？」

「この女の人が惣太を、その……ヴェドゴニアとかにした？」

「そうだよ」

「……じゃあ、この人が死んだら、惣太は人間に戻れるんだよね？　て、いうか……そうするつもりで、ハンターの人たちに協力したんでしょ？」

　あらためて言わずもがなのことを訊かれ、無言で頷く惣太。彼はこの次に香織が何を言い出すか、何となく察しがついた。

「……どうして？　なんで今になって、この人をこうして庇かばってるの？」

「俺は……」

　そこで言葉を一いつ旦たん区切り、惣太は宙を睨にらんだ。

　今まで棚たな上あげにしてきたが、はっきり答えを出すつもりだった。香織にも、自分自身に対しても。

「俺は……そりゃ、人間に戻りたい。もちろん。でもな、ただそれだけの理由で、この女の子を殺すっていうのは……」

「正当防衛だよ」

　香織が即そく座ざに異論を唱える。と言っても面めん罵ばしているわけではない。自然と惣太の考えをまとめるフォローになっていた。

「だってそうしなきゃ、惣太は今度こそ本当の意味で死んじゃうんでしょ？」

　死……自分の死。その言葉の重さに直面し、惣太はまた少し考え込む。

　死、そう言い切って語ご弊へいはない。本当の吸血鬼に成り果てるというのはそういうことだ。

「……でもな……今回の件、確かにこの子は加害者で、俺はその被ひ害がい者しやなわけだが……本当に、それだけのことなのか？」

「？」

　香織の視線が疑問を呈ていする。惣太はうまく表すことのできない思いを、注意深く言葉にしていく。

「この子には、この子なりの理由があったみたいなんだ。俺を咬かまなきゃならなかったわけが」

　血に飢うえた吸きゆう血けつ鬼きが、相手構わず通りすがりの人間を咬んだ……それが真相だというのなら、惣太はリァノーンを滅ほろぼすことに何の躊ちゆう躇ちよもなかっただろう。

　だが、違ちがう。これはそんな単純なことではない。確かな根こん拠きよは何もないが、それでも惣太には確信めいたものがあった。

　夢で逢おう瀬せを重ねるうちに、察していた。何かがあると。

「彼女が、なぜ俺を咬んだのか……彼女をどうこうする前に、俺はそれが確かめたいんだ」

「……じゃあさ、惣太」

　俯うつむいてしばらく何やら考え込んでいた香織は、視線を惣太に真っ直すぐ向けた。

「その理由によっては、あんたは人間に戻るのを諦あきらめるつもりなの？」

　表向きあくまで冷静に、そう尋たずねる。その事実に今度は惣太のほうが考え込んでしまう。

「問答無用で彼女を殺すのが嫌いやだっていうのは……裏返せば、そういうことだよ」

　そう……その通りだった。香織が指し摘てきしたのは、惣太が今まで故意に考えるのを避さけて来たところだった。

「俺は……納なつ得とくしたいんだ。俺が彼女を殺す理由を。でないと俺は、きっと後で自分を責めちまう。この子を殺したことを、後で後こう悔かいしたくない。ほんと、馬ば鹿かだよな。俺はそんな馬鹿げた理由で、香織にまで迷めい惑わくをかけてる。本当にすまないと思う」

「……うん」

　なぜか香織は、さっきまでの硬い口調を和やわらげていた。

「よくわかんないけど……立派だと思うよ」

「立派？」

　香織の意外な言葉に、惣太は場ば違ちがいに頓とん狂きような声を上げてしまう。

　自分自身でさえ自分の馬鹿さ加減に呆あきれてるというのに、よりによって立派とは……

「この人は、確かに人間じゃないけれど……それでも、泣いたり笑ったりするんでしょう？」

「……ああ」

「うまく言えないけどさ、ふつう、こーゆー時に、そんなこと考えないよ」

「う～ん……」

　惣太は返事に困って唸うなってしまう。自身でもうまく納得できなかったことを、他人が理解できるというのは妙みような気分だった。

「それはそうと、惣太、あんた疲つかれてない？」

　それまで眉を寄せていた香織が、急にパッと破顔する。

「ん？……あぁ」

　不意打ちを食くらい、あやふやな返事をする惣太。しかし、その反応が香織の指摘を裏付けていた。

　日中ゆえの、隠かくしようのない憔しよう悴すいを惣太は確かに感じていた。徹てつ夜やなどとは比ひ較かくにならない倦けん怠たい感かん。香織は敏びん感かんにそれを察していたらしい。

「今のうちに、少し休みな。あたしがここで見張っとくよ」

「いいのか？」

　昼間のうちはイノヴェルチの化け物が出てくることもないだろうし、香織がリァノーンの様子さえ見張っていてくれるなら、確かに惣太は、少し眠ねむることもできる。

「でも……」

「こんだけ、しっかり巻き込んどいて、今いまさら何遠えん慮りよしてんのよ」

　ホラ、とっとと寝ねた寝た、そう言って香織はウインクをして見せた。

「じゃあ……何かあったら、すぐに起こしてくれよ」

「ＯＫ」

「すまん、じゃ、ちょっとの間だけ、彼女を見ててくれ」

　香織が頷うなずくのを見届けてから、惣太はヒンヤリとしたコンクリート壁へきに大きくもたれかかると、目を閉じた。

　そのまま暫しばらく沈ちん黙もくが続く。

　風に木の葉が鳴る音があちらこちらで、遠く近く響ひびく。時折、甲かん高だかい鳥の声が静せい寂じやくを貫つらぬき、頭上の木の実が簡易舗ほ装そうに落ちる音が、ぽつりぽつりと思い出したように聞こえる。

「あのさ……惣太、もう寝た？」

「……いや」

　数瞬の間をあけて、惣太は目を閉じたまま答えた。

「あんたさ、小学校の頃ころとか憶おぼえてる？」

「……ああ」

　小学校に上がったばかりの子供の頃。惣太はどこに行くにも香織と一いつ緒しよだった。

「なんだか、えらい昔に思えるよなぁ。昔は家のまわり森ばっかりだったし」

　彼がまだ家族と一緒に住んでいた頃は、家のまわりは、本当に、ちょうど今この場所のような森しかない寂さびしい場所だったのに、今ではすっかり整地されて、閑かん静せいな住宅街に成り果てている。

「モノレールが開通してから、あっという間だったよ」

　香織が答える。

　梅論に入学し、また生まれ育った土地に戻ってきた惣太だったが、独り暮らしを始めた当初は、正直なところ郷きよう愁しゆうもへったくれもなかった。ただ愕がく然ぜんとしただけだった。

「鹿か島しま小は、まだあるか？」

　惣太と香織が通っていた学校だ。

「そりゃ、なくなりはしないわよ。でもね、途と中ちゆうに新しい小学校が建ったから。今じゃ、ウチら辺の子は鹿島までは通ってないわよ」

「へぇ」

　惣太は何に感心しているのかもわからぬまま、感心したような声を上げる。彼らの頃は学校まで、子供には随ずい分ぶんと酷こくな距きよ離りを歩かされた記き憶おくがあった。

「……ねぇ惣太」

　何やら思わせぶりな間を置いてから、香織が切り出した。

「子供の頃、遊んだ公園、憶えてる？」

「……あぁ」

　あんな公園、真っ先に潰つぶされて整地されてると思っていたが……惣太はつい最近、まだ残っていたその公園を見つけて少し驚おどろいたのを思い出した。

「近所の子も巻き込んでさ、レイスマンごっことかやったよね」

「お前、必ずレッドの役だったよな」

「そ。で、あんたはいっつもゲズンダーにされちゃうの」

　そういえば、そうだった。香織に言われて初めて思い出す。

　遊び仲間に意地の悪いやつがいて、必ず惣太に悪の怪かい人じん役を押しつけて、彼がいくら頼たのんでも、一度もレイスマンをやらせてもらえなかった。

　そうだ。そんな頃もあった。今となっては理由もわからないが、あの時分の彼は、なぜか何かにつけて苛いじめられていた。

「最後には、あいつらの遊び方にあたしのほうが腹たてちゃって、あんた庇かばうことになってさぁ……途と端たんに文句だらけになるの。レッドがゲズンダーの味方するのかよ、って」

　香織の話す止めどもない昔話は、惣太にとってひどく心地ここちよかった。

　そうそんなふうに……惣太をいつも香織が庇ってくれた。彼と違ちがい昔から腕わん白ぱくで鳴らしてた香織が。

「あの頃のお前って、なんだか姉貴みたいだったよな」

「あんたも弟みたいだったよ」

　香織には、随分と世話になったものだ。惣太はあらためてその頃を思い起こす。確か……三年生までは一緒のクラスだった。その後はクラス替がえで滅めつ多たに会わなくなり、そのうち家族ともども仙せん台だいに引っ越こして……

　惣太は狭せまい公園を思い出す。不思議な気分だった。

　あれから十年以上経たって、こんな話をこんな場所で香織とすることがあるとは。

「今でも、あたしってお姉さん？」

　妙なことを訊きいてくる香織。惣太は思わず失しつ笑しようを返してしまう。

「馬ば鹿か言えよ」

「……そうだよね」

　惣太は、なぜか妙に寂しげな香織の口調を聞きとがめたが、なぜか彼女の表情を確かめてはいけないような気がして、そのまま目を閉じ続けた。

「同じ梅論に通うって決まってさ、三年ぶりにあんたと会って、すごく驚いたんだ。あんたが……何ていうか、その、ちゃんと男の子になっちゃってて」

「そりゃあ、なぁ」

　惣太だって驚いた。三年ぶりの香織を見て……何といえばいいのか……女の子なりの成長してるとわかったときには。

「……惣太がさ、あたしが庇ってあげなくても、やっていけるようになったのって……いつから？」

「……」

　惣太は黙だまり込んでしまう。今まで考えたこともなかったが……本当に記憶になかった。

「いつの間にか、だよ……いろんな奴やつと喧けん嘩かして、苛められたり苛めたり……そんなことやってるうちに、友達もできたりして……」

　香織がかさりと音を立てて座り直す。

「お前は女の子なんだから、男の俺が頼たよりっぱなしでいいワケがないって……たぶん、ガキながらに思ってたのかもな」

「男の子が女の子に頼ったら、いけないの？」

　妙みように憮ぶ然ぜんとした声で、そう訊いてくる香織。

「そりゃ……そういうもんだろ？」

「ふぅん、そう……いつだって男は女より強くないといけないワケね」

「不ふ愉ゆ快かいか？　そういうのは」

「不愉快でバカバカしくて迷めい惑わくよ！　ほんっとウンザリ！」

　香織はいきなり……惣太が面めん食くらうほどの唐とう突とつさで、語気を荒あらげた。

「どこの誰だれが決めたのよ？　なんでそれをあんたが鵜う吞のみにしなきゃならないの？　何が楽しくて男って、そんなに貧びん乏ぼうクジ引きたがるわけ？」

「いや、そう言われても……」

「仕方なく弱い男の子だって、いくらでもいるじゃない。優やさしすぎたり、不器用だったり……そんな男の子まで一緒くたに弱虫呼ばわりして、恥はずかしがらせて、無理させて……どこのどいつが決めたのよ!?　そんなルール」

　詰きつ問もんされて、惣太は困りはてる。

「……ゴメン、寝れないね、これじゃ」

　香織がばつが悪そうな声で謝った。背中をコンクリの壁かべに強めにトン、とあずける。

「誰にだって辛つらいことはあるし、それは男も女も関係ないよ。男の人だって、誰かに頼ったり、泣きついたりしたくなるときってあると思う」

　惣太はようやく香織が何が言いたいかわかってきた。

「ともかく、あたしはそう思ってるの……だからさ、惣太」

　いつになく真しん摯しな香織の声。

「他ほかの女の子はどうであれ、あたしの前では……べつに強い男のフリしようなんて思わなくてもいいんだからね。もっともっと、今日みたいに頼って良いんだから。今日みたいなことになる前に」

「……」

「以上、話はおしまい！」

　香織らしからぬ生真面目な話題に、他ならぬ香織自身が、きまりの悪さに堪たえきれなくなったらしい。

「ゴメン、眠ねむたいのにこんなお喋りしちゃって」

「……ああ」

　惣太は何と答えて良いかわからずに、眠そうな声で誤ご魔ま化かした。

　意識が深しん淵えんへと落ち込む中、惣太は幼い日々に想おもいを馳はせる。いつだって、彼を助けてくれるのは香織だった。

　苛めっ子に捕つかまると、いつだって……香織がまるで降って湧わいたように現れて、そいつらを追い散らしてくれた。

　いつも香織は……見守っててくれた。彼のことを。

　昔のように、今だって。

　なのに、なぜそのくらいのことに察しがつかなかったのだろう？

　……でもな、香織……惣太は心の中だけでそっと香織に抗こう弁べんする。

　今度は俺、もう少し我が慢まんできると思う。お前がそこまで言ってくれても、それでも今は泣いちゃいけないって、そう思う自分がいる。そんなお前の優しさは、今のままで、あの平和な思い出とともに在ってほしい。だから、お前だけは……向こう側に引き込みたくはない。絶対に……

　香織に辛い思いをさせたくないという気持ちは、やっぱり、迷惑で不愉快なんだろうか……そこまで考えて、惣太は転げ落ちるようにして眠りに吞のみ込まれていった。
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　黙もく々もくと思案に耽ふけりながら、落ち着きなくホールを行き来するモーラ。いつもは風のごとき歩みが、今はコツコツと固い足音を大きく響ひびかせている。

　苛いら立だたしげな横顔を窺うかがうまでもなく、小さな体たい軀くに収まりきらないほどの怒いかりを持て余しているのが、目に見えて明らかだった。

「あの馬鹿……」

「まぁ少しは落ち着けよ」

　その点フリッツは落ち着いたもので、焦しよう燥そうのかけらも見せずにノートパソコンのキーを叩たたいている。

　燦月の研究所からクラックして持ち帰ったデータを、暇ひまさえあればこうして検証するのが彼の日課だった。

「夢での交信が、逆に仇あだになったかもな。まんまと魔ま女じよに取っ憑つかれたってわけだ」

「……あの子は魂たましいを抜ぬかれたのでも、虜とりこにされてたわけでもない。彼、自分の判断でリァノーンを庇ったのよ。まったくもう……情けはかけるなって、あれほど言ったのに！」

　フリッツの言う通りだったらまだマシだった。目を覚まさせる手段はないこともない。

「男に判断なんてねぇよ。美人に涙なみだ目めで迫せまられちゃぁな。だから、女は魔ま物ものなのさ」

　剽ひようげた口調のフリッツを、モーラは冷たく一いち瞥べつする。

「あんなふうに、いきなり撃うったりしなければ……彼だって逃にげたりしなかったのに」

「……不ふ手て際ぎわは、認める」

　危あやういところを救われた手前、ここはフリッツも神しん妙みように頷うなずくしかなかった。

「せめてバイクに発信機でも仕込んどけばな……何の手間もなかったんだが」

「そんな話をしてるんじゃなくて……！」

　語気を荒げかかったところで、モーラはかろうじて自制を取り戻もどす。

「……随ずい分ぶんと余よ裕ゆうね。こんなときに」

　モーラは立ち止まり、フリッツを見み据すえた。しかし、彼は逆にモーラににやりと笑い返してみせる。

「きっとイノヴェルチの連中が、俺たちの分まで慌あわてふためいてくれてるさ。仕留め損そこなったとはいえ……檻おりから出すことはできた。これでちょうど先週の木曜から、仕切り直しってワケだ。そう思えば捨てたもんじゃない……だろ？」

「……」

　モーラはフリッツを見据えたまま、肯こう定ていも否定もしない。彼はふたたびび液えき晶しようの画面に向き直った。

「もうリァノーンにガードはいねぇ。ロードヴァンパイアは丸まる裸はだかのままウロウロしてるわけだからな。後はどう狩かり立てるか……」

「彼は……惣太は、ガードと思わないわけ？」

「……」

「……甘く見ないほうが、いいと思うけど」

　モーラは硬かたい表情で、破れたカーテン越ごしに外の様子を窺った。

　そろそろ日が暮れようとしている。
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　もう日も暮れようというのに、香織はなかなか帰ろうとしなかった。

　状じよう況きようを考えれば、あまり感心なことではなかった。

　イノヴェルチやフリッツたちは、今も惣太とリァノーンを捜さがしているだろうし、まさかとは思うが、ここに隠かくれているのがばれる可能性だってゼロではない。

　だが惣太も、眠るリァノーンを見守りながら独りになる心細さを思うと、ついつい香織がいてくれる今を手放しにくくなる。

　ここまで追いつめられていると……ただ誰かの笑え顔がおを眺ながめていられる、そんな小さな平へい穏おんでさえ、救いになる。

　それを口にしようとしたところで惣太は、はたと周囲の暗さに気がついた。

　冬の夕暮れの残照は、予想以上に短くしか保もたない。ついつい話し込んでいるうちに、気がつけば外は闇やみが濃こくなりすぎていた。

　夕方と夜の境目……いやもう、夜といって差し支つかえない。ついさっきまで、東の空で朧おぼろに霞かすんでいた月が、今はとっぷりと暮れた空に高く煌こう々こうと照っている。

「まいったな……」

　自分の迂う闊かつさに、惣太は独りごちる。

「香織、もう帰らないと」

「あ……うん。まだ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　山の中なんだし、少しは帰り道の心配をしても良さそうなものだが、香織はまるで他人ひと事ごとのような顔をしている。

「俺……リァノーンのこともあるし、帰り道、送ってやるってわけには」

「気にしないで、そんなこと」

　一応女の子であることだし、気にしないわけにもいかないんだが……惣太はいい加減本気で心配になった。夜目の利きく自分だから、この程度の暗さは何の問題にもならないが、香織の視力ではもう足元も危うい暗さだろう。

　上の道路まで出れば街灯もあるが、そこに上るまでの斜しや面めんは彼が連れていってやらないと、冗じよう談だん抜ぬきに危険だ。

「摑つかまれよ」

　惣太は先に土管の外に出て、香織に手を差し伸のべた。

　何か気き恥はずかしいのか、香織は躊ちゆう躇ちよしたまま腰こしを上げようとしない。

　しかし、遠えん慮りよされても放ほうっておける場面ではなかった。

「さぁ、ほら、早く」

　惣太が急せかすと、今度は香織はなぜか怯おびえの色を見せ始める。

　おかしい。惣太はさすがに香織の視線の行く先に気がついた。

　怯えの眼まな差ざしは……惣太ではなく、彼の肩かた越ごしに背後へと注がれている。

「惣太、あれ……」

　軽くうわずった香織の声に、只ただ事ごとでないものを感じ惣太は慌てて背後を振ふり向いた。

　森の闇の中から、彼らを見つめるおびただしい数の目、目、目……

　野犬がいた。猫ねこがいた。それに加えて狸たぬきに、鼬いたちに……普ふ通つう動物園以外では目にすることなど思いもよらない動物たちまでいる。

　木々の梢こずえには梟ふくろうがいて鴉からすがいて、鼠ねずみまでもが肉にく食しよく獣じゆうの足元に蹲うずくまり……

「……！」

　香織は知らず知らずのうちに惣太の二の腕うでを強く摑んでいた。

　猛もう獣じゆう、とまではいかないにしろ……数が数だ。野犬だけでも優に二十頭はいる。鳥たちまで含ふくめれば、軽く一〇〇を超こす鳥ちよう獣じゆうの群れ。

　恐きよう怖ふを感じないほうがおかしかった。

　こいつらいったい……？　異様な雰ふん囲い気きに惣太も微び動どうだにできない。

　これだけの動物が、唸うなり声どころか物音ひとつたてず、ただ小川のほとりに群れ集つどっているというのは、およそ現実の光景とは思えなかった。

　鼠たちは犬猫を恐おそれもせず、そんな鼠たちに犬猫もまた構いもせず、ただ爛らん々らんと目を輝かがやかせて惣太と香織を見み据すえている。

　……もしこいつらが、一いつ斉せいに襲おそいかかってきたら？　惣太は背中に冷たい汗あせが流れるのを感じた。イノヴェルチの怪かい物ぶつに比べれば容易たやすかろうが……

　と、惣太は背後で空気が動くのを感じて振り向き……愕がく然ぜんとした。

　リァノーン……いつの間に目を覚ましたのか、吸きゆう血けつ鬼きの少女は土管の外に立ち、物もの憂うげな足取りでこちらにやって来る。

　凍こおりついたように動けないでいる惣太と香織を……リァノーンは、まるで目に入らないかのように素す通どおりし、そのまま彼女はふらふらと、獣けものたちの輪の中心に踏ふみ込んでゆく。

　おびただしい数の獣たちと、一糸まとわぬ裸ら体たいの少女。

　その無防備な白い肌はだに、今にも獣たちが一いつ斉せいに襲いかかり、貪むさぼり喰くらいはじめるのではないか……そんな予感が惣太を竦すくませる。

　だがそんな惣太の危き惧ぐをよそに、夜行動物たちは依い然ぜん、彫ちよう像ぞうのように固まったまま動かない。ただ輝く双そう眸ぼうだけを、ぴたりとリァノーンに据えている……

　彼らは最初から橋の下のリァノーンが目当てだったのだ。

　リァノーンが目覚める瞬しゆん間かんに申し合わせたかのように集まってきた森じゅうの獣たちは、恭きよう順じゆんに身じろぎもせず、彼女の歩みを見守るように居住まいを正す。

　そして……獣たちの群れはやおら漣さざなみのように動き出す。ゆっくりと、だがまるで単一の意思に統すべられているかのように一斉に、獣たちは幾いく重えもの包囲の列を解いて、森とリァノーンの間に一筋の道を作る。
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「な、なに……？」

　惣太と香織は呆ぼう然ぜんと見守ることしかできない。もはや地上のいかなる者も、この光景に干かん渉しようすることを許されないような気がしていた。

　闇に輝く無数の眼めが、一斉にその道の奥を向き……やがて、まるで獣たちの注視に押し出されるようにして、一頭の猫が藪やぶの中から進み出る。

　弱々しく瘦やせ衰おとろえた、見るからに老ろう齢れいの猫だった。

　半ば身体からだを引きずるような、重く頼たよりない歩き方には、猫ならではの敏びん捷しようさなど欠片かけらもない。

　老ろう衰すいに加えて、おそらく怪け我がもしているのだろう。飼かい猫ならともかく、野の良ら猫ねことして、こんな野生の中で縄なわ張ばりを争いながら生きていくことは望めない……きっと数日と保もたないだろう。

　老猫はリァノーンの足あし許もとまで這はい寄ると、哀あわれを誘さそう鳴き声を上げる。

　リァノーンは地面に膝ひざをつき、瘦せた猫の身体を抱だき上げた。

　慈いつくしみ慰い撫ぶするように、彼女は繰くり返し猫の背中をさすり、鼻はな面づらに頰ほおをすりつける。

　そんな一人と一頭の様を、まるで固かた唾ずを吞のんで見守る観衆のように、凝ぎよう視しし続ける夜の獣たち。

　リァノーンが手の中の猫に、そっと耳打ちするように何か囁ささやきかける。その口元には、長く尖とがった犬歯の形が、はっきりと認められた。

　まさか……惣太は息を吞む。

　猫がリァノーンの腕の中で身をくねらせ、柔やわらかな腹の肉を仰あお向むけに晒し出す。

　その内腹の毛並みの中に、静かに顔を埋うずめるリァノーン。老ろう猫びようが、まるで静電気に触ふれたかのように、小さく身体をわななかせる。

「あ、あれって……」

　震ふるえる声で問いかける香織に、惣太もまた声を詰つまらせたまま、ただ頷うなずきを返す。

　血を……リァノーンは血を吸っていた。

　大きく開いた老猫の口から、悲しげな鳴き声が細々と漏もれ出て……やがて先細りに消え果てる。

　だらりと四し肢しをぶらさげた老猫の腹から、顔を上げるリァノーン。

　その口元からこぼれた血の筋が、月光に黒々と栄える。惣太は香織が息を吞む気配を感じた。

　干ひ涸からびた老猫の骸むくろを、リァノーンは恭うやうやしく捧ささげ持ち、そして素す早ばやく容よう赦しやなく力をかけて、その首をねじ切った。

　まるで朽くち木が折れるように簡単に、老猫の首は胴どうを離はなれる。一ひと滴しずくの血も出はしなかった。

　そして骸は、灰になり……リァノーンの手の中から、夜風に吹ふき散らされていく。

　その行方ゆくえをまるで心をひとつにしたかのように、リァノーンとそして幾いく多たの獣たちが視線で追う。

　数え切れないほどの眼まな差ざしに見送られながら……老猫の灰は風に乗り、月の光に輝きながら、夜空へと舞まい上がっていく。

　何なんだろう、この荘そう厳ごんさは？

　惣太は得体の知れない感情のうねり、いや、むしろ〝感動〟としか呼びようのないものに心を動かされていた。

　群れ集まった獣たちが、まるで総意で同どう胞ほうをリァノーンに捧げたかのような光景。生いけ贄にえの……儀ぎ式しきだろうか？

　リァノーンは立ち上がった。

　さっきまでの弱々しさは、今はもう微み塵じんもない。

　瀕ひん死しの猫から吸い上げた生命が、今彼女の中で力強く息づいている。

　正面に居座る獣たちが、そろそろと位置を変え始めた。

　まるで恭しく道を空あけ、森の奥へと差し招くように。

　そんな獣たちを前に、リァノーンは誇ほこらしげに高々と顔を上げ、半眼で満月を見み据すえながら、胸に深々と息を吸い込む。

「リァノ……」

　我に返った惣太が声をかけるより早く、彼女は身を躍おどらせて……突とつ風ぷうに吹き掠さらわれたように唐とう突とつに、せせらぎの下流を目指して走り出していた。

　それと同時に、夜鳥たちが一斉に梢から舞い上がる。夜気を叩たたく翼つばさの音は、まるで森そのものがどよめいたかのようだった。

　地に伏ふしていた獣たちも、この瞬間を待ちわびていたとばかり、先を争うようにしてその後に続き駆かけ出している。

　それまでの静せい謐ひつから一転した騒そう乱らんで、惣太が慄りつ然ぜんとしている隙すきに、すでにリァノーンの裸ら身しんは視界から消えていた。

「リァノーン！」

　わけのわからない焦しよう燥そうに駆られ、惣太もまた獣たちとリァノーンの後を追う。

　せせらぎに沿って、ゆるやかな斜しや面めんを駆け下りていくリァノーン。

　いや、駆ける……なんてものではなかった。大きなステップで地を蹴けり、軽々と跳ちよう躍やくを繰り返す様は、まるで夜風に煽あおられて舞い飛んでいるようだ。

　今の惣太の全力疾しつ走そうでも、とても追いつけない。

　遠く先のほうでちらちらと躍る白い影かげが、なんとか見分けられる程度だった。

　躍やつ起きになって追いかける惣太の足元や周囲でも、がさがさと茂しげみを駆け抜ぬける小動物たちの気配がする。

　いったい何百メートルほど駆けただろうか。気がつけば惣太はスタミナの限界に近づき、息が上がりはじめていた。

　このままじゃ、引き離される。彼がそう思った矢先に、ふいに森が開け……気がつけば、彼は、せせらぎが注ぎ込む先の、なみなみと水を湛たたえた池のほとりに出ていた。

　すでにリァノーンはその直ただ中なかにまで駆け込んで、腰こしまで水に浸つかっている。

　降り注ぐ月の光。蒼あおく輝く水みな面もの中に立ち尽つくし、今、リァノーンは、その裸身いっぱいに夜の光を受け止めている。

　白々と目に焼きつくその姿、きらめき躍る虹にじ色いろの髪かみ。

　むしろ光を放っているのは彼女のほうで……水面も、夜空も、すべて彼女に照らされて銀の輝かがやきを放っているよう……惣太はそんな錯さつ覚かくさえ感じていた。

　白い喉のどを高々と反らして、リァノーンが声を解き放つ。

　透すき通るほどに澄すみ渡わたった、伽が藍らんに響ひびき渡るソプラノのような声音。

　高く高く、天てん穹きゆうの月を貫つらぬくように……それは言葉でもなく、歌でもなく、ただ弾はじけるように喉から迸ほとばしる遠とお吠ぼえだった。

　魂たましいの根源から迸る、原初の歓かん喜き。思うさま地を駆ける自由を勝ち取った天てん衣い無む縫ほうの生命の凱がい歌か。

　そして彼女に呼応するように、森中から無数の遠吠えが放たれる。

　今こ宵よい、この森に集つどったすべての獣けものが、一いつ斉せいに吼ほえている。

　夜の主を讃たたえ、その帰き還かんを喜ぶように、朗々と轟とどろく獣たちの声。

　それは勝ち鬨どきの声のようであり、満場を埋め尽くす拍はく手しゆのようでもあり……盛大な、神こう々ごうしいほどの斉せい唱しようだった。

　わけもなく、惣太の頰を涙なみだが伝い落ちる。

　わけのわからない、理解を超こえた感激に心が揺ゆさぶられている。

　きっとこの光景は、夜に生きるすべての動物が心震わせて見守っている。わけもなく惣太はそう確信した。

　彼らの感かん銘めいに、自分もまた……遺伝子に刻まれた、かつて夜の森に潜ひそみ住んでいた齧げつ歯し類るいだった頃ころの記き憶おくを励れい起きされているのだ。

　叫さけびは、いつしか弾はずむような笑い声に変わっていた。

　まるで水遊びに興じる子供のように、水面を叩き、満身に冷たい飛沫しぶきを浴びながら、いまリァノーンは嬉き々きとして戯たわむれていた。

　冷たい夜気と、水と、月の光の中で、白い肌はだはよりいっそう白々と輝くばかりに映はえる。

　リァノーン……夜や魔まの森の女王。

　そう呼ばれる理由を、惣太は今、目まの当たりにしている。

　月の光と、木立の闇やみ。

　狩人かりゆうどの獣たちが死を統すべ、生を謳おう歌かする世界。

　その美しさは月げつ華かの如ごとく、その恐おそろしさは闇に似て……神秘も脅きよう威いも、そのままに夜のそれ。彼女は、夜そのもの。
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　小一時間ほど後……惣太たちは昼間と同じように橋の支柱に背を預けて座ったまま、リァノーンの仕草を見守っていた。

　二〇〇〇年を生きた夜の女王は、さも興味津しん々しんの様子で、香織に着せてもらったブラとパンティを引っ張ったり、捲まくってみたりしている。

「うすい……それに、かるい……」

　幼子のように驚おどろきに目を輝かせる彼女は、ただ無む垢くで純じゆん朴ぼくで……どうやら覚えて間もないとみえる日本語を、たどたどしい発音で口にする様などは、むしろ愛らしいほどだった。

　こうしていると、ついさっき池の畔ほとりで見た超ちよう自然的な光景も、惣太にはまるで幻げん覚かくか何かだったとしか思えない。

　リァノーンが惣太の不意をついて奇き矯きような行動に出ることはそれきりなく、彼女は子供のように従順に、手を引く彼についてきた。

　いきなり走り出したり叫んだり、まるで獣のような挙きよ措そに、惣太は、最初、度ど肝ぎもを抜かれたが、こうして大人しく香織の着付けに従っている様子だと、とりあえず文明というものに、まるで無理解ではないらしい。

　服を着せようとする香織にも、何ら抗あらがわず……いやむしろ、腕うでを持ち上げたり首を巡めぐらせたり、香織の作業にごく自然に反応している。

　ともすれば、面めん倒どうを見ている香織よりも貫かん禄ろくを感じさせるその仕草は、何というか……かしずく下女に世話を任せているお姫ひめ様さまといった様子だった。

　それにしても、彼女が最後に衣服を身につけたのは、いつのことなんだろうか。漫まん然ぜんとそんなことを考えながら……惣太は何となく自分の肩かたを摑つかみ、その感覚を確かめる。

　相変わらず夜ともなれば気け怠だるさや頭痛は消えて、体調は以前とどこがどう違ちがうのか、まるきり自覚できなくなる。

　吸きゆう血けつ鬼き化は、じわじわと進行しているのかもしれないが、今日明日でどうにかなるというほどに、急激な変化はない……彼女を殺さなきゃ、自分は助からないという……そんな残ざん酷こくな理り屈くつが仮に本当だったとしても、惣太は、まだ決断を先延べにはできると思った。

「惣太」

　不意に名を呼ばれ、彼は慌あわてて振ふり向いた。

　髪を結い上げ、現代の衣い装しように身を包んだリァノーンが眼前に立っていた。

　確かに肌や瞳ひとみの色や、普ふ通つうと違うところは目につくが、微笑ほほえむ仕草や、立ち振ふる舞まいは、まったく普通の女の子だ。

　その普通さが、むしろ奇き妙みような違い和わ感かんとなって惣太の心を捉とらえる。

「きれい、ですか？」

　とっておきのドレスを見せびらかすように、袖そでをひろげて惣太に見せびらかすリァノーン。これで吸血鬼だなんて言われても、やはり、誰だれも信じられないように思えた。

「あ～、えぇと、その……」

　こんなふうに普通にリァノーンと会話するのも初めてだった。惣太はついつい言葉に詰つまってしまう。

「こ、言葉……上手だね」

「なんとなく、わかてきました」

　リァノーンは俺の手を引いて、橋の下から引っぱり出す。

「いきましょう。はやく」

「い、行くって……どこへ？」

「まち」

　稚ち拙せつな発音とはいえ……聞き違えようはない。それでも惣太は耳を疑った。街に出る？

「ひとのくらし、いまのじだい、みたいです」

「は、はぁ……」

　自分の立場がわかっているのだろうか？　惣太はあっけにとられてしまう。

　彼女の命を狙ねらって、今夜どれだけの連中が徘はい徊かいしていることだろう。

　だがそこまで考えて、惣太は考え方を切り替かえた。

　考えようによっては……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな場所に隠かくれているよりは、余程マシな気がしてきたのだ。

　フリッツたちも、イノヴェルチの連中も、まさかリァノーンが服を着て街中をうろうろしているとは思うまい。

　きっと人目を忍しのんで野生の獣のように隠れ潜ひそんでいると考えるだろう。

　それに奴やつら自身も、人目に触ふれるような真似まねは控ひかえるはずだ。

　そうなると、いっそ人混みの中にまぎれ込んでいたほうが安全なのかもしれない。

　そこでふと、惣太は所在なげに佇たたずむ香織に気がついた。

　彼女を帰らせようとした矢先にリァノーンが目を覚まし、あんな騒さわぎになったものだから、気がつけばなし崩くずしに香織を引き留めたまま、もう完全に夜になってしまった。

「香織、さすがにもう帰らないとまずいだろ」

「え？……えぇ、まぁ……でも、あんたたち、これから、どうすんの……？」

「とりあえず、この場は動ける。もう暗いし、ついでに下の街まで送るよ」

　言いながら惣太は、着衣をすませたリァノーンをちらりと一いち瞥べつする。

「お陰かげで彼女も、人目に晒しても大だい丈じよう夫ぶな格好にはなった。本当にありがとう」

「……」

　これ以上付き合わせるわけにはいかない。言外に込めた惣太の意志を香織は読みとったようだった。

　多少不満げではあるが、大人しく荷物をまとめ始める。

　香織に手を貸し、転ばせないよう慎しん重ちように気を遣つかいながら、惣太は上の道路まで先導する。

「ごめん、何やらいろいろとゴタついて。これ以上お前を巻き込むわけにはいかない」

「別にかまわないけど……」

　香織が何か言おうとする前に、リァノーンが軽快な足取りで、ひょいひょいと渓けい谷こくから道に上ってくる。

　まるで軽かる業わざ師し……というよりも、人間離ばなれした身のこなしは奇き術じゆつか何かのようだ。惣太は彼女が街中でこんな走り方をしないことを願った。

「惣太」

　親しみを込めて呼びながら、リァノーンは何の遠えん慮りよもなく彼の二の腕に抱だきつく。むしろ彼のほうが狼ろう狽ばいした。

「あ、あのぉ……」

　彼女は惣太の戸と惑まどいなどおかまいなしで、何が嬉うれしいのか満面を綻ほころばせながら、豊かな胸の弾だん力りよくを彼の肘ひじに押しつけてくる。

　リァノーンとしてはさっきまで素す裸はだでいて平気だったのだから、今さら恥はずかしいなどと思いはしないのかもしれないが、惣太としては、彼女がなまじ普通の格好になったぶん、逆に、ごく普通の女の子を相手にしているかのような気き後おくれが先に立ってしまう。

　言葉もなく見守る香織の、やけに醒さめた視線がたまらなく痛い。

　惣太と香織は自然に無言で暗い山道をとことこ下ることに専念することとなった。事態を理解しているのかいないのか、リァノーンだけが惣太の片かた腕うでにぶら下がったまま、妙みように嬉しそうにニコニコしている。

「それじゃ、あたしはこれで」

　まばらになった木々の枝の隙すき間まから零こぼれてきていた街の灯ひが、もうそのひとつひとつがはっきりわかるほどに大きくなり、喧けん噪そうが薄うすいベールを一枚被かぶった程度に聞こえてきたころ、香織はそっけなく会え釈しやくをひとつして、惣太の返事も聞かず、既すでに街灯に明るく照らされていた緩ゆるい下り坂を、独りだけ足早に下りていった。

　惣太は呼び止めようとしたところで思い留とどまり、やめた。

　気まずい雰ふん囲い気きのまま別れるのは嫌いやだったが、彼女の気持ちがどうあれ、これ以上巻き込むのはまずかった。

　忘れてはいけない。彼とリァノーンは、ともに命を狙われ、追われているのだ。

　惣太は溜ため息いきをついて、リァノーンに向き直った。香織に落ち着いて弁解するときが来ればよいが。

「どうしようか。これから」

　リァノーンは不思議そうとも不満げとも見える表情で惣太を見上げる。

「そうか、街が見たかったんだよね？」

「はい」

　満面の笑えみで惣太に応こたえるリァノーン。

　およそ状じよう況きようを弁わきまえているとは思えないリァノーンだが、それでも惣太は、そんな彼女の無む邪じや気きな笑顔を眺ながめていると、不思議と勇気づけられた。

　惣太は街の灯火に向けてふたたび足を踏ふみ出した。リァノーンも微笑ほほえみながらおとなしく彼に従う。さすがに惣太に抱きつくのはやめていた。

　どうすればいいのかわからないなら活路が見つかるまで探せばいい。とにかく前に進もう。今の惣太は自然とそう思うことができた。見当違いの方向だったとしても、ここにじっとしているよりはいい。
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「香織センパイ!!」

　香織は彼女を知る人がないはずの街でいきなり背後から声をかけられ、ギョッとして振ふり向いた。

　宵よいの口の商店街。一日の仕事を終え帰宅する人波に流されながら、香織は不ふ如によ意いな街を何となくさまよっていた。

　暗い山中を抜ぬけ、どうにか無事、人里に戻もどってきたところだ。さすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　目覚めて幻げん想そう的な威い厳げんを発したと思えば、次の瞬しゆん間かんには惣太にヤケになれなれしい態度をとるようになっていた吸きゆう血けつ鬼きのお姫ひめ様さまには、あの場ではさすがにムッとしたものの、疲つかれも手伝ってか、今では惣太ともどもひどく心配だ。

　果たしてあそこで別れて良かったのか……そう思い悩なやみながらぼんやりと歩いていたところで、いきなり名前を呼ばれたのだ。

「……鏡子……ちゃん」

　知らぬ顔ではなかった。いや、知りすぎていた。

　弥沙子の家での悪夢が一瞬にして、香織の胸に生々しく甦よみがえる。

「何処どこいってたんですか？　学校さぼっちゃって？」

　香織は何か言おうと思い口を開けたが、何も言葉が出なかった。

「ずいぶん捜さがしたんですよぅ」

　宵よい闇やみの中、街灯の灯あかりが、鏡子の無邪気な笑えみにグロテスクな影かげを落とす。

「もしかして惣太センパイのところかな？」

　香織は身の危険を感じて、一歩後じさる。

「私も、惣太センパイを捜してるんですよぉ。どこに居るか教えてくださいません？」

　鏡子の背後に、長いコートを被かぶった巨きよ大だいな人ひと影かげがうっそうと現れる。

「お願いしますよぉ」

「あなたって……」

　かろうじて絞しぼり出した香織の言葉など、最初から聞く気はなかったらしい。

　鏡子は壊こわれたオルゴールのように香織の言葉を遮さえぎりながら勝手に喋しやべる。

「そっかぁ、わたしが頼たのんでも駄だ目めかぁ、じゃあもっと怖こわい人たちに、頼んでもらっちゃおうかナ？」

　朗らかに笑う鏡子の背後から、不気味な影が香織のほうに歩き出す。

　炯けい々けいと光る深しん紅くの双そう眸ぼう。その視線に射い竦すくめられた途と端たん、香織はその正体を直感した。

「ヴ……ヴヴ……」

「駄目よ。殺しちゃぁ……でも、あとは何やっても構わないからネ」

「ヴッヴッヴ……」

「ひ……！」

　不思議の世界から、ただひとりだけ戻ってきた。

　さっきまでそう思っていたのは……とんでもない間ま違ちがいだった。香織は依い然ぜん、不条理の世界に……限りなく危険で恐おそろしい、理り屈くつの通じない世界に迷い込んだままなのだ。

　それも、今となってはひとりぼっちで。

　だがその時……眩まばゆいヘッドライトの光こう芒ぼうと、荒あら々あらしく軋きしむステアリングの悲鳴が、恐きよう怖ふに麻ま痺ひした香織の意識を一いち撃げきした。

　事故……のはずはなかった。

　その大型車は、容よう赦しやないアッパーライトを巨きよ漢かんの怪かい人じんに浴びせながら、迷うことなく一直線に突つっ込んでくる。

「ヴォォッ!!」

　まぎれもないドライバーの殺意を意識して、怪人もまた……身をかわすのとは別の選せん択たく肢しを取った。

　羽織っていたコートを人ではない四し肢しが突き破やぶり、本ほん性しようを露あらわにしながら、轟ごう々ごうと闇やみを揺ゆるがす咆ほう吼こうを放つ。

「ヴォヴォォッ!!」

「ぁ、あ……あぁっ!?」

　恐怖のあまり腰こしを抜かす香織をよそに、怪かい物ぶつはカタツムリか蛸たこのようにぬらぬらとした粘ねん膜まくに覆おおわれた太い触しよく手しゆを靡なびかせながら、襲おそいかかるトラックに向き直る。

　肉とバンパーが打ち合う重い音。怪物は見かけ以上に剛ごう性せいの高い身体からだであるらしい。

　軟なん体たいを活いかして衝しよう撃げきを分散し、さらに桁けた外はずれの膂りよ力りよくにものを言わせて、怪人は真正面からトラックの突とつ進しんを受け止めた。

　勝ち誇ほこった雄お叫たけびとともに、まず前輪を路面から持ち上げる怪物。四輪駆く動どうのトルクパワーは、それだけで膂力を半分に削そがれ……

　ガガガガガッ！

　閃せん光こうの閃ひらめきと爆ばく竹ちくのような破は裂れつ音おんが、その怪物の勝ち鬨どきを絶ぜつ叫きように転じさせる。

　トラックのドライバーが、サイドウィンドウから片かた腕うでを突きだし、ボンネットの向こうの怪物めがけて機き関かん銃じゆうを乱射したのだ。

　のしかかる車体を支えていた複数の触手を撃うち抜かれ、たまらず体勢を崩くずした怪物の上に、今度はトラックのほうがディーゼルエンジンの怒ど号ごうも高らかに獲え物ものを押さえ込む四し足そく獣じゆうのごとくのしかかる。

　弾だん力りよくのある巨きよ体たいを前輪の下に巻き込まれ、怪物は怒いかりとも苦く悶もんともつかない叫さけび声を上げる。

「灰は灰に……」

「!?」

　鈴すずを振るような澄すんだ囁ささやきに、香織は驚おどろいて振り返る。

　いったいいつの間に現れたのか……香織のすぐ横を素す通どおりして、トラックに轢ひかれた怪物のほうへと、敢かん然ぜんと歩み寄っていく小さな喪も服ふくの女の子。

　その手に携たずさえた特大のスレッジハンマーさえも、この狂きよう乱らんの光景の中ではむしろささやかな冗じよう談だんの部類だった。

「塵ちりは……塵にっ!!」

　猛たけ々だけしく叫びながら、女の子は杭くいの突き出たハンマーを、路面に押しつけられた怪物めがけて振り下ろす。

「ビギャァァァァッ!!」

　絶叫の凄すさまじさに、香織は思わず両手で耳を覆った。死せざる者が死ぬ瞬間とは……こうも凄せい絶ぜつなものなのか。

「……チィッ!!」

　それまで香織ともども茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで目の前の処しよ刑けいを見守っていた鏡子が、やおら気を取り直したように駆かけ出した。

　だが数歩と進まぬうちに、小さな影が疾しつ風ぷうのようにその背中に激げき突とつし、鏡子はくぐもった呻うめき声とともにその場に蹲うずくまる。

　さっきハンマーの杭で怪物を刺し殺さつした、銀ぎん髪ぱつの女の子……

「わりと首しゆ尾び良くいけたようだな」

　トラックから降り立った巨漢の白人が、前輪の下に溜たまった灰をブーツの靴くつ底ぞこで蹴けり散らす。香織はこの男に、二度ほど、確かに見覚えがあった。

「奴やつらも必死ね。こんな人目につきかねない場所で」

　醒さめた口調で応じながら、銀ぎん髪ぱつの少女は当て身で昏こん倒とうさせた鏡子を軽々と肩かたに担かついでトラックへと運ぶ。

「で、俺たちは人目を気にしないでいいのかい？」

「……？」

　驚きよう愕がくに思考の麻痺していた香織は、二人の冷たい眼まな差ざしが自分に注がれていると気づくまで、若じやつ干かんの時間がかかった。




　　　　†




　金曜の夜だけあって、夜半を過ぎてもなお街の賑にぎわいは喧かまびすしい。誰だれもが連れ合いの仲間とだけで浮うかれ騒さわいで、小さく閉じた輪の中にこもりながらも、その結果、誰も彼もが喧けん噪そうというひとつの騒そう音おんの中に溶とけ込んでいる。

　互たがいに無関心なまま行き交かう人の群れ。

　もしも素す裸はだかで歩き回れば、注目も集めるだろうが、ある程度までの擬ぎ装そうをすれば、途端に透とう明めいな存在になれる。

　木の葉を隠かくすなら森の中、か。惣太とリァノーンの二人連れを目にとめて仰ぎよう天てんするような通行人は一人もいない。リァノーンの輝かがやくばかりの美び貌ぼうに、立ち止まって振ふり向く者はいるものの、その程度。

　香織の貸してくれた服が割と地味にまとまっていたのも幸いしたのだろう。

　外国人の珍めずらしくなくなった雑ざつ踏とうでは、彼女の東洋人離ばなれした風ふう貌ぼうにも、わりと寛かん容ようだ。ファンデーションを厚く塗ぬっているせいで、肌はだの色にも違い和わ感かんはない。

　むしろ目を惹ひくとすれば、革かわの拘こう束そく衣いを隠すため、ロングコートを喉のど元もとまでぴっちりと閉とざして歩く惣太のほうだろう。連れ合いとはまるでちぐはぐな風体だ……

　惣太の心配など露つゆ知しらず、リァノーンは遊園地に来た子供のように喜色満面である。

　リァノーンからして見れば、目に映るすべてが新しん鮮せんで珍しいのだろう。惣太は数歩ごとに袖そでを引かれては、熱のこもった質問をぶつけられる。

　電灯、ラジオ、スピーカー……火も焚たかずに灯ともる灯り、楽隊もいないのに流れる音楽。

　どうやらガス灯ぐらいまでは見覚えがあるらしいのだが、電気というものを説明するのは惣太にとってもひと苦労だった。

「デンキ……」

「あ～つまり……稲いな妻ずまだよ。カミナリ。わかるよね？」

「わかります。雷らい神じんトールの槌つちの閃ひらめき……では、〝デンキ〟はトールの化け身しんですか？」

「あ～、んん……」

　徹とおるって……誰だろう？　惣太は頭痛を憶おぼえながら、かなりいい加減な説明でリァノーンの納なつ得とくをなんとか得られないものか試みた。

「ともかく、雷かみなりってピカピカ光るし音もうるさいだろ？　電気も似たようなもんだ」

　こんな無茶苦茶な説明でいいはずもないとは思ったが、惣太は学校の先生ではないしリァノーンだってテストを受けるわけでもない。惣太は直観的に理解してもらえるような喩たとえ話をするしかなかった。

　彼の説明に真しん剣けんに耳を傾かたむけていたリァノーンは、どうやら『電気は雷』という説明を理解してくれたらしい。目を見開き、感かん嘆たんの眼差しで周囲のイルミネーションを見み渡わたす。

「これが全部……雷いか槌づちの閃きですか？　トールの戦車の轟とどろきですか？　街中に!?」

　……いや、理解したというよりは、惣太の説明を鵜う吞のみにしたというべきか。

「えぇとな、とりあえず神様は忘れていい。人間が作るカミナリだから、神様のよりちっぽけで弱い」

「人が造る雷……」

　リァノーンの興奮を静めようとした惣太だが、あにはからんや、彼女は余計に感激している。

「すごい。人の知ち恵えは、もうそこまで神の業わざを模せるのですね？」

「う～ん……」

　確かに、トーマス・エジソンは凄すごいかもしれないとは思うが、だからって自分に感激されてもなぁ……そう思いながら惣太は、リァノーンの操あやつる日本語が驚くほど流りゆう暢ちようになっていることに気づいた。

「言葉、もう慣れたのかい？」

「ええ。ずっと聞いてましたから」

　聞いてた、って……惣太は周囲を見渡し、道行く人々が繰くる言葉の量を、あらためて意識した。これらを全部聞き取ってたっていうのだろうか？　リァノーンは。




　さすがに深夜の一時を回ると、人の流れも疎まばらになり、ただ行くあてもなく散策するには具合の悪い様相になってきた。
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　万が一、補導にでも引っかかったら厄やつ介かいだった。惣太はリァノーンを連れて深夜営業のレストランに入ることにした。

「素す晴ばらしい世界ですね」

　ありふれた合皮のソファーに腰こしを下ろし、夢見るように陶とう然ぜんと呟つぶやくリァノーン。

「誰もが健康で、着き飾かざって、思い思いの楽しみを求めて……まるで街そのものが宮きゆう廷ていのよう」

「そんなに……大層なもんか？」

「こんなにも病や貧ひん困こんから縁えん遠どおい時代は、かつてありませんでしたよ」

　二〇〇〇歳にそう言われてしまうと、惣太には納なつ得とくするしかなかった。それにしても彼の目には、この街は、あまり愉ゆ快かいな情景とは映らない。

　今も窓の外には、そこここで辺り構わず馬ば鹿か騒さわぎをする酔よっぱらいの大人たちが散見された。惣太は、こいつらには他ほかに楽しみはないんだろうか？　と素直に思ってしまう。

「惣太は、嫌きらいですか？　この世界が？」

「え？」

　ふと気づけば、リァノーンはどことなく寂さびしげな顔をして、惣太の表情を窺うかがっている。彼女の感激を余所よそに白けている自分は……確かに、彼女の興を削そいでしまっているのかもしれない。

　だが、それでも惣太には窓の外の夜の街が心こころ躍おどるものには見えなかった。

「……何て言うか、ものすごく退たい屈くつに見える」

「……？」

　リァノーンは不思議そうな笑え顔がおで、惣太の顔を覗のぞき込む。

　この倦けん怠たい感かんと閉へい鎖さ感、彼女にどう説明すればいいんだろうか。惣太は考えあぐねる。

　ただ憂うさを晴らすためだけに夜の街に繰り出して飲んだくれて、朝になったらまた退屈な授業に出て、仕事をこなして、鬱うつ憤ぷんを溜め込んで……毎日がその繰り返し。

　ただ何となく毎日を、時が過ぎるままに過ごす。一生がその繰り返し。

　それを忘れようと浮かれ騒いで……だがふと醒めた途と端たんに、否応もなく悟さとってしまう。

　出口などないと。

「明日が来たって何もない。何ひとつ変わらない。そう……思い知らされるんだよな。こういうの見てると。どいつもこいつも、ただ何となく生きてるだけで、そのくせ他人にはお構いなしに、自分の足あし元もとだけ見て歩いてるような……そんなふうには、見えないか？」

　惣太はうまく説明できた自信がなかった。話しているうちに自分自身で何を言っているのかよくわからなくなっていた。

「……」

　惣太の言葉を吟ぎん味みするように、リァノーンは窓の外の雑踏を見渡す。だがその眼まな差ざしは、あくまで優やさしい。

「足元を見るのが、いけないのですか？」

　ぽつりと返したリァノーンの問いかけの意味が、惣太にはわからなかった。

「……いいことじゃ、ないと思うが」

　先を見たほうがいいに決まってる。惣太は否応もなしにそう思った。何か、意味あることをやろうと思うなら。

　しかし、リァノーンは諭さとすように穏おだやかに語った。

「未来を見通すことなど、神ならぬ身の何者にも叶かないません。それよりも……すぐ足元の身近なところに、何か素晴らしいものがあって、それを見つめて過ごせるのなら……それはそれで、また尊いことではありませんか？」

「……そうかなぁ」

　惣太は反射的にその言葉に反発した。そういうのは刹せつ那な的っていうんじゃないだろうか？　楽しけりゃいいってものでもない、そう感じる。

「私のような者には、望みようもない贅ぜい沢たくです」

　惣太はその言葉に何も言えなくなる。

　遠い眼差しで嘯うそぶくリァノーンの声音には、なぜかはわからないが、それでも胸が締しめつけられるような切なさがあった。

「こんなにも輝かがやきに満ちた世界……でも、私がすべてに思いを致いたすより早く、この灯は消えてしまうのでしょう。何もかも、瞬またたく間に行き過ぎてしまう、いつだって、そうだった……」

　惣太はいつかの夢の中で、彼女に見せられた幻げん視しを思い出していた。

　いったい彼女は、今日までに何度、こんなふうに夜の街を見たことがあるんだろうか？

　異なる時代の、異なる国で、様々な人の営みを前にして、何を思ってきたんだろうか。

　今の自分のように、彼女の傍かたわらに立って青あお臭くさい愁しゆう嘆たんを漏もらした〝人間〟も、何人もいたのかもしれない。

　惣太は、急にさっきまでの自分の考えが卑ひ小しようなものに思えてきた。

「人は過ぎ去る時間を惜おしみ、限りある寿じゆ命みようを憂うれえるけれど……だからこそ定命の者は、不死者とは比ひ較かくにならないほど豊かに、時の流れ方を感じ取ることができます。鳥が春に湧わきたつ気持ち、草花が夏を讃たたえる気持ち、虫たちが秋を儚はかなむ気持ち……もう私には、思い出せない」

「そんなの……俺にもわからない」

「いいえ。耳を澄すませば聞こえるはずです。心で感じ取れるはずです。命とは、流れ過ぎる時を唱うもの。人もまた、その斉せい唱しように加わる命のひとつ……けれど、私は違ちがいます」

　惣太は彼女の言っていることが完全には理解できなかった。しかし、何となく直感に訴うつたえるものは感じていた。

　さっきの電気の話とはまるで立場が逆だ。そう思うと少しおかしく感じる。

　こんな会話をしていると、惣太は、あらためて、ただの女の子とは違うリァノーンを思い知る。現代風の服を着て、にこやかに笑っている彼女をながめていると、ついつい忘れてしまいがちだが……彼女は人間とは違う。

　惣太がふと気がつくと、店内には他の客が一人もいなくなっていた。

　暇ひまを持て余して厨ちゆう房ぼうに集まったアルバイトのウェイトレスが、彼らのほうを窺いながら何やら囁ささやきあっている。まずいことに、どうやら注目されてるようだ。

「そろそろ、出ようか」

「そうですね」

　リァノーンもまた、察してくれていたらしい。惣太の言葉に一も二もなく頷うなずいた。

　……惣太はリァノーンが人目を忍しのぶ身だということを一応意識していることがわかり、多少、ほっとする。

　レストランを出てしばらく人通りの疎まばらになった夜道をのんびりと歩きながら、惣太は意を決して切り出した。

「ひとつ、訊ききたいんだけどさ……」

「何でしょう？」

「二〇〇〇年も生きるって、どんなだ？」

　神しん妙みようになって訊く惣太に、愁うれいを含ふくんだ微び笑しようを向けるリァノーン。

　惣太は、夢の中で、何度も同じ表情を見かけた。

「それをわかっていただくには、二〇〇〇年かけて語らなくては」

　寂しげなリァノーンの様子に、惣太は返す言葉を見つけられない。

「……いいえ、それでも語り尽つくせないでしょうね。ただひと言で言うのなら……寂しいものです。己おのれの時間は止まっても、世界の時間は止まらない。去りゆく時の流れに、ただ置き去りにされるだけのことですから。何ひとつ保てず、留められず、ただ行き過ぎるのを見送るばかりの久く遠おん……喜ばしいわけが、ありません」

「……うん」

　不老不死、永遠の若さ……それを羨うらやむ人間は、いくらでもいる。だが惣太はそんなものにこれっぽっちも魅み力りよくを感じたことがなかった。むしろ忌いまわしいとさえ思う自分は……ひょっとして余よ程ほどの馬ば鹿かなんだろうかと、そう思ったことも何度かある。

　だが彼は今はもう、持論の正しさを疑いようがなかった。いつか潰ついえる命だから、だからこそ大切で、価値があるのだ。そんなふうに断言することは、ある意味、リァノーンには悪い気もしたが……

　しかし、リァノーンもそう考えているなら……

「君は……どうして、吸きゆう血けつ鬼きに？」

　訊きにくい質問だったが、ついでに訊いてしまう。もうずいぶん以前から惣太の頭に引っかかっていた疑問だった。

「私は……」

　目を細めて遠くを見みやるリァノーン。

「まだ人間だった頃ころの私は、神に仕える巫女みこでした。私のこの力は、神から預かったものなのです。私を介かいして、ある尊い方に引き渡わたすために」

　力を……引き渡す？　というのは、つまり、

「誰だれかを吸血鬼にする、ってことか？」

「そうです」

　惣太は絶句した。人を吸血鬼にする神様？

「いったい、何を崇あがめてたんだ？」

「森に住まう闇やみ夜よの主です。生いけ贄にえと引き換かえに狩かりと戦いくさを守護し、豊ほう穣じようを約束する神でした」

「へ、へぇ……」

　アミニズムどころか、現代の日本人の例に漏れず、そもそも宗教という概がい念ねんを正しく理解できていない惣太には、彼女の言っていることが把は握あくしきれなかった。

　二〇〇〇年前の宗教ってことは、キリスト教より古いわけだし、場所によってはまぁ、そういう神様もアリだったんだろうな。原始宗教、ってやつか……うろ覚えの知識を総動員して、そんな感想をおぼろ気に持っただけだった。

「じゃあ、君はその……誰かエライ人を吸血鬼にするために、そんな身体からだに？」

「そうです」

　疑いないほどキッパリと答えるリァノーン。

「これまで私が夜の眷けん属ぞくに加えた者は、幾いく人にんかおります。ですが、不死の肉体だけでなく、私がこの身に預かったすべての力を譲ゆずり渡せるのは、ただ一人。夜や魔まの森を統すべる威い風ふうの御お方かたのみ……その役目を、私はまだ終えていません」

　最後の言葉はひどく寂さびしげな遠い眼まな差ざしとともに宙に消えた。

「……ふぅん」

　惣太の視線も釣つられて夜空にむかった。夜魔の森を統べる威風の御方……そいつはまだ、二〇〇〇年かかっても見つけ出せずにいるということらしい。

　リァノーンの力……ただの吸血鬼のように不死身だとか怪かい力りきだとか、そんな次元のものではないのは惣太にもわかっていた。

　彼が目の当たりにしただけでも、指一本触ふれずボウガンの矢を受け止めたり、車を吹ふき飛ばしたりしていた。その力を受け継つぐ資格があるような人間を、彼女はずっと捜さがしているわけだ。

　理由や事情はわからないが、ことが宗教がらみとなれば、ありそうな話だと惣太は思う。

　人間を吸血鬼にする宗教……数日前の彼が聞いたらそいつは極きわめつきの邪じや教きようと思ったことだろう。

　だが……その吸血鬼は、イノヴェルチの造った連中みたいな怪かい物ぶつとは違う。

　いま目の前にいるリァノーンがそうだった。

　こうして話せばわかり合えるし、笑ったり泣いたりもする。

　吸血鬼なら誰しも邪じや悪あくというわけではなく、要は咬かまれた人間次し第だいなんだろう……そこまで思いを馳はせ、そこではたと、惣太は見過ごせない疑問に行き当たった。

「じゃ、俺を咬んだのは、いったい……？」

　そうだ。自分はリァノーンに選ばれるような由ゆ縁えんなんてこれっぽっちもない。別に英えい雄ゆうでも何でもないし、吸血鬼の力を御ぎよしきれるわけでもない。いざヴェドゴニアに変身すれば、自分の凶きよう暴ぼう性を抑おさえ込むためにひと苦労する。

　惣太にはどう考えても、自分が彼女の言う相応ふさわしい要素を持っているとは思えなかった。

「君は吸血鬼にする相手を、慎しん重ちように選んでるわけだよな？」

　しかし、惣太のその問いに、彼女は驚おどろくような返事を返した。

「はい。だからこそ貴方あなたは……いえ、貴方こそ……私がすべてを譲り渡せる御方と……」

「お、おいおい……」

そんな馬鹿な！　惣太は思わず大声で聞き返すところだった。

　二〇〇〇年捜し続けた相手が、自分だったとでも言うのか？

〝尊い御方〟なんて言うぐらいだから、どこかの王様とか徳の高い坊ぼうさんでも捜してるのかと思いきや……そこでなぜ自分がでてくるのか？

　惣太はとまどいを通り越こして、呆あきれにも似たものを感じてしまう。

「俺がそんな、ご大層な人間に見えるか？」

　リァノーンはその一いつ瞬しゆん、ひどく苦しそうな表情を浮うかべたが、惣太は見み逃のがしてしまった。

「ごめんなさい。本当に」

　リァノーンは目を伏ふせて、今にも泣き出しそうな表情で謝った。

　彼女を責めたつもりはなかった。惣太は慌あわてた。

「こんなことをする前に、まず貴方の意思を確かめるべきだった。貴方は、永遠の命など……求めてはいなかったのですものね」

「そりゃ……」

　惣太にとって当たり前の話だった。

「安心してください。今夜ひと晩、どうか、それだけ堪たえ忍しのんで頂ければ……貴方は、元の人間に戻もどれます」

「ほ、本当か？」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に言うリァノーンに、むしろ惣太は面めん食くらった。

「はい」

　さっきの取り乱した様子も消え、リァノーンは優やさしげな微笑ほほえみで答えた。

　惣太の肩かたから安あん堵どでどっと力が抜ぬける。

　人間に、戻れる。これ以上何の犠ぎ牲せいもなしに。

　やはり、リァノーンは、解決をつける方法を知っていた。早まらなくて正解だった。べつに確証があったわけじゃないが……惣太は自分の判断が間ま違ちがっていなかったことを、それこそ夜の森の王にでも感謝したくなった。

「そのかわりに……ひとつだけ、お願いが」

「いいよ。何だって」

　安堵感から思わず安やす請うけ合いをしかけて、惣太は思い留とどまった。

「あのさ、それって……俺にできること？」

「……」

　念のために聞いてみた惣太だが、そんな彼の問いに、なぜかきまり悪そうに、リァノーンは言葉をにごす。

「難しいことでは、ない……と、思うのですが」

　はっきり言えないことなのかと思い、惣太はますます不安になる。いったいリァノーンは自分に何をさせようというのだろう？

「いえ、いいんです。その……気になさらずに」

　しかし、リァノーンは深刻な惣太の表情を見てひどく慌てたように俯うつむいてしまった。

「……忘れてください。今の話は」

　口の中で何やらぼそぼそと続ける。心なしか顔が赤い。

「……？」

「いずれにせよ、貴方の身体は元の状態に戻します。必ず」

「あ、あぁ」

　少し引っかかったが、惣太はそれ以上追つい及きゆうしようとはしなかった。

「最初の場所に、連れて行ってもらえませんか？」

「最初？」

　リァノーンは面おもてを上げ、ほっと一息吐つくと、真顔に戻って惣太に言った。

　いきなりの申し出に、惣太はオウム返しに聞き返してしまう。

「私たちが初めて逢あった、あの森です。嵐あらしの夜の」

　言われて惣太は気づく。アパートの近所の、例の公園のことだろう。

　それにしても、なんであんな所に行きたがるのだろう？




　　　　†




　地を這はう喧けん噪そうを俯ふ瞰かんする、上空……とあるビルの屋上、街を照らすイルミネーションの陰かげに身を潜ひそめ、ギーラッハは沈ちん鬱うつな面おも持もちで、主リァノーンの仕草を見守っていた。

　姫ひめの笑え顔がおを拝見するのは、何百年ぶりのことか……いや、ああも晴れやかな表情を見たのは、初めてのことではないか？

　喜ぶべきだ。心沸わき立っていいはずなのだ。

　リァノーンの従僕たる身であれば。

「……」

　にも拘かかわらず、なぜにこの胸は騒さわぐのか？　自問自答を繰くり返すうち、ギーラッハの胸中に、ひとつの疑念が形を成す。

　あの伊藤惣太という少年、はたして己おのれの運命を、正しく理解しているのかどうか。

　つい先日までは、運命を拒こばみ、ハンターどもの走そう狗くに成り果てていたような手合いである。未まだリァノーンを危めるような挙に出ていないのはまず上等としても、さりとて惑まどいを断ったとも思えない。

　奴やつは……未だ人の暮らしに未練があろう。

　さもなければ、なぜこんな界かい隈わいを徘はい徊かいする？

　図らずもギーラッハは、イノヴェルチに先んじて二人を見み出いだす幸運に恵めぐまれた。が、これ以上徒いたずらに人里に留まれば、その天てん恵けいも水すい泡ほうに帰す。

　遠からず猟りよう犬けんどもは姫の居場所を嗅かぎ当てよう。

　今すぐにも旅立てば、彼奴きやつらの手の届かぬ場所まで逃のがれ果おおせるものを……歯は痒がゆい。

　だがそれでも、いま即そく座ざに姫の元へと馳はせ参じるのは気が退ひける。

　戦場の血臭の染しみついたこの体たい軀く。

　今、晒さらすにはあまりにも……姫の笑顔が眩まぶしすぎる。

　願わくば今しばらく、この夜に歓かん喜きと安あん寧ねいを唄うたって頂いただきたい。

　脇わきに侍はべる少年の胸中が気き懸がかりではあるが……今のギーラッハにできることといえば、こうして陰かげから見守ることばかり。

「だが、もしも……」

　それでも騎き士しは、己に問わずにはいられない。

　もしも奴が、姫に相応ふさわしくないような男であったら？

　ギーラッハは瞼まぶたを閉とざし、詮せん無ない猜さい疑ぎ心しんを締しめ出した。

　仮にも姫の選んだ男だ。間違いはない……そうあって欲ほしい。




　　　　†




　早朝の森林公園はしんと静まりかえっていた。

　ジョギングや犬の散歩などで近くの住民が訪おとずれるまで、まだ一、二時間ほど余よ裕ゆうがある。立ち並ぶ木々は未いまだ黒々とシルエットのみで空にそびえ、玉たま砂利じやりの小こ径みちは常人が歩くには、今ひとつおぼつかない。

　空の闇やみ色いろもまだ濃こい。しかし、あと一時間と保もたず白み始めるだろう。朝はもう、そう遠くない。

「あのさ……また陽ひが昇のぼる前に、隠かくれる場所を探さないと」

「いいんです。大だい丈じよう夫ぶ。朝には、すべてが終わっていますから」

　リァノーンは不思議な明るさで惣太の薦すすめを一いつ笑しように付した。

「いや……」

　惣太は困こん惑わくする。吸きゆう血けつ鬼きの身から解放される自分は大丈夫かもしれないが、リァノーンはそうもいかないだろう。

　ここから彼のアパートはすぐ近くだ。いざとなったら、そこで昼間の陽光から彼女を匿かくまおう、そう思って、惣太は無理に納なつ得とくすることにした。

　……人間に戻った後まで、リァノーンに関わりを持つっていうのは、賢けん明めいなことじゃないかもしれない。今夜ひと晩、ずいぶんと和なごんだ時間を過ごしてしまったが、本来なら彼女はモーラ達やイノヴェルチに追われている身なのだから。惣太はそうも思ったが、かといって自分の用件がすんだからといって、直後に彼女を放ほうり出すのもはばかられた。

　とりあえず、急ぎ例の場所へ行き、リァノーンの用事とやらをすまそう。

　そう思い、惣太はやや急ぎ足で、朝あさ露つゆに濡ぬれた下生えをがさごそとかき分ける。

「なぁ、リァノーン」

　隣となりを歩くリァノーンに、惣太はさりげなく声をかけた。

「これから先……君は、どうするんだい？」

「先、ですか？」

「イノヴェルチとか、吸血鬼ハンターの連中は、これからもずっと君のことを追ってくると思う。まぁ、一昨日みたいな力が使えるんだから、夜の間は平気だと思うけど。また……捜さがしに行くのかい？　例の、その〝力を引き渡わたす相手〟ってのを」

　リァノーンはただ静かに微笑ほほえむばかりで、答えない。

「だってさ、俺はその……悪いけど……こうして突つっぱねちゃったワケだし」

「どうか、気になさらずに」

　そう言ってくれるのは惣太にとって有り難がたかったが、彼女がこれ以上の難なん儀ぎをするというのは、彼にしても心苦しい。

　しかし、リァノーンの返答は、意外なものだった。

「もっと早くに気づいておくべきでした。旅はもう、終わりです」

「え？」

「私が力を明け渡すべき人は……もう、この世にはおりません」

　いきなり何を言い出すのか……惣太は耳を疑った。

「この世にいないって、そんな……」

「夜の神の力を欲したのは、私の部族の王でした。私は神の力を身に宿したまま、彼に嫁とつぐはずでした」

　惣太は開いた口が塞ふさがらなかった。

　彼はてっきり、リァノーンが捜し求めているのは何かの資格なり素養なりを備えている〝誰だれか〟なのだろうと思っていた。

〝たった独り〟という意味が、まさか言葉の通り特定の一個人だったとは……もちろんそれは、かつてリァノーンが人として生きていた頃ころの人物だろう。つまり、二〇〇〇年前の……当然、今現在、生きてるわけがない。

「じゃあ、君は……」

　何のために、今日まで？　そう惣太が問うまでもなく、リァノーンは微笑んで答えた。

「妄もう執しゆうです」

　あくまで、さらりと。

「役目を果たせなかった無念。潰ついえた夢になお縋すがる執しゆう着ちやく……そんな浅ましい情念が、今日まで私を駆かり立ててきました。でもそれも、もう終わり。貴方あなたが気づかせてくれました。愚おろかな私を、詮無い夢から、目覚めさせてくれました」

　リァノーンの静かな、そしてどことなく虚うつろな微笑みを浮うかべたまま語る声を聞くうちに、なぜか惣太は申しわけない気持ちで一いつ杯ぱいになった。

「……ごめん」

「謝ることでは、ありません。むしろ、私が貴方に感謝しなくては」

　魔ま女じよだの、悪あく魔まだの、散々に恐おそれられてきたリァノーンだが、傍かたわらを歩くその横顔を眺ながめるうちに、惣太は彼女が哀あわれでならなくなった。

　認めたくない現実から目を逸そらす……往々にしてあることだ。

　だが、拒み続け、逃にげ続けて二〇〇〇年となると、なんという情の深さだろう。

　彼女の使命感がどれほどのものか、それを果たせなかった自分をどれだけ責めていたのか、惣太には想像もできない。が……そんな自責に、彼女はもう二〇〇〇年も苛さいなまれ続けてきたのだ。

「俺はさ……」

　他愛たわいもないこととは知りながら、それでも惣太は訊きかずにはいられなかった。

「どこか似てるとか、思い出させるとか、そういうことだったのかい？　その……君の、王様に」

「……はい」

　頷うなずくリァノーンの笑みは、ひときわ弱々しく寂さびしげだった。

「姿も、声も……生き写しでした」

「そう……か」

　そういうことか。惣太は納なつ得とくした。俺はただ成り行きでリァノーンに咬かまれたわけじゃない。それなりの理由があった。

　そうわかってみると、彼の気も少しは晴れた。この一週間あまり、ろくな目にはあわなかったが。

　ひときわ高い梢こずえに行き当たり、惣太は顔を上げる。いつの間にか、見覚えのある大木の根元にたどり着いていた。

　嵐あらしの晩、惣太が初めてリァノーンと会った場所。

　今回のこと、すべてはここから始まったわけだ。

　惣太は妙みような感かん慨がいに囚とらわれる。しかし、こんな所でいったいリァノーンは、何をしようというのだろう？

　彼女は淀よどみない動作で杉すぎの木の裏側に回り込むと、根元の黒土に腰こしを下ろし、背中を木の幹に預けて座った。

「惣太も、こちらに」

「え？　ああ……」

　わけもわからないまま、言われるままに、惣太もリァノーンと並んで腰を下ろす。

　いったい、何を……惣太がそう訊く前に、首にリァノーンの腕うでが廻まわされて、彼は彼女の胸に抱だきしめられていた。

「お、おい？」

「このまま……眠ねむってください。すぐに、すみます。ほんの一いつ時ときの間です」

　そんな、急に言われても……とは思ったが、どんな枕まくらよりも柔やわらかい彼女の胸に顔を埋うずめて、惣太はすぐに、不思議なほど安らいだ気分になってきた。

「眠って……」

　吐と息いきのように閑のどかな彼女の囁ささやきにいざなわれ、惣太の意識は水面に沈しずみ込むようにして、眠りの淵ふちへと落ちていく……その行き着いた先は、もう幾いく度どとなく通った、リァノーンの夢世界だった。
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　リァノーンの夢の世界。しかし、慣れ親しんだ場所のはずなのに、どことなく違い和わ感かんを感じる。

　景色も、明るさも、相変わらず……何の違ちがいもありはしない。

　なら、何が？

　地面に腰を下ろしたまま、大地を覆おおうベルベットのような苔こけにそっと指を這はわせ……そこで俺は、違和感の正体に気がついた。

　俺の手じゃない。指の長さ、肌はだの色、体毛の量……まるで違う。

　驚おどろいて、俺は自分の身体からだを見下ろした。

　……何だ、この衣い装しようは？　いつも夢の中に現れるリァノーンが着ているのと似たような、おそらく同じ文化圏けんの服。だが、首や手を飾かざる装そう飾しよく品ひんは、彼女のそれに輪をかけて豪ごう奢しやだ。

「リァノーン……!!」

　ようやく姿を現した彼女に、俺は泡あわを食って問い質ただした。

「俺は、いったい……」

「言わないで！」

　小さく抑おさえた、だが悲痛な想おもいに震ふるえる声で、彼女は俺を遮さえぎった。

「どうか……疑わないで。何も言わないで。ほんのしばらくの間でいいんです。その姿で……私の、アルガでいてください」

「アルガ……」

　俺がその名を聞いたのは、まだ夢を見始めたばかりの頃。

　あのとき彼女は、今にも泣き出しそうな表情で、繰くり返し俺に質していた。

　……『アルガではないのか？』と。

「今日がすんだら、笑ってください。憐あわれんでください。馬ば鹿かな女と蔑さげすんでください……でもせめて、今だけは」

　リァノーンの瞳ひとみから、こらえ切れぬように、ぽつり、と暖かな雫しずくがこぼれ落ちる。

「……お願い。どうかもう一度だけ、私の我が儘ままを許して」

　涙なみだながらに懇こん願がんするリァノーン。

（そういうことだったのか……）

　彼女は無念と言っていた。妄執と言っていた。それがただの使命感から来る言葉なら、俺には理解も及およばなかったが……人を想い慕したう気持ちなら、誰の心にだってある。今になってようやく、俺はリァノーンの胸中を理解した。

　部族の王に嫁とつぎ、神の力を引き渡わたす。それは巫女みこである彼女の使命であり……そして女としての悲願だったのだろう。

　その思いを果たせずに、ひとり不死のまま二〇〇〇年の時を過ごしてきた彼女は、そのアルガという男の面おも影かげを俺に重ねたとき、ついに堪こらえきれなくなったのだ。有り得ないと知りながら、それでも俺がアルガであってほしかったんだろう。

　愚かしい……そう笑うことはできなかった。そんな彼女の気の迷いのせいで、死ぬか生きるかの目にあった俺だが……今はらはらと涙をこぼしながら、哀あい切せつに訴うつたえる彼女を前にして、腹を立てることはできなかった。

　さっき言っていた……これが彼女の頼たのみごとだったのだ。

　ついに実らなかった、遥はるか昔の想いに報むくいるための、そのための、猿さる芝しば居い。

　難しいことではないはずだと、そう、リァノーンは言っていた。

　かもしれない。確かに彼女は美しく、その涙に暮れる様は、心動かされるほどに可か憐れんで……男なんて単純な生き物だ。ともすれば、そんなリァノーンの身体からだを腕に抱く俺は、気を許せば劣れつ情じようの虜とりこになってしまうだろう。

　だが、本当にそれでいいのか？

　そんな欺ぎ瞞まんで、偽いつわりの幸福で、彼女を満足させていいのか？

　ろくに決意もできないうちに、俺はリァノーンのたおやかな手に押され、草むらに押し倒たおされていた。

　縋すがるように身を寄せる肌の柔らかさと弾だん力りよく……それを意識した途と端たん、甘かん美びな痺しびれが頭の芯しんを麻ま痺ひさせる。

「お願い……」

　リァノーンの目から流れ出た涙が、頰ほおを伝い落ちて俺の胸に散る。こんなこと、許されるはずもない。返す返すもそう思う。

　俺は、アルガなんて名前じゃない。そんな男は知りさえしない。

　彼がリァノーンをどんなふうに愛したか、俺は知りもしないのだから、再現できるはずもない。

　……だがそんな拙つたない噓うそで、彼女が満足してくれるというのなら……

　手を差し伸のばし、彼女の頰を濡ぬらす雫をそっと拭ぬぐう。俺のその手を、リァノーンは縋りつくようにして摑つかみ、何度も頰をこすりつける。

「アルガ様……」

　万ばん感かんの思いに言葉もなく、俺はただ頷くだけにした。

　俺ひとりが噓つきになればいい。それだけのことだ。偽りの優やさしさ。偽りの想い。

　俺がリァノーンを癒いやしてやれる術すべが、それ以外にないのなら、俺は噓つきで構わない。同情でも、哀あわれみでもない。

　今、まぎれもなく彼女に惹ひかれて、彼女を求めている俺が、欲望に身を任せて、卑ひ劣れつな手段に訴える……そういうことだ。

　俺は彼女の背中を搔かき抱いだいて、胸むな板いたに押し当てられた髪かみの匂においを嗅かいだ。一言も発さずに、ただ両手で思うさま彼女の肌を貪むさぼった。

「あぁ……」

　リァノーンが感かん極きわまったように顔を上げる。

　しかし、その瞳の中に映っているのは……やはり、俺の顔だった。

「いいのかい？　俺の……姿」

「いいんです。貴方あなたは伊藤惣太であって、それでもアルガなのですから」

「……？」

　わけ知り顔の微び笑しようと謎なぞめいた言葉に、戸と惑まどう俺。

「その昔、貴方は偉い大だいなるアルガ王だった。私に愛を誓ちかってくれた。ただ、それを覚えていないだけ……是ぜ非ひもないことです」

「……え？」

　リァノーンが何を言っているのか、俺にはさっぱり理解できない。

「流る転てんする生命の環わの中で、魂たましいだけは不ふ滅めつ。でも記き憶おくは、肉体とともに潰ついえます。この世のどこかで、生まれては滅ほろんでいるはずの貴方の身体を、流転する貴方の魂を捜さがし求めて、わたしは二〇〇〇年を費やしました」

「そんな……」

　俺が、生まれ変わりだとでも言うのか？　リァノーンの恋こい人びとの？

　そんな馬鹿げた話が……いや、輪りん廻ね転生が馬鹿げているというのなら、吸きゆう血けつ鬼きだって同じぐらい馬鹿げてる。

　俺にとっては科学で証明できるか否いなかなんて、とっくの昔に意味をなくしてる。だから要は、信じるか否かだが、それにしたって……

「貴方が、私を知らなくてもいい。まるで違う姿でもいい。それでも私はもう一度だけ、貴方に会いたかった。抱だきしめて、貴方の声で、愛を囁ささやいてほしかった。そのためなら無限の歳月も、私は堪たえ忍しのぶつもりでいた」

　リァノーンは、信じている。俺の理解を超こえた根こん拠きよがあるのか、それとも彼女の哀かなしい妄もう想そうなのか、それはわからない。

「永かった。本当に……でも今夜、やっと私は想いを遂とげた」

　だが、どんなに突とつ拍ぴよう子しもない言葉であれ、俺が一いつ笑しように付して終わらせるには、あまりにリァノーンの想いは哀切に過ぎる。

「貴方の魂……愛いとしいアルガの魂と同じ輝かがやきを放つ魂こん魄ぱくを、あの嵐あらしの夜に見つけたとき……私は喜びのあまりに前後を忘れてしまいました。それが元で貴方の被こうむった災さい厄やくには……お詫わびのしようもありません」

「……」

「だからせめてもの償つぐないを、これから……」

　リァノーンは俺から身を離はなし、立ち上がった。

　俺も慌あわてて起きようとしたが、なぜか身体からだの自由が利きかない。

「……？」

「ごめんなさい。最後のお別れのときにまで、貴方を謀たばかってしまって……」

　夢が終わる。景色が厚みと質量を失い、波に洗われる砂絵のように崩くずれていく。

　だが俺は、形のない世界に囚とらわれたまま、遠ざかる彼女を為なす術すべもなく見守って……

　夢から覚めるのは……彼女だけ？

　俺をこのまま眠ねむらせたまま、独りだけ先に夢の世界から抜ぬけ出す気か？

「何を……どうしてこんな？」

　すでに手を差し伸べても届かない遠くへ行ってしまったリァノーンに、俺は声を張り上げて問い質ただす。

　なぜ俺を置き去りにする？　俺が……邪じや魔まなのか？

「許してください。最後までわがままな私を。私は、どうしようもなく弱い女です。こうでもしないと、貴方の優しさを振ふり切れない」

　俺は直感的に悟さとった。俺との離り別べつに際して、リァノーンは……何かとんでもないことをしでかそうとしている。

　こんなふうに俺を束そく縛ばくしなければならないこと、俺が邪魔になるようなこと、彼女の言うところの〝優しい〟俺が、決して認めないようなこと。

　俺を人間の身体に戻もどす、そうリァノーンは約束した。それがどんな手段によるものなのか、俺は考えもしなかったが、〝せめてもの償い〟って、まさか……

「死ぬ気なのか、君は……!?」

　リァノーンは否定せず、ただ静かに微笑むだけだった。

「私は、あまりにも永く生きすぎて……そしてもう、思い残すこともありません」

「馬ば鹿かはよせ!!」

　思わず俺は叫さけんでいた。

「それじゃ……あんまりじゃないか!!　解決でも何でもないぞ!!」

　一人救うために一人が死ぬなんて、何の救いにもならないじゃないか！

　そういう結末を避さけられると思って、俺は喜んでいたっていうのに……

「こうするしか他ほかに、ないのです。貴方を巻き込んでしまったときから、覚かく悟ごしていました。魂はアルガでも、今の貴方には伊藤惣太としての人生がある。それを奪うばうことになるぐらいなら……いっそ私が、この忌いまわしい生を絶とうと」

「俺のことはいい!!」

　俺はもう前後の考えもなく、ただリァノーンを引き留めることしか頭になかった。

「俺は君を殺してまで、もとの身体に戻りたいなんて思わない。だからやめろ、リァノーン！」

　そんな俺を哀れむように、彼女は喜びと哀しみの綯ない交ぜになった微笑を見せた。

「本当に貴方は、今も昔も変わらずに……優しい御お方かた」

　リァノーンの姿が薄うすらぐ。彼女の存在が消えていく。

　目覚めなきゃ。俺もどうにかして目覚めて、彼女を思い留とどまらせなきゃ……

　そう思って足あ搔がきながらも、俺は彼女とともに見た夢の世界から追放されて、自分独りだけの眠りの中へと墜つい落らくしていく。
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　リァノーンは、傍かたわらに眠る惣太の横顔に見入った。

　惣太が眉まゆをしかめ軽く首を振る。

　もしかしたら、夢の中で、いつまでも現れない自分を捜してくれているのかもしれない。そう思い、リァノーンは惣太の顔にかかった前まえ髪がみをそっと払はらいのける。

　かの王の悲願はついに遂げられず、その国もまた滅び去り、誰だれの記憶にも残っていない。

　だが幾いく星せい霜そうを重ねた時の果てで……想おもい人の魂はふたたび肉体を得て、活いき活いきと生命を謳おう歌かしていた。

　それを確かめられただけでも、リァノーンは満足だった。

　だからもう、終わりにしよう。これしか他に、救いはない。

　滅び得ぬ命、無限の時間。

　この人には……惨むごすぎる。

　リァノーンは、惣太がカオリという少女から借りて用意してくれた服を脱ぬぎ、きちんと畳たたんで、眠る惣太の傍らに置いた。これは返さなくては、きっと惣太が困るだろう。

「さようなら。愛しい人……」

　最後に惣太を一いち瞥べつすると、リァノーンは裸足はだしを朝あさ露つゆに濡ぬらし、もはや白く明け始めた森の奥へ粛しゆく々しゆくと歩みを進めた。

　森の中、蕭しよう々しようと歩を進めながら、リァノーンは風を操あやつって、足元の枯かれ葉はを集めていった。

　通り過ぎる彼女の後を追うように、森中から吹ふき集められた枯葉が、がさがさと地を這はいながら彼女の後に付き従う。

　少し開けた場所に出たところで、リァノーンが振り向くと、そこには薪たきぎとして充じゆう分ぶんな量の落葉が小山を造っていた。

　立ち眩くらみにも似た脱だつ力りよく感かんは、念力を酷こく使ししたせいだ。ここ数日のうちに立て続けに発揮した超ちよう常じよう能力。惣太や老ろう猫びようからの吸血も、決してそれに見合う量ではなかった。

　家か畜ちくのような拘こう束そくに身を任せていた頃ころの吸血では、身体の渇かわきは癒いやせても、魔ま力りよくの補ほ充じゆうまでには至らなかった。

　その意味では……すでに彼女は一世紀近く、正しい形で生いけ贄にえの血を呷あおっていない。神秘の力はほとんど涸かれかけている。

　茫ぼう洋ようと意識の霞かすむリァノーンは、今や立っているのもやっとの状態だった。

　それでも、最後の力を視線に集めて、彼女は薪の頂を白熱化させる。

　灯ともされた微かすかな火種は、瞬またたく間に乾かん燥そうした枝葉に燃え移り、やがて轟ごう々ごうと朝焼けの空を焦こがす炎ほのおの柱になる。

　時を超こえた不ふ滅めつの身体も、炎の前では理に従い、灰に帰す。

　いつか訪おとずれるはずだったこの日。

　それはリァノーンにとって、待ちわびた終局だった。

　今夜こうして肉体を捨て、ついに輪りん廻ねの輪へと加われば、あるいは……いつかまた悠ゆう久きゆうの時の果てで、アルガの魂たましいとめぐり逢あえるかもしれない。

　すべてを諦てい観かんに封ふうじ込め、安あん堵どさえ覚えながら炎へと歩み寄るリァノーン。

　……だがそこで、ふいにリァノーンは誰かの視線を感じ取り、振り向いた。

　古式な緋ひ色いろのマントの内側で、鋼はがねの紅揃ぞろえがカチャカチャと音を立てる。愚おろかしいまでに誠実で真しん摯しな視線が、彼女の瞳ひとみを真っ向から見つめていた。

「……どうかお待ちを、姫ひめ」

　朝あさ靄もやを押し分けて現れた巨きよ軀くに、リァノーンは嘆たん息そくする。

「ギーラッハ……」

「傷心のほど、お察しします。しかしどうか、ご諦観を。貴女あなたはあまねく夜の狩人かりゆうどの上に君臨する御方。あのような下げ賤せんの者に惑まどわされて、己を見失うなど……あってはなりません」

「およしなさい」

　騎き士しを見やる彼女の表情は、どちらかと言えば哀あわれみに近い。

　愚ぐ直ちよくなほどに一いち途ずな騎士の口上は、リァノーンが予期した通りのものだった。

「もはや人間は、何者にひれ伏ふすこともない。荒こう神じんを畏おそれ敬い、崇あがめ奉たてまつる時代は過ぎました。疫えきも、干かん魃ばつも、冷害も、人の子たちは己が英知をもって乗り越こえていくことでしょう。かような時代に、贄にえを求める森の神など……誰が加護を求めるものですか」

「……」

「それがわからぬお前ではあるまいに。ギーラッハ、なぜ、いたずらに私に傅かしずくのです？」

「このギーラッハは、永久に御おん姫ひめの下僕なれば……」

　その答えは、ギーラッハにとって、この六〇〇年の間、決まり切ったことだった。

「およし」

　それを、必要以上にきつい一声で、リァノーンは突つき放す。

「私は、ただ浅ましいばかりの因いん業ごうな女。時を超える修身さえ務まらぬこの身が、神を名乗るなどおこがましい。惑まどわされているのはお前です。この期ごに及およんで、なぜ私を見限らぬ？　曇くもらぬ目で私を見ていれば、とうに幻げん滅めつしているはず」

「何を……申されますかっ」

　続けて何事かをまくし立てようとするギーラッハを、リァノーンは手で制する。

「ギーラッハ、お前は強き男。滅ほろびの運命に阻はばまれぬ限り、いつか追い求めた真理に至ることでしょう。かつてそう望んだお前を、不死の眷けん属ぞくに加えたこと……私は後こう悔かいしていない」

「姫……」

「ともに歩めぬ私を、許しておくれ。私は……もう、疲つかれた」

　そう言い残して踵きびすを返し、リァノーンは篝かがり火びへと向き直る。

「お待ちを！」

　させじと、一歩詰つめ寄るギーラッハ。

「寄るでない」

　厳しく一いつ喝かつして、リァノーンが圧力を秘ひめた視線を差し向ける。途と端たんに、目には見えない障しよう壁へきが、突とつ進しんしようとするギーラッハの巨軀を押し返す。
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「どうか……どうか今一度、ご熟じゆく慮りよを！」

　恭うやうやしい物言いとは裏腹に、騎士はリァノーンの念力に抗あらがって踏ふみとどまり、鉄の意志でもってじりじりと詰め寄る。

　リァノーンが、その身に備わった力を存分に発揮していれば、人ならぬ魔ま人じんの騎士とて木こっ端ぱ同然に吹き飛ばされていただろう。

　だがかつてないほどに消しよう耗もうした彼女の念動力では、ギーラッハの剛ごう力りきを封じ込めることは叶かなわない。

　激しい疲ひ労ろうとともに、みるみるうちに力が抜け、意識までもが遠とお退のいてゆく。

「やめ……なさい……ギーラッハ……」

「……否いな」

　決然と否定しながら、また一歩ギーラッハはリァノーンとの距きよ離りを詰める。

「……!!」

　そして、限度を超えた力の酷使に、ついにリァノーンの意志力が屈くつ服ぷくした。

　頽くずおれる身体からだは、だが地に伏せる寸前で逞たくましい力に抱だき留められる。瞬しゆん時じにリァノーンの傍かたわらまで馳はせ参じたギーラッハの腕だった。

「お許しを……」

　彼の絞しぼり出す悲痛な声を耳に残して、リァノーンは意識を失った。
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　やっとの思いで眠ねむりから覚め、惣太は弾はじかれたように飛び起きた。

　あれから現実にどれだけの時間が過ぎ去ったのかはわからない。

　頸くびの傷は……まだ消えていなかった。すぐ傍そばには、リァノーンが脱ぬいでいったとおぼしい香織の衣服がひと揃そろえ、きれいに畳たたんで積んである。

　なぜ？　服など脱ぎ捨て、彼女はいったい何をするつもりなのか……

〝旅の終わり〟というのは、まさか……

　慌あわてて惣太は周囲を見回し、すぐさまその一角に、明らかに朝焼けとは違ちがう空の赤さを認めた。

　公園のどこかで、火が焚たかれている。

　彼女だ。間ま違ちがいない。惣太はそう直感した。

　自分自身を焼くために、火を熾おこしている。

　吸きゆう血けつ鬼きといえど、身体を焼かれたらおしまいだ……邪魔な下草を蹴け散ちらして、惣太は力の限りに走った。

　首筋の傷きず跡あとは、まだ消えてない。まだ手て遅おくれにはなっていない。

　やがて木立の合間から、オレンジ色の炎ほのおが透すけて見えた。樹木の連なりの途と切ぎれた先で、大きな篝かがり火びが轟ごう々ごうと燃えている。

「リァノーン！」

　声を張り上げて名を呼びながら、空き地に駆かけ込んだ惣太を、予想外の人物が迎むかえた。

　炎の熱気にマントを翻ひるがえしながら、巨きよ漢かんの武人が射い貫ぬくような眼まな差ざしで彼を見み据すえていた。

　吸血鬼ギーラッハ。リァノーン手ずから不死者にしたという男。

　その足元には、全ぜん裸らのまま意識を失ったリァノーンが身を横たえている。

　どうやら間に合ったらしい……が、立ちはだかるギーラッハを前にして、単純に喜んでいいのか。

　甲かつ冑ちゆうの巨漢にはかつて立ち合ったときに感じた、物言わぬ大岩のような沈ちん着ちやくな雰ふん囲い気きがなかった。

　黙もく然ねんと口を閉とざしたまま、だが惣太を睨にらむ視線は憎にくしみに燃えている。

「……なぜ、貴様なのだ？」

　どれだけ時が過ぎたか。口にするだけでも苦々しいかのように、ようやくギーラッハは低く掠かすれた声を出す。

「つくづく、見下げ果てた奴やつ……今こ宵よい、貴様と巡めぐり合う運命を、姫ひめがどれだけ焦こがれて待ってきたことか」

　騎き士しの声が怒ど号ごうのごとく苛か烈れつなものに変わる。

「なぜに拒こばんだ？　怖おじたのか？」

「……」

　惣太には、その問いに答える術すべはなかった。

「俺は六〇〇年に渡わたり、姫様とともに在った。この御お方かたの願いも、悲しみも、すべて間近に見届けてきた。その結末が……これか？　自ら炎に身を投じるような、そんな末路を辿たどるためだけに、姫は今日まで堪たえ忍しのんできたというのか？」

　騎士は、ことの顚てん末まつに、確かに激していた。

「貴様ごときに、この御方の末路を決める由ゆ縁えんなどない。あってたまるものか、貴様ごときに!!　俺は認めんぞ。貴様ごときのために、我が姫が滅ほろびの道を歩むなど!!」

　複雑な心境のまま、それでも惣太は下腹に力を込めて身構えた。

「……どうしようっていうんだ？」

　或あるいは騎士の怒いかりは自分に向けられたものではないのかもしれない。

　しかし、リァノーンの思いと同じく、これも惣太自身が己おのが身に受け、すすぐべき因いん縁ねんのように思えた。

「去いね、と言いたいところだが……貴様をこれ以上生かしておいては、姫がまたつまらぬ惑まどいに囚とらわれる。お叱しかりを覚かく悟ごの上で、この場で斬きって捨てるが、忠」

　言いつつ、腰こしから巨きよ大だいな両手剣けんを、すらりと抜ぬいて軽々と構えるギーラッハ。

「覚悟せいよ小こ僧ぞう。人の世を惜おしんだのなら、人のまま滅めつするがいい」

　ギーラッハは、間違いなく本気だった。

　惣太には何の由縁もないが、だからって黙だまって殺される気もなかった。

　そもそも、この男は、現実にはイノヴェルチの手先なのだ。このまま行かせれば、またリァノーンを閉じこめて良からぬことを始めるに違いない。そう思うことで、惣太はギーラッハに対する敵てき愾がい心しんに火をつける。

「リァノーンを、どうする気だ？」

「貴様の知ったことではない。思い上がるなよ匹ひつ夫ぷが。リァノーン様は真の貴人。貴様ごときが気安く呼ばわるだけでも許しがたい」

「まったくもって、その通り」

　ふいに闇やみの奥から湧わいた声と同時に、焼けるような痛みが惣太を襲おそう。

　何が起きたかわからず、気がつくと地面と同じ高さにある彼の視界の中では、ギーラッハが長大な銀の矢を撃うち込まれた胸をギリギリと押さえつけている。

　とっさに落とした視線、そしてようやく戻ってきた左手の触しよつ覚かくから、惣太は自分もまた、胸を同様な矢に貫つらぬかれていることを知った。

　惣太、ギーラッハともに、お互たがいに神経を集中しすぎていた。

　伏ふしてのたうつ二人の前に第三の影かげが立ち現れる。

　驚おどろくほど細い身体からだにだぶだぶのコートを纏まとい、長い袖そで口ぐちからは惣太たちを貫いたものと同型の鋭するどい鏃やじりだけが数本、覗のぞいていた。

「貴様は……」

「お迎えに上がりました。ミスタ・ギーラッハ。首しゆ尾び良くリァノーンを保護なさったようで。流石さすがは三さん銃じゆう士しのおひとり」

　せせら笑うような女の声が答えた。

「ここから先は姫様は私に任せて頂きます。さすがにこれ以上、騎き士し殿どのに勝手なエスコートをお願いするわけには参りませんので。そもそも、あなた様が姫様を連れ出したりしなければ、こんな面めん倒どうは起こらなかったのですから。あなた様が最初に脱だつ走そうの手引きをしたことは、もうバレておりますのよ」

「クッ……！」

　ぎらぎらと憎しみを込こめた視線をコート姿の女に叩たたきつけるギーラッハ。

　先程、惣太を脅おどしていたとき以上に激していた様子なのは、不意打ちを食らわされたせいだけではなさそうだった。

　暗黒に沈しずみ込みそうな意識の中で、惣太はわけがわからなくなる。

　そもそも、ギーラッハがリァノーンを連れ出したとは？　まさか、予定外の場所で転てん倒とうしていたあの護送車は、ギーラッハの仕し業わざだったのか……

　女は外がい套とうを脱ぐと、全裸のリァノーンに被かぶせ抱だき上げた。

　コートを脱いだ姿は、やはり、キメラヴァンプ。白銀の毛皮に覆おおわれた細く俊しゆん敏びんそうな身体は狼おおかみというより貂てんやスグリを思わせた。針のような毛並みのあちこちに、筋肉で打ち出すらしい本物の銀の矢を生やしている。

「女性の肌はだはみだりに晒さらさぬものですわ」

　真っ赤な唇くちびるから針のような牙きばを覗かせ、艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、踵きびすを返す。

　追わなければならない。

　何にせよ、リァノーンをイノヴェルチの許もとに戻してはいけない。惣太は、どうにかして立ち上がろうと黒土を、下草を引き毟むしるが、まったく力が入らなかった。

　銀の矢は極きわめて心臓に近い場所を貫かん通つうしているらしく、失血してヴェドゴニアに変身する前に、身体の自由が利きかなくなる。

　霞かすんでくる視界の中で、紅の騎士が同じようにあがいているのがぼんやりと見えた。

　激しい動きに、鋼はがねの鎧よろいがガチャガチャ鳴っているはずだが、惣太の耳には、徐じよ々じよにテンポをゆるめる自分の拍はく動どうの響ひびき以外、最も早はや何も聞こえなかった。

　自分はこのまま死ぬんだろうか。弥沙子の、鏡子の、リァノーンの……そして香織の、誰だれの思いにも応こたえられぬままに。

　惣太は自分でも知らぬ間に悔くやし涙なみだをぼろぼろ流していた。その暖かさは辛かろうじてまだ感じられた。




『……人間に戻もどるのを諦あきらめるつもりなの？』

　そう質ただす香織の声が、頭の中に蘇よみがえる。

　……そうだよ。どうしようってんだ？　惣太は呆あきれ半分、自じ嘲ちよう半分に自問した。

　遮しや二に無む二にリァノーンを守ろうと手を尽つくした自分だが、そうすることの意味を、落ち着いて考えたことがあるのだろうか？

　今であれば……答えを出せてもいいはずだ。リァノーンを救いたい。何とかして……納なつ得とくのできる決着をつけたい。

　だがリァノーンを殺さない限り、自分は人間には戻れない。他ほかならぬリァノーン自身までもが、その手段に訴うつたえようとした以上、もう疑う余地はない。

　自分自身と、リァノーン。どちらを救い、どちらを見捨てるか？

　普ふ通つうなら考えるまでもない。だがリァノーンに懐いだいてしまった一時の感情が、決断の邪じや魔まをする。

　……結局のところ自分は弱虫なのだ……

　元に戻りたい。助かりたい。なのにそのための犠ぎ牲せい、避さけては通れない代価の支し払はらいに、どうしても踏ふみ切れない。

　そうやって選せん択たくを先延べにし……どんどん事態を悪化させる。

　そもそも最初からリァノーンをフリッツたちに差し出していれば……




　雨。ひどく激しい雨音が聞こえた。

　しかし、それははるか向こうに、くぐもって聞こえる。

　暗い……高い天てん井じようが見えた。

　古い、格式は高そうだが、いかんせん、長期間まったく手の入っていない、有あり体ていに言えば廃はい墟きよ、雨あま染じみだらけのその天井。

　そこからしみ出た雨あま粒つぶが、ゆっくりと彼の顔目がけて落ちてくる。

　惣太にはこの天井に見覚えがあった。

　ずいぶん懐なつかしく思えるが……いや、そんなに古い記き憶おくではないはずだった。

　どこだ……ここ。惣太は記憶を反はん芻すうする。知っている。ここを知っている。ひどく、嫌いやな事、ひどく、辛つらいこと、ひどく、ひどく……

　埃ほこりまみれの床ゆかに横たわっていた惣太は、上半身をガバと跳はね上げた。

　その目は、すぐに、突つきつけられたボウガンの鏃の冷たい輝かがやきに釘くぎ付づけになる。

「おぉっと、動くなよ。心臓を狙ねらってるからな。今夜は、コイツの矢を止めてくれる女め神がみ様はいねぇ。そうだろう？」

「フリッツ……」

「質問はひとつだ。リァノーンはどうした？」

　そう質された途と端たん、意識は鮮せん明めいに晴れ渡わたった。惣太は警けい戒かい心しんの塊かたまりになる。

　この男は、今はもう……彼の敵。

　護送車を襲おそった夜、フリッツは間ま違ちがいなく彼の命を奪うばおうとして、矢を放ってきたのだから。

　今も脅おどしでも何でもないだろう。下手に動けばフリッツは躊ちゆう躇ちよなく惣太を撃うつ。

「……と、訊きいてみたって答えやしねぇわな。もちろん」

　背もたれ付きの椅い子すを前後逆にして背もたれに大きく上体を預けているものの、愛用のボウガン付きカービンを構える姿には、寸分の隙すきも見受けられない。

　からかい半分の嫌いや味みな笑いは、飛び道具の絶対優位を誇ほこってのものか。

「ここは……」

　惣太はわかりきったことを尋たずねた。

　ガサつく胸むな元もとに無意識に手を当てると、乾かわいた血で固まった包帯に触ふれた。一応、怪け我がの手当てはしてくれたらしい。

「我らが古巣へようこそ、ってところかな」

　惣太は、緩ゆるやかに視線を巡めぐらせた。

　それまで視界に入っていなかった白い貌かお。モーラが無言のまま、それでも充じゆう分ぶんに厳しい視線で出で迎むかえる。

　言葉はなくてもそれだけで、容よう赦しやなく叱しつ責せきを受けている気分になった。

　惣太もまた、今さら彼女に面と向かって話せるはずもなく。ただ気まずい想おもいのまま視線を逸そらすしかなかった。

　どう言い繕つくろってみたところで、彼のやったことは彼女らハンターに対する妨ぼう害がいだったのだから。

「俺は……」

「おっと、こっちがオマエに訊ききたいことは只ただのひとつだ」

　フリッツはまるで惣太の話を聞く気がないらしい。

　惣太もあえて口を開く気がなくなった。

「つれないねェ。せっかく歓かん迎げいしてやろうってのによ。そのためにオマエの仲良しまで先に招待してあるんだぜ」

「……何？」

「来栖香織に網あみ野の鏡子。オマエの大事なガールフレンドだったよな確か」

「……!!」

　今度は本気で言葉を失ってしまう惣太。

　いったいどういう経けい緯いがあったのか知らないが、二人がこんな得体の知れない連中にのこのこ付いていくわけがなかった。間違いなく捕つかまえられたのだ。無理矢理に。

　だが、なぜ？　……考えるまでもなかった。惣太を屈くつ服ぷくさせるための人ひと質じちだ。

「来な、会わせてやるよ」

　フリッツがカービンで奥のドアをしゃくって見せた。




　客間に通された俺は、そこで香織と鏡子に対面した。

「惣太……！」

　驚おどろきと安あん堵どのない交ぜになった表情で、香織が椅子から立ち上がる。

　昨夜、惣太と別れたときの制服姿のままだが、見たところ、危害を加えられた様子はなかった。

　だが鏡子は……あろうことか拘こう束そく衣いを着せられて、無造作に床に転がされている。

　眠ねむっている……いや、気絶しているようだった。

　確かに敵方の操あやつり人形になっている彼女ではあったが、惣太には、それにしてもあんまりな扱あつかいに思える。

「そうやって捕まえて吸きゆう血けつ鬼きから隔かく離りしておけば、いずれは催さい眠みん術じゆつの効果も薄うすれるわ」

　彼の考えていることを察したのか、弁解するように、目を伏ふせて呟つぶやくモーラ。

　フリッツと違ちがって、無む辜この人間を巻き込むことに気き兼がねはしているらしい。

「本当に助かったぜ。そこの元気なお嬢じようさん、えらく協力的だったんでな」

「……ごめん、惣太。あたし、あんたとリァノーンのこと、何もかも話して……でもそうしないと、この人たち……その子に酷ひどいことするって言うから」

　香織が心底うなだれて、ポツリポツリと話す。

「フリッツ……！」

　俺の怒いかりの視線を、毎度のようにフリッツは平然と微び笑しようで受け止める。

「ま、そこのお嬢さんからは聞くだけのことを聞いちまったんでな。お次は伊藤惣太クンへの質問タイムってわけだ」

　飄ひよう々ひようと語りながら、フリッツは懐ふところから拳けん銃じゆうを抜ぬき、高らかに装そう塡てん音おんを鳴らす。

「さ、洗いざらい喋しやべってもらおうか。リァノーンはどこにいる？」

　フリッツの右みぎ肘ひじがぴたりと固まり、銃じゆう口こうが俺の胸元にぴたりとポイントされる。

「知るもんか」

　怒りを隠かくさず声音に出して、惣太は突っぱねた。

「知っていたって、教えない。あんたにだけはな」

「フン……」

　泰たい然ぜんと落ち着き払はらったまま、いつになく不気味な笑えみを見せるフリッツ。

「オマエを痛めつけてみたって、口を割らすにゃ効率悪い。で、趣しゆ向こうを変えてだな……こういうのはどうだい？」

　フリッツの構えた銃口は滑なめらかに宙をすべり、床に伏せる鏡子へピタリと据すえられる。

「……そんな!?」

　香織が怒りに眉まゆを歪ゆがませて、悲鳴に近い声で抗こう議ぎする。

「約束が違ちがうじゃない！　その子には何もしないって……あたし、ちゃんと全部話したのに！」

「黙だまってな。お嬢さん」

　抑よく揚ようのない声で香織を脅おどしつけ、そしてフリッツは冷ややかな流し目を俺に向ける。

「で、オマエはどうだ？　伊藤惣太。この娘むすめの脳ミソの色を見てみたいか？　この距きよ離りからブチ込みゃぁ……さぞやキレイに飛び散るぜ」

　湧わき上がる恐きよう怖ふを顔に出さないよう、惣太は懸けん命めいに心を静めた。

　ハッタリだ……そう思う。こんなやり方、モーラだって許すわけがない。

　とはいえ、ここで意地を張ったところで何になるというのだろう。

　そもそも、今の彼は尋じん問もんを受けるほどの情報は持ち合わせていない。こんなふうに鏡子を危険にさらしても、まったく無意味である。

「リァノーンは、イノヴェルチの化け物に連れて行かれた。あんたが俺を拾う前だ。俺は知らない。本当だ！」

「……ホォ」

　鼻を鳴らして嗤わらうフリッツ。明らかに……信用していない。

「オマエを拾った時、少し離はなれたところに、キメラヴァンプの死し骸がいらしい灰の固まりがあった。オマエはリァノーンを隠した後、イノヴェルチの追っ手と相打ちになっちまったんだ。違うか？」

　その時、もうギーラッハは居なかったのか？　惣太は一いつ緒しよに撃うたれたはずの騎き士しを思い出した。どうやら彼も死ぬまでには至らなかったらしい。

「違う!!　それをやったのは多分、ギーラッハだ！　あの赤い鎧よろいの吸血鬼だ!!」

「紅の騎士がか？　こいつはお笑いだ。〝三さん銃じゆう士し〟がキメラヴァンプを倒たおしたってか？」

　しまった。惣太はほぞをかむ。考えてみれば、事情を知らないフリッツにとっては、さぞかし支し離り滅めつ裂れつな噓うそに聞こえたことだろう。

「その子にかすり傷ひとつでもつけてみろ。俺は金こん輪りん際ざい……何も喋らないからな」

　惣太は深呼吸をして、声のトーンを一段落とした。

　今、細かい説明をしても聞いて貰もらえそうになかった。なら、とにかくこの状じよう況きようから脱だつして落ち着いて話せるようにしよう、そういった腹づもりだった。

「そいつァ困った」

　しかし、フリッツは、まるで惣太から、さも傑けつ作さくのジョークを聞かされたとでも言わんばかりに腹を抱かかえて大笑いする。

「なぁ、ところで惣太よ……人質は二人いるんだが、これがどういうことかわかるかい？」

「……」

「片方を潰つぶしても予備がある、ってことさ」

　そう言うや否いなや、フリッツは無造作に拳銃の引金を引いた。

　ガン！

　あまりにそっけない、あまりに無造作なフリッツの行動に、惣太は一いつ瞬しゆん、目の前の出来事を認識することさえできなかった。

　仰あお向むけに横たわる鏡子の、拘束衣の腹に黒点が穿うがたれ……赤黒い飛ひ沫まつが霧きり状じように飛び散って、床ゆかと壁かべに斑まだらの模様を描えがく。

　目前で映画のワンシーンを見せられているだけのような……惣太はそんな違い和わ感かんさえ感じていた。

「……ぁ……」

　香織はショックに目を見開き……だが言葉を失って、ぱくぱくと口を動かすばかりだった。

　噓だろ？　そんなに簡単に撃つなんて……そんな……あまりのことに惣太も思考をうまくまとめられない。

「……と、まぁ、こっちが本気なのを理解してもらった上でだな」

　そう、何事もなかったかのように平然と嘯うそぶきながら、まだ硝しよう煙えんを漂ただよわせている銃口を、フリッツは香織に差し向ける。

「あらためて訊きくぜ。リァノーンはどこだ？」

「……!!」

　鏡子の死と、それをもたらした目の前の銃口に恐怖して、さすがの香織も蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、悲鳴も出せずに怯おびえわなないている。

「フリッツ……」

　一度は、協力しあった仲。

　そんな思いが、最後の一線で惣太にブレーキをかけていた。

　だが今はもう、違った。

　彼らは鏡子を殺した。何の理由もなく、ただ彼らの勝手な都合のために……

　これでは、鏡子を襲おそって、操あやつった連中と、まるきり違わない。

　いや、惣太には、それ以上に許せなかった。

「てめぇッ!!」

　怒りのあまり自制を失って、惣太はフリッツに躍おどりかかった。

　たった今銃口を向けられている香織の安否、それを気き遣づかう理性さえ失っていた。

「！」

　フリッツにしてみれば……惣太が怒り狂くるうにしろ、まさか襲いかかってくるほど分別をなくすとは思っていなかったのだろう。

　脅しの通りに香織を撃つことだってできたはずだが、そうなれば惣太の一いち撃げきから身を護まもることは叶かなわない。

　咄とつ嗟さに標的を変えて銃口を惣太に向けたのは、長年にわたって身体からだに染しみついた戦士の本能だった。

　至近距離でのマズルフラッシュは、惣太にとって太陽を直視したかのように眩まばゆかったが……それでも彼は、銃を持つフリッツの左手首を、両手で鷲わし摑づかみにしていた。

「……惜おしかったな」

　搾しぼり出した声に、血の味が混じるのを感じる。弾たまは腹のど真ん中に当たったようだが、不思議と痛みは気にならない。

「心臓じゃ……ないぜ」

「くッ!!」

　俺の腹に押しつけられた銃口を、フリッツは懸命に上に向けようとするが、俺の手は奴やつの手首を摑つかんだまま微み塵じんも揺ゆるがない。

　火事場のクソ力、ってやつだろう。ふた回り体格の違うフリッツの腕わん力りよくに、俺は真っ向から立ち向かっていた。

「こ、このっ!!」

　罵ば声せいとともに、フリッツは俺の腹に突つき当たったままの銃を連射した。

　二発、三発……そのたびに火か炎えんと鉛なまり玉だまが俺の体内を蹂じゆう躙りんし、内臓を滅め茶ちや苦く茶ちやに引きむしる。

　鏡子は……こんなもの、撃ち込まれたんだな。可哀かわい想そうに、あんな小さな身体に……やるせない哀かなしみと、それに倍する怒いかりが、俺の中で膨ふくれ上がる。

「バカだな、あんた……」

　ボタボタと腹から床にこぼれ落ちる血ち糊のりを眺ながめながら、いつしか俺はゲラゲラと笑い出していた。

「大おお馬ば鹿か野や郎ろうだぜ、フリッツ……」

　抜ぬけ落ちていく血と引き換かえに、惣太の身体の芯しんから、とめどなく溢あふれ出てくるパワー。そう。俺は……弾を食くらって死ねるほど真っ当な人間ではないのだ。

　そう説明してくれたのは、あんただったよな。俺が握にぎりしめたフリッツの手首が、握あく力りよくに屈くつしてボキボキと音を立てる。

「ぐぁぁッ!!」

　無様な絶ぜつ叫きようを上げてながら、フリッツは無事な左手で俺に殴なぐりかかる。

　俺はへし折った右手を放してフリッツの拳こぶしを難なくかわし、かわりにその胸むな板いたを力任せに突き飛ばした。

「がッ!!」

　血ち反吐へどを吐きながら、人形のようにそっくり返って壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ぶフリッツの巨きよ軀く。

　手て応ごたえだけで、間ま違ちがいなく肋あばらの数本は折れている。

　俺は容よう赦しやなく追い討ちをかけようとして……そこで視界の隅すみで躍る黒い影かげを見み咎とがめ、咄嗟に床を蹴けって飛び退のいた。

　間かん一いつ髪ぱつ、横合いから放たれたモーラの脚あし払ばらいをかわした俺は、振ふり向いてハンターの少女と対たい峙じする。

　そう、この子は舐なめてはかかれなかった。

　重いスレッジハンマーを、この体格で自在に操あやつるダンピールの運動力。ひょっとしたらフリッツより手て強ごわいかもしれない。

「落ち着いて……と言っても、無理みたいね」

　当たり前の話だった。俺はモーラがフリッツを止めてくれるものと、最後まで信じていた。しかし、結局、彼女も鏡子を見殺しに……
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「……」

　慎しん重ちように俺との間合いを計りながら、モーラはちらりと脇わきに視線を飛ばす。

　その視線の先にあるものを、俺は即そく座ざに見て取った。

　……香織。目の前の出来事に怯え竦すくんで、身を硬かたくして棒立ちになっている。その刹せつ那な、モーラが何を思っていたのかはわからないが、俺の脳のう裏りを掠かすめたのは危機感だった。

　ふたたび香織を人ひと質じちに取られたら……一対一なら負ける気はしないが、彼女を庇かばいながらの戦いは不利だ。咄嗟の判断で、俺は横っ飛びに香織めがけて突とつ進しんした。

「!?」

　竦み上がった香織が、身を硬くするよりも早く……俺は彼女の身体を抱え上げ、そのままの勢いで部屋の窓を突き破やぶって虚こ空くうへと身を躍らせた。




「待ちなさい！」

　割り込もうとしたモーラ。だが惣太のスピードに間に合わない。

　彼は香織を腕うでに抱だいたまま、激しく降りそそぐ雨の中へと……消えて行った。

　舌打ちして窓へと駆かけ寄ったモーラの眼前には、豪ごう雨うに打たれて梢こずえを揺らす森が広がるばかり。

　いかに目の利きく彼女でも、雨の帳とばりの彼方かなたを駆け去る惣太の姿を捉とらえるのは、もう絶望的だった。

「まったく……」

　モーラは忌いま々いましげに舌打ちし……そして、部屋の片かた隅すみから上がる呻うめき声ごえに振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　フリッツ」

「……あぁ」

　モーラは相棒のタフネスは承知していたが、吸きゆう血けつ鬼きのパワーで殴られて、無事にすむとも思っていなかった。

　手首はひどく腫はれ上がってはいるが骨折には至っていない。外れただけらしい。ただし、肋あばら骨ぼねは不完全骨折二本に、皮下骨折三……うち一本は粉ふん砕さい骨折らしい。肺を潰つぶされずにすんだのは僥ぎよう倖こうと言うほかない。

　何はともあれ生命に別状がないのを確かく認にんしてから、次いでモーラは鏡子の様子を見る。

　拘こう束そく衣いの下に着せておいた防ぼう弾だんチョッキは、腹に当たった銃じゆう弾だんを首しゆ尾び良く受け止めていた。

　相変わらず意識は失ったままだが、衝しよう撃げきによる骨折や内傷もない。

　念を入れて仕込んでおいた赤インクの血ち袋ぶくろのせいで、惣太たちはまんまと欺あざむけたようだ。

　もっとも、結果的にはそれが裏目に出たのだが。

「……言わんこっちゃない」

　人質を楯たてに惣太を詰きつ問もんする……鏡子たちに傷を負わせず、ブラフに留めることを条件に、フリッツの策を受け入れたモーラだったが、やはり下策は下策だった。

　後こう悔かいが彼女を襲う。

「すま……ね……」

　フリッツは血けつ痰たんの絡からんだ喉のどから声を絞しぼり出しながら、どうにかして上体を起こそうとして……途と端たんに苦く悶もんの呻きを上げた。

「じっとしていて。動ける傷じゃないわ」

　諫いさめる声にも、苛いら立だちの色は隠かくせない。

　どうするか？　当面フリッツはリタイアと考えるしかなかった。一日二日の養生で荒あら事ごとに臨めるようになるかどうか。

　こうなるとリァノーンの追つい撃げきは……もう絶望的ではないのか？　モーラは敗北感に襲われた。

　……ともかく、フリッツの応急処置をすましたら、すぐにも惣太を追わなければならないだろう。

　今の彼は完全な暴走状態だった。マスクもない状態で、いつまで理性を保っていられるか……そうなると、連れ去られた香織の身が危なかった。




　　　　†




　駆ける。己おのれを急せき立て、鞭むち打うちながら、ただ駆ける。

　数メートル先も見み透すかせない豪雨の中、ぬかるんだ泥どろを蹴け散ちらして、惣太は樹間を駆け抜けた。

　彼は自分が何から逃にげているのか、それさえもわからなくなっていた。

　足を止めた途端、何か途と轍てつもなく恐おそろしいものに捕とらわれて、食い尽つくされてしまうかのような、得体の知れない強きよう迫はく観かん念ねん、それだけがただ彼の心を急かせる。

　追ってくるのは……モーラでは、ない。イノヴェルチの怪かい物ぶつとも違ちがう。

　何かもっと得体の知れない、逃のがれようのない何かのような気がしていた。それこそ、そうして息を荒あらげて駆けていることさえ、何の意味もないような……

　そう、彼がただ懸けん命めいに走っているのは、そいつの正体を見たくないからだった。

　立ち止まって、顧かえりみて、迫せまり来るものを直視する……その瞬しゆん間かんが怖こわいのだ。

　身体からだの中から際限なく溢れ出てくるエネルギーを、ただこうして駆けることだけに費ついやしている限り、彼は何も考えずに……

　不意に両りよう腕うでに抱いた香織の鼓こ動どうが、どくどくと惣太の耳じ朶だを打つ。

　歯の根も合わぬほどに怯おびえている彼女の、匂におい立つような恐きよう怖ふ感かんが、嗅きゆう覚かくを通して頭の芯まで染しみ通る。

　それを意識した途端、得体の知れない衝しよう動どうが惣太の全身を駆け抜け……彼は突とつ然ぜんのショックにつんのめって体勢を崩くずした。

　抱かかえた香織が怪け我がをする……そんな思し慮りよが咄とつ嗟さに働き、惣太は腕の中の少女を庇おうと身を捩ねじって、肩かたから地面にぶつかった。

「きゃっ!?」

　衝撃はだいぶ緩かん和わできたはずだったのだが、それでも香織は驚おどろきの悲鳴を上げる。

　惣太自身は、転んだときの勢いからすれば、肩が外れていてもおかしくないのに……痛みはまるで気にならない。

　全身を覆おおう革かわの拘束具が、ミシミシと軋きしんで音を立てていた。

　固く縛いましめられながら、それでもなお際限なく膨ぼう張ちようしようとする筋肉。今こうしている間にも、彼の身体は変態を続け、人間からかけ離はなれていく……

　そう、自分は……吸血鬼。獲え物ものを狩かって生き血を吸って、殺して、殺して……思うさま殺して……

「嫌いやだ。そんなのは嫌だ！」

　啜すすり泣きながら、惣太は自分の口を押さえ込む。だがそこにはもう既すでに、鋭するどく湾わん曲きよくした二本の牙きばの、硬くひんやりした感かん触しよくが。

「俺は……俺はもう……」

「……そう……た？」

　恐る恐る、香織が惣太ににじり寄って来る。こんな惣太の有様に怯えながらも、それでもまだ彼のことを心配をしている。

　獲物の匂いがしていた。隠しようのない恐きよう怖ふの気配を発散している、たまらなく熱い血の匂いが、ひときわ強きよう烈れつに惣太の鼻を衝つく。

　そして彼は、戦せん慄りつとともに理解した。

　飢うえを自覚させた刺し激げきは……彼女だった。

　彼女の匂いが、体温が、惣太の中の欲望を刺激している。

　冗じよう談だんではなかった。

　よりによって香織を、自分は……喰くおうとしているのか？

　抑おさえきれない血の渇かつ望ぼう。流れ込む彼女の血の味が、妄もう想そうとなってありありと惣太の舌に再現される。

　それだけに留まらず、彼の妄想の中で彼女は裸はだかにひきむしられる。

　乳ち房ぶさの白さが、抗あらがう肉を鷲わし摑づかみにする手て応ごたえが、香織の苦しみ悶もだえる様、その悲鳴、涙なみだの味が、極ごく彩さい色しきのイメージとなって惣太の精神に揺ゆさぶりをかける。

　嫌だ……嫌だ!!　彼はそんなものを望んではいないはずだった！　香織を傷つけたくなどないはずだった!!

　彼は覚かく悟ごしておくべきだったのだ。

　マスクもなしに変身すれば、こうなるのは目に見えていたのに……なぜ香織を連れてきてしまったのか？

　彼女を救い出すはずが、これでは……輪をかけてタチの悪いバケモノの前に引き立ててきたようなものだった。

「惣太？」

　心配そうににじり寄ってくる香織。

　逃げてくれ香織……惣太は声ならぬ声で絶ぜつ叫きようした。

「俺はもう、俺じゃいられなくなる……!!」
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「見て、人が……翔とんでいる」

「……」

　黄昏たそがれの空、リァノーンの指差す方向を、ギーラッハもまた見みやる。

　落日の残光を浴びて輝かがやきながら、心こころ許もとなく風に乗る小さな影かげ。布と木ででっち上げられた今にも壊こわれそうな形が、しかし、誇ほこらしげにその翼つばさに風をはらむ。

「飛行機、と申すようでございます」

　騎き士しは聞きかじった範はん囲いの知識を主あるじに説明した。窯かまに封ふうじ込めた火か炎えんの力で、木と布の翼を飛ばすという人間の発明。

　ギーラッハも風聞に聞いていただけで、実物を見るのは初めてだ。

「……すごい。まるで鳥のよう」

　やがて一九〇〇年を迎むかえんとする永遠の女王は、人の技わざになる発明を、感かん嘆たんの面おも持もちで見上げていた。

　だがギーラッハからしてみれば、機械仕じ掛かけの翼など、ひどくいびつな代しろ物ものとしか見えない。

「地に生まれた身で天を侵おかすとは、飽あくなき浅ましさですな。火を得ては人を焼き、鉄を得ては人を斬きり……それが人間の歴史でございます……いずれはあのカラクリも、死を撒まく悪あく魔まの翼となりましょう」

「……」

　ギーラッハの諫かん言げんも聞こえているのか否いなか、リァノーンはただ一心に暮れなずむ空を見上げている。

　そっとその横顔を窺うかがって、またふたたびギーラッハは、美しさに胸打たれる。

　こんなにも完かん璧ぺきな美がこの世に現出するのなら、天上の意思というものも、或あるいは実在するのではないか。彼は生者としての今いま際わの際きわに疑ったすべてを、今は肯こう定ていできた。ひどく穏おだやかな気分。

「ねぇ、ギーラッハ」

　気づくとリァノーンが視線を天より下ろしていた。彼の顔を見つめる。

「お前は、もう……捜さがし物は、見いだせて？」

「はい」

　死の運命を超こえて、五〇〇年……国が栄えては滅ほろび、宗派が興おこっては潰ついえ、数々の英えい雄ゆう奸かん賊ぞくが世を覆くつがえしては忘れ去られ……リァノーンに仕える旅の途と中ちゆうで、幾いく多たの破は滅めつと誕生を、ギーラッハは見届けてきたことか。

　神とは？

　永遠とは？

　この世に不ふ滅めつの真理はあるのか？

　かつて輪りん廻ねの輪の内にいた頃ころから、幾いく度どとなく問うてきたこと。

　だが今は……疑うまでもない。

　我が姫ひめ君ぎみこそが答えなのだ。幾いく星せい霜そうを経てなお変わらないリァノーンの美しさ。その人じん智ちを超えた在りようこそ、騎士にとっては絶対だった。

「人の子たちは、生まれては死にながら、もう、空にまで羽ばたいて……彼らの子や孫たちならば、星さえも摑つかむかもしれません。なのに私は、未いまだに想いを遂とげられない」

「……姫様？」

　ギーラッハは、空を飛ぶ人の小細工を仰あおぎ見ていた時そのままの無む邪じや気きな微笑ほほえみの中にたゆたう深い倦うみを、ようやくみとめた。

　なぜに、そのような愁うれいを込めて？

「私は……もう永く生きすぎたのかもしれない」

「……何を……仰おおせです」

　彼の奉ほうじる永遠の女め神がみが、よもや口にするはずもない言葉。ギーラッハは声に詰つまった。

「永らく、よく尽つくしてくれました。もうこれ以上、こんな女の我わが儘ままに付き合う必要はありません。紅の騎士よ。あなたは……あなたの道をお行きなさい」




　　　　†




　頭上にはどんよりとした低い雲。そこからひっきりなしに雨あま粒つぶが降り注ぐ。

　しかし、ギーラッハの目にははるか遠い異国の黄昏たそがれが広がっていた。

　おもちゃのような機械が、滑こつ稽けいなほど一いつ生しよう懸けん命めいに、大空という未知の領域を支配しようとしていた。リァノーンが眠ねむりにつく直前のことだ。

　あれが……思えば姫と最後に仰いだ空だった。

　その宵よいを境に、吸血を拒こばんで一〇〇年にわたり眠り続けた夜や魔まの森の女王。何が彼女に生を倦ましめたのか。

　それさえも理解できぬまま、ギーラッハは待ち続けた。いつの日か姫が目を覚まし、ふたたび彼を導く日が来ると信じて。

　未明の邂かい逅こうから、数時間……山間に人知れず佇たたずむ、うち捨てられた廃はい墟きよに、ギーラッハは身を潜ひそめていた。

　外は堰せきを切ったような豪ごう雨う。

　日中とはいえ、ここまで完全に日差しが遮しや断だんされていれば、吸きゆう血けつ鬼きといえど行動はできる。

　しかし、彼は今後の己おのれの行動を決めあぐねていた。

　辛かろうじて心臓を外れた矢のショックから回復し、すぐさま連れ去られた姫の後を追ったものの、彼と惣太を狙そ撃げきしたキメラヴァンプが立ちふさがり、その隙すきに他ほかの手勢にリァノーンを連れ去られてしまった。

　キメラヴァンプは倒たおしたものの、リァノーンの身み柄がらをさらった連中はとっくに脚あしでは追いつけぬ距きよ離りにあり、ギーラッハ自身もまた胸の傷が開いていた。

　恐おそらくは、当初の予定通り燦さん月げつの本社に連れ込まれたのだろうが、如何いかに紅の騎士といえども、今の状態で闇やみ雲くもに突とつ入にゆうできる場所ではない。

　傷の再生を待ちながら、ぼんやりと豪雨に目を向ける。

　かつて失意のあまり永い眠りについたリァノーン。だがそのときも、我が身を焼き滅ぼそうとまではしなかった。

　そんな彼女が、昨夜になって唐とう突とつに滅びの道を選んだのは、今度こそ生き永らえる理由を見失ったからなのだろう。

　伊藤惣太、かの少年と取り持った血の盟約を解く。ただそれだけのために……時を超えた寿じゆ命みようを投げ出そうとしたリァノーン。

　止めに入ったギーラッハにまで、死力を尽くして抵てい抗こうした彼女。

　ただの悲ひ嘆たんでも気の迷いでもなく、間ま違ちがいなくその胸には、揺ゆるぎない決意があった。

　そうまでして、守りたかったのだろうか？　あんな野の良ら犬いぬ同然の子こ童わつぱを？

　取るに足らない賤せん民みんの、泡ほう沫まつも同然の一いつ生しよう涯がい。それと引き換かえに、彼の女神が滅ほろびねばならぬなど……そんな無法があっていいものだろうか!?

「……なぜなのです？」

　声に出して問うたところで、答えが返るはずもない。

　時を超えて護まもり抜ぬく、それが与あたえられた使命と思っていた。

　だが、リァノーン自らが命を放ほう棄きした今、このギーラッハの一刀は……不死身の肉体は誰たがために？

　リァノーンが、何を思って彼に不死を与えたか、今となってはそれさえも理解できなかった。

「姫……」

　一〇〇年にわたって溜ため続けた嗚お咽えつが、ついに騎士の喉のどから漏もれて出る。

「お恨うらみ申し上げますぞ、姫……私は……私は……」

　省みれば……なぜにナハツェーラー如ごときに謀はかられ、姫の身柄をイノヴェルチなどに引き渡したのか。

　尊きその身体からだを冒ぼう瀆とくされ、忠心を踏ふみにじられながら、なぜもっと早くに反逆に転じ、救出しなかったのか？

　ギーラッハの面おもてに、深い懊おう悩のうが浮うかぶ。

　彼は今、自分の浅ましさを、はっきりと自覚していた。

　ギーラッハもまた、倦んでいたのだ。信じ続け、待ち続け……決して報むくわれないと知りながら、物言わぬ寝ね顔がおを眺ながめ続ける日々。

　いっそ汚よごしたかったのだ。

　彼女を下げ賤せんの手に委ゆだね、その神聖を貶おとしめたかったのだ。

　そうすることで……決して報われぬ想おもいを、或いは断ち切れるのではないかと、心の奥底では、そんな期待さえ抱いだいていたのだろう。

　何と……見下げ果てた男か。

　己自身さえ欺あざむいて、秘ひめ隠かくしてきた心の暗部……その卑ひ劣れつさと醜しゆう悪あくさを目の当たりにして、ギーラッハはすべての自負と矜きよう持じを打ち砕くだかれた。

　もはや己の誇ほこりの意義さえ見失い、ギーラッハは床ゆかに膝ひざをつく。

　なんと皮肉な話だろうか。

　人であることを辞めて幾いく星せい霜そうを経ておきながら、今いまさらのように、かくも人間じみた劣れつ情じように胸を焦こがされるとは……すべては欺ぎ瞞まんだったのか？

　胸に懐いた誇りも、死を超えた天命の矜持も、何もかも偽いつわりだったのか……




　ふと……誰かの声が、ギーラッハの意識を掠かすめ過ぎる。

『黙だまれ!!』

「……？」

　風の運ぶ空耳かと、最初はそう思った。

　だが耳じ朶だを打つのは、激しく降り注ぐ雨の音ばかり。これは……耳に届く声ではない？

『俺は……お前なんか認めない』『俺の中から出ていけ！　こいつは……俺の身体だ!!』

　声でない声。まるで脳のう裏りに直接響ひびくかのような……

「伊藤……惣太!?」

　彼と同じリァノーンの継けい嗣しの声。

　おそらくは、さして距離も離はなれていないのだろう。奴やつが誰かと念話を交かわし、その内容がギーラッハにまで漏れ聞こえているのだった。

　それにしても、こうして余波がギーラッハにまで届いてくるとは……よほど強きよう烈れつな思念のやり取りと見ていい。

　いったい、どんな相手と念話を交わしているのだろうか？

　好こう奇き心しんというよりは気き紛まぐれで、ギーラッハは惣太からの思念の届く方角を探さぐった。
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　凍こおりついた梅論学園の廊ろう下かに、俺は立ちつくしていた。

　ここは……忘れるはずもない。あいつのいる空間だ。

「やせ我が慢まんにもほどがあるぜ。えぇ兄弟？　なんで喰くわずに放ほうっておくんだ？　あんな極ごく上じようの肉をよォ」

　……居た。相変わらず俺と寸すん分ぶん違たがわぬ顔に、斜ななめに構かまえた暗い笑えみを浮かべて。

「黙れ!!」

　俺はありったけの嫌けん悪おを声に込めて吐はき捨てた。

　我慢ならない。こんなヤツが、俺の中にいるなんて……

「俺は……お前なんかとは違ちがう」

「そう。それが問題なのさ」

　ヤツはさも人の良さそうな困り顔をしてみせた。馬ば鹿かにしたように両の掌てのひらを天に向けてひらひらと振ふる。

「お互たがい同じ身体に住むモン同士、もうちょっと仲良くできないもんか？　〝ひとつ屋根の下〟って言うだろ？　なぁ」
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「お断りだ!!」

　激げつ昂こうする俺の形相を嘲あざけるように、ヤツは剽ひようげた仕草で笑いかける。

「オマエだってよ。満まん更ざらじゃないんだろ？　あの女。喰ってよし、痛めつけてよし、最高の生き物だぜ、女ってのは。オマエだってわかるだろ？　男なら」

「俺は……お前なんか認めない」

　俺はもう、ヤツの言うことを一言たりとも聞く気はなかった。

「俺の中から出ていけ！　こいつは……俺の身体だ!!」

「……そうかい」

　ヤツは呆あきれ果てたとばかり、小さく肩かたを竦すくめる。

　その途と端たん……廊下の奥から、猛もう烈れつな冷気が突とつ風ぷうとなって吹ふきつけてきた。

　痺しびれるほどに冷たく、滝たきのように重く、まるで目に見えない吹雪ふぶきのような……手で遮さえぎろうとしたが、腕うでが言うことをきかない。足も一歩も動かせない。

　見下ろすと、俺の全身はみるみるうちに霜しもに覆おおわれていく。俺の手足が……凍こごえていく。

「本当は、もう少し穏おん便びんに終わらせたかったよ。オレとオマエは兄弟みたいなもんだったからなぁ」

　吹きつける冷気の風上で、ヤツが同情するように眉まゆを上げる。

「だがな、オマエが強ごう情じようを張る限り、オレは完全になれないんでな……消えてもらうぜ。兄貴」

「……」

　言い返そうとしても……口にも瞼まぶたにも分厚い霜が貼はりついて、ぴくりとも動かせない。

　でも、駄だ目めだ……今俺がここで諦あきらめたら、コイツはまず真っ先に香織を……それを思った途端、俺の中に熱く滾たぎるものが湧わき上がる。

「させるかぁッ!!」

　腹の底から放った雄お叫たけび。その一声で俺を覆っていた霜が砕け散り、蒸発する。

「させるかよ……」

　さらに俺は念じた。内なるオレを縛しばりつけるための象しよう徴ちよう、革かわの拘こう束そく具ぐとクロムの猿さる轡ぐつわ。

　一いつ瞬しゆんで俺は、イメージに思い描えがいた通りの姿に変身する。俺のこの手で、こいつを叩たたき伏ふせられるか否いなか、すべてはそれに懸かかっている。

「俺は、貴様にだけは屈くつしない」

　あのにやけ面づらを引き裂さいて、砕いて、消してやる……そう一心に念じると、そのための手段が……武器が……俺の手の中に現れる。

　俺の破は壊かいのイメージは、今日まで使い込んできた武器の形を取っていた。

「あくまで抵てい抗こうする気かよ……」

　覚かく悟ごを固めた俺に向けて、さも馬ば鹿かにしたように嗤わらう〝オレ〟。

「……ま、そっちがそのつもりなら、むしろ手っ取り早いわな。何の遠えん慮りよもいらねェわけだし」

　ヤツが燃え立つように揺ゆらめき、膨ふくれ……そして禍まが々まがしく変へん貌ぼうする。それはヴェドゴニアに変身した俺の四し肢しを、更さらに数倍にも伸のばし、逞たくましくした、醜悪でマッシブな戯ぎ画が。赤く燃え立つ双そう眸ぼうは完全に吸きゆう血けつ鬼きのそれだった。

「そうと決まれば、徹てつ底てい的に叩きのめしてやるぜ」

　こいつが、〝オレ〟の本当の姿……俺の残ざん虐ぎやくさ、凶きよう暴ぼうさ、欲望、憎にくしみ……そのすべて。俺が抱かかえてきたあらゆる邪じや悪あく……俺の中の吸血鬼。

　だがもう、俺は恐おそれない。俺のこの手で、こいつを叩き伏せられるか否か、すべてはそれに懸かっている。

　そう……こいつは〝戦い〟だ。

　今日まで俺は、いくつもの怪かい物ぶつと戦ってきたが、今ここで相対しているのは、そのどれよりも強くて邪悪な……最大の敵。

「俺は……お前なんか認めない。俺の中から出ていけ！　こいつは……俺の身体からだだ!!」

　この戦いに敗北することが何を意味するか……俺は誰だれに教わるまでもなく理解していた。

　屈しない。こいつにだけは。

　胸の中でそう呟つぶやいて、俺はまずは、扱あつかい慣れた大型の散さん弾だん銃じゆうを構える。俺の闘とう気きが無骨な十二番ゲージのスラグ弾だんとなり、〝オレ〟の胴どう体たいにねじ入ろうとする。

　しかし、ヤツの胸は捻ねじれに軽く皺しわよせながらも、スラグ弾をはじき飛ばす。

　俺は構わずに、チューブ・マガジンにこめられた残弾を、フルオートのような連射で叩き込む。堪たまらず鋭するどい鉤かぎ爪づめで銃じゆう弾だんをはじく〝オレ〟。

　その隙すきをついて、俺は素す早ばやく散弾銃を逆手に持ち替かえストックについた分厚い斧刃を叩き付ける。

　読まれていた。〝オレ〟は、たやすく振り下ろされた斧おのを弾き飛ばす。くの字に折れて吹っ飛ぶ散弾銃。返す動作で俺も宙に舞まう。

　腹にヤツの鉤爪が深く食い込む。ぼたぼたとしたたる肉片混じりの粘ねばっこい血。

　だが俺は、その傷を一瞬にして塞ふさぐことができた。此こ処こは意識の世界だ。まだ、俺の〝オレ〟に向ける闘とう志しには一片の曇くもりもない。

　いや、むしろ、俺が優勢かもしれなかった。〝オレ〟の大木のような右みぎ腕うでには、俺の斧を払はらいのけた時に受けた傷が赤く醜みにくく口を開けたままだ。

「貴様……消し去ってやる……完全に消し去ってやる……」

　ヤツの瞳ひとみから余よ裕ゆうが消えた。肩から背中にかけての筋肉が、小山のように盛り上がるが、俺はもう、恐ろしくはなかった。

　俺は両の掌てのひらに馴な染じみの武器を思い描く。今の俺にはそれだけの力があった。今度はプロペラ状に三本の刃はを展開した『旋風の暴帝カリギユラ』と、白銀に鈍にぶく輝かがやくレボルバー・マグナムだ。

「ぐ、ぐがはぁぁぁあ……やってやる、やってやるぜ!!」

　すでに獣けものと区別の付かない咆ほう吼こうを放ちながら、〝オレ〟が突とつ進しんしてくる。

　しかし、俺は若じやつ干かんの余裕すら持って、カリギュラを大きくヤツの背後に放った。

　続いて、カスール・マグナムの連射。ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ……凶きよう悪あくなソフトポイントは十を超えてもまだ俺の手元から放たれ続けた。俺の意志はすでにこの精神世界を完全に支配下に置いている。

　マグナム弾を最初は避よけ、或あるいは弾き飛ばしていた〝オレ〟は、今は次々と放たれる凶悪な焼け火ひ箸ばしが身体にめり込まないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいのようだった。足を止め、無様なステップを俺に披ひ露ろうしてくれている。

　俺はマグナムを放ち続けながら肩かた頰ほおを軽く歪ゆがめる。

　なぜなら、その時、ヤツの背後から、静かな風切り音とともに確実にヤツに交わる軌き道どうで、重い三本の刃が迫せまってくるのを認めたからだった。
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　未だ豪ごう雨うの降り続く森の中。

　遠く離はなれた樹幹の陰かげから、ギーラッハは状じよう況きようを吟ぎん味みした。

　ただならぬ様相は遠目にも見て取れる。伊藤惣太の思念を追って来てみれば、あにはからんや……膨ぼう張ちようした体たい軀くを見れば、惣太が変身状態にあるのは明らかだった。

　が、そのくせ例の卦け体たいな猿さる轡ぐつわをしていない。

　彼の軟なん弱じやくな精神では、あの拘束具なしでは内なる獣を御ぎよしきれぬはずだったのだが……しかし、ギーラッハの見たところ、血の狂きよう気きに身を任せているわけでもなさそうだった。

　事実、どういう成り行きかは知らないが、奴やつの傍かたわらには人間の少女がいる。血の飢うえに苛さいなまれた吸血鬼であれば、すぐにも跳とびかかりそうなものだった。が、当の惣太はどうかと見れば、雨の中、まるで案山子かかしのように棒立ちになったまま身じろぎもしない。

　凝じっと見守るギーラッハに気づきもせず……いや、そもそも外界を何一つ認にん識しきしていない。

　極度の精神集中。それもトランス状態にまで陥おちいっている。

　ギーラッハにしてみれば、さして目新しい光景ではない。

　彼の主リァノーンが精せい霊れいと語らうときは、決まってこういう状態にあった。

　外の刺し激げきに一いつ切さい反応せず、精神の深い領域にまで分け入って、声ならざる声に耳を澄すます姿勢。

　さっきまで垂れ流しだった精神波がぱたりと止やんだのも、より深層の精神世界に引きこもっている故か。

「……？」

　落らく雷らいの前まえ触ぶれのような、異様に張りつめた空気。

　どこからともなく吹ふき寄せる旋風が、ざわざわと不安げに木々の梢こずえを揺する。雨あま粒つぶがあらぬ方向にはじけ飛ぶ。

　……いやこれは、風ではない。風であろう筈はずがなかった。

『かぁぁぁぁ……ッ』

　惣太の喉のどから、声とも呻うめきともつかぬ吐と気きが放たれる。

　開け放たれたその口から、ずるずると滑すべり出る二本の犬歯……それを合図にしたかのように、轟ごう、と風の唸うなりが勢いを増す。

「なんと……」

　ギーラッハは凝ぎよう然ぜんと目を見開いて、その現象を見届けた。

　押し寄せるこの波動……間ま違ちがいない。

　リァノーンのそれと同じ念動力だ。

　自ら望んで継けい嗣しとなったギーラッハが、六〇〇年を経てついに至らなかった境地。

　ただひとり、選ばれた真の継けい承しよう者しやにだけ許されるロードヴァンパイアの力。

　それを……引き継ついだというのか？　姫ひめのすべてを!?

　認められなかった。認めたくなかった。

　だが目の前で起きている現象は、まぎれもなく……

「惣太……惣太!!」

　渦動の中心にいる惣太に、必死に取りすがろうとする人間の少女は、見るも哀あわれなほどに狼ろう狽ばいしていた。

　どうやら惣太を助けたいらしいが、ギーラッハの見るところこの現象をまったく理解していないらしい。

　念力の圧力に外へ外へと押し出されながら、それでも懸けん命めいに抵てい抗こうし、踏ふみ止とどまろうとしている。

　今この状態で惣太に近寄る危険を、まったくわかっていないのか。ギーラッハは下生えを駆かけ抜ぬけて素す早ばやく迫り、少女の肩かたを摑つかんで念力の渦か動どうから引き離した。

「!?」

　突とつ如じよ現れた甲かつ冑ちゆう姿の巨きよ漢かんに、愕がく然ぜんと目を見開く少女。

　だがギーラッハのほうは少女にそれ以上の関心を向けず、食い入るように惣太の様に見入っている。

　制御も何もないままに放出されるエネルギー。

　呼び込まれた突風が、悶絶する惣太を中心に竜巻のように渦を巻く。

　その渦に引きむしられた梢や灌木が猛スピードで旋回する中、さらに惣太の咆吼は音階を高めてゆく。




　俺の渾こん身しんの一いち撃げきに、血ち反吐へどを撒まき散らしながら後ずさる〝オレ〟。

　弱っている。今が……チャンスだ！

　あらためて俺は、ヤツを消し去ろうとする意志に精神を集中した。

　ふたたび俺の手の中に、俺が繰くるすべての武器が出現する。

「惣太……」

　恨うらめしげに唸る〝オレ〟を狙ねらって、俺は右手のショットガンと左手のマグナムを同時に撃うちまくった。

　大口径の弾だん幕まくに、〝オレ〟の頭が手足が片かたっ端ぱしから吹っ飛び……そして瞬しゆん時じに再生する。だが消しよう滅めつと再生を繰り返すたび、〝オレ〟の姿形は厚みを失い、色しき彩さいを失い、着実に希き薄はくになっていく。

「キサマ……キサマァァァ!!」

　弾たまの切れた銃じゆうを投げ捨てて、俺はプロペラ状に展開させた旋風の暴帝カリギユラを投げつけた。

　斬きられ、刺さし貫つらぬかれ、さらに霧む散さんするヤツの〝存在〟。

「惣太……!!」

　すでに姿形もなく、声を発する喉もなく、ヤツは朧おぼろな蜃しん気き楼ろうのように成り果てながら……それでも念波で俺に吼ほえ糺ただしていた。

　まだだ、まだ足りない。

　最後に残ったナイフを、俺は足元の床ゆかに……俺とヤツが存在する〝世界そのもの〟に突つき立てた。

　凍こごえた湖が割れ砕くだけるような破は砕さい音おん。

　突き刺したナイフを中心に亀き裂れつが走り、壁かべを、天てん井じようを、縦じゆう横おう無む尽じんに罅ひび割われで覆おおい尽つくしていく。




「惣太……」

　目の前で起こっている現象は、香織には皆かい目もく見当もつかない。

　だがそれでも、惣太が今重大な危機に陥っているのは、充じゆう分ぶんに見て取れた。

　どこからともなく現れた甲冑の男も、気にはなったが……今はそれどころではない。

　風はいよいよ勢いを増し、あちこちで小さな稲いな妻ずまがスパークを散らす。もはや乱気流の真っ直中にいるも同然だった。

『ぐおぉぉぉ……ぐおぉぉぉ……!!』

　声とは思えない叫さけびの中の、まぎれもない苦痛の響ひびき。

　ひっきりなしに身を捩ねじり、激しく痙けい攣れんさせる惣太は、まるで見えない拳こぶしに殴なぐられ続けているかのようだった。

　歯を剝むき出して吼え立てるその声は、誰だれかに挑いどみかかっているような。

　彼は……戦っているのだ。何か、目に見えない存在と。

　だが、このままでは彼は……香織の危き惧ぐに応じたかのように、惣太の逆立った頭とう髪はつの根元から、赤い飛沫しぶきが散る。

「惣太!!」

　届かぬとは知りながら、香織は悲痛な叫びを放った。




（ハハハ……ハハハハハッ!!）

　ヤツは……すでに苦く悶もんの呻きではなく、高らかな哄こう笑しようを放っていた。だが俺は構わずに、ナイフを世界にねじこんでいく。

　やがて……まるで砕け散るステンドグラスのように、すべての景色が崩ほう壊かいした。

　俺たちは虚きよ無むの空間に浮うかび……その周囲を、砕け散った精神世界の破片が猛スピードで渦うず巻まいている。

（伊藤惣太……忘れるな。オレはオマエだ。オマエの秘ひめたる本ほん性しようだ。オマエが使うその力、すべてオレから湧わいて出たものだ）

　黙だまれ……俺は最後の力を振ふり絞しぼり、念じた。ヤツの死を、消滅を。

（いつだってオレはオマエの中にいる。オマエの怒いかり、オマエの憎にくしみ、すべてはオレの影かげ法ぼう師しだぞ）

　俺の思念に呼応して、世界の破片の竜巻は果てしなく加速していく。

（オレは必ず戻もどってくる。すべてを奪うばい返しにな！）

「黙れェェェッ!!」

　俺は叫んだ。

　そして光速に達した幾いく千幾万のガラス片が、一いつ斉せいにヤツに突き刺さった。

　絶ぜつ叫きようの尾おを長々と引きながら、ヤツの最後の断片が消えていく。

　それとともに夢の世界がぼやけ、像を失い……俺の意識もまた離り散さんしていく。

　終わった……のか？

（……戻ってくるぞ……）

　力ちから尽つきた俺の耳の中に、ヤツの最後の囁ささやきが、いつまでも反はん響きようしていた。
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「……どこまで行ったんだか……」

　雨の中、愛用のスレッジハンマーを携たずさえ、四方に油断なく視線を走らせながら、モーラは木々の間を駆けていた。ぬかるんだ黒土がともすればダンピールの彼女の足さえも絡からめ取ろうとする。

　そう遠くまでは行っていないはずだった。

　いかに雨で日差しがないとはいえ、昼間は昼間。ヴェドゴニア化した惣太には全力を発揮できる環かん境きようではない。

　真の夜ではない分だけ、ほんの僅わずかでも惣太が自分を抑おさえつける助けになればいいのだが……

「!!」

　不意にモーラは、泥でい濘ねいの中に二人の姿を目に留めた。

　惣太と、来栖香織……惣太は力尽きたように倒たおれ伏ふし、少女のほうは上体を起こし惣太の頭をかき抱いだいている。

　モーラは慌あわててその側そばによる。

　変身が解けている……どういうことだ？　モーラは慌てて傍かたわらの少女を見やる。彼女の首筋は綺き麗れいなままだった。香織は血を吸われていない。ならば、なぜ、変身が解けているのか？

　香織がぼんやりとした眼まな差ざしで、近づくモーラを見つめる。

　モーラはハンマーを傍らに置くとしゃがみ込み、彼女の手を優やさしく惣太の頭から外す。

　いったい何が起こったのか知れないが、惣太は頭に重傷を負っている。

　頭ず蓋がい骨こつが割れ、はみ出た脳のう漿しようがべったりと髪を濡ぬらしている。見るからに奇き妙みような怪け我がだった。頭皮そのものに出血がない。

　ただ普ふ通つうに打ちつけたり殴られたりしたなら、こんな綺麗な傷では収まらないはずだ。

　まるで外傷ではなく、内側から勝手に割れたかのような……途と方ほうに暮れて眺ながめるうちに、モーラはさらに驚おどろきに囚とらわれる。

　傷は……今まさに再生の途と中ちゆうにあった。

　惣太はまだヴェドゴニアとしての特とく殊しゆ能力を発揮し続けている。そう言えば上うわ顎あごの犬歯も、まだ完全に普通のサイズには戻っていない。

　なぜ、ヴェドゴニアの力を維い持じしたまま、外観の変化が解けているのか？

　まさか……手て遅おくれだったのか？　モーラは、惣太の首筋に手を伸のばし、雨と血で首筋に張り付いた泥どろと髪かみの毛をはらいのける。

　もし惣太が完全なヴァンパイア化を果たしたのなら、最初の吸血によって首筋の咬かみ痕あとが消える。

　それは完全な吸きゆう血けつ鬼き化を見分けるひとつの目安でもあった。

　なのに惣太の頸けい動どう脈みやくには、今も黒々とリァノーンの歯形が刻まれている。彼はまだ、ヴァンパイアとして完成したわけではない。

「……」

　思わず声にならないうなり声を上げてしまうモーラ。事態は完全に彼女の理解を超こえていた。

　ふと、モーラは視線を上げ……傍らに置いてあったスレッジハンマーを、そっと手て許もとに引き寄せる。

　雨の帳とばりにまぎれてはいるが……これは間ま違ちがいなくヴァンパイアの気配。

　今背中に浴びせられている視線は、まぎれもなく不死者の鬼き眼がんだ。

　彼女の経験と第六感が断言している。彼女は素す早ばやく振り向いて身構え、雨の向こうに叱しつ咤たした。

「出ていらっしゃい。墓なき亡もう者じや」

　まさか相手が本当に呼びかけに応じるものとは期待していなかっただけに、樹幹の陰かげから現れた巨きよ軀くを、モーラは内心意外に思った。

　古びた甲かつ冑ちゆうと二ふた叉またの大たい剣けん……間違いない。

　リァノーンの側近として名の知れた〝紅の騎き士し〟ことギーラッハ。

　だがなぜ、こんな所に？　ここで壮そう烈れつな戦いがあったことは間違いない。惣太に手傷を負わせたのも彼だろうか？　モーラには、もう、わけがわからなかった。

「その男を庇かばうつもりか？　其そ奴やつはすでに……貴様らの言うところの悪あつ鬼きの一員だぞ」

「……」

　倒れ伏した香織を、モーラは横目に一いち瞥べつする。

「その男が目を覚まし次し第だい、伝えよ。ここより西の方角、およそ十五キロの場所に、イノヴェルチどもの砦とりでがある。リァノーン様は、そこに居られる」

　脳のう裏りに地図を思い浮かべるモーラ。

　西に十五キロ……上野原？　ということは、まさか……「燦さん月の本社工場？」

「貴様らがどう呼んでいるかは知らぬが、彼かの地は間違いなくこの国の異い端たんどもの拠きよ点てん」

　燦月製薬、本社工場……或あるいは真実かもしれない、モーラはそう思った。

　一昨日にリァノーンが運ばれるはずだった先もそこだった。ただひとつ解げせないのは……

「どうしてあなたが、教えるわけ？」

　敵であるはずの吸血鬼の言を、はたして鵜う吞のみにしていいものか……厳しく問い詰つめつつも内心では、モーラは判断しかねていた。

　そんなモーラと相対しつつも、だがギーラッハの視線は倒れ伏したままの伊藤惣太に注がれている。

「其奴は……もう一度、姫ひめの御おん前まえに立たねばならん。立たさねばならん。俺の務めだ」

「……」

「こうも伝えろ。本気で来いと。そのときは約定通り、我が一刀の錆さびとしてくれる」

　謎なぞめいた言葉を後に残し、ギーラッハは樹間に身を退ひいて姿を消した。

　モーラとて、みすみす見み逃のがすのは癪しやくだったが、彼女一人で勝算のある相手ではない。

　それよりもまず彼女には、足元に転がる二人の処置こそ優先だった。

「……何だったの？　あいつ……」
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　固かた唾ずを吞のんで見守るモーラの前で、惣太はまた、床ゆかに転がしたナイフを凝ぎよう視しし……精神を集中させる。

　高い天てん井じよう、時代がかってはいるが、手入れもされずボロボロの壁かべ、埃ほこりまみれの床……

　ここ数日来、すっかりお馴な染じみになった湖こ畔はんの廃はい墟きよ。

　その一室全域に惣太は意識を巡めぐらせ、すべてを探さぐる。

　廃墟の部屋の中で、自分と自分のナイフ、その有り様を定義づけていく。

　やがて……重力を裏切って、空中に浮うき上がるナイフ。

　惣太は、それを、右に回し、左に回し……意のままに操あやつって、その感かん触しよくを確かめる。

　目め頭がしらの奥に痛みを感じ、彼は吐と息いきとともに気を抜ぬいた。

　途と端たんに釣つり糸が切れたかのように、ブレードは落下して床に突き刺ささる。

「……ふぅ」

　精神集中で額に浮いた汗あせを拭ぬぐい、惣太は溜息をつく。

　念動力……リァノーンから受け継ついだ最後の力。

　彼女のそれとは比ひ較かくにもならないが、質的には同じものに思えた。

　惣太は自じ嘲ちよう気味に、自分の手を見み据すえる。

　とうとう、こんなものまで身に備わるとは。

「……使えそう？」

「どうだかなぁ」

　惣太は自信なげに答えた。

「たぶん、コツみたいなものがあるんだろうが、いまいち摑つかみきれないし……いざ本番となればうまくいくかどうか」

「そう……」

　こんな不確かな力で、自分の頭ず蓋がい骨こつにメスを入れたのか？

　考えて、惣太はぞっとする。

　自分の中の怪かい物ぶつ、〝オレ〟と名乗った伊藤惣太との戦いは、モーラに言わせると、いわば自分で自分に脳外科手術を施ほどこすようなもの、だったらしい。

「吸血鬼ってのは、誰だれにでもこんな芸当ができるのか？」

　人間離ばなれするにも程ほどがある、そう思いながら惣太はモーラに尋たずねた。

　こんな力を使いこなせる今の彼は、たとえ完全ではないにしろ……恐おそらく八割方が吸血鬼、ヴァンパイアの一員なのだ。

（この事実……俺は悲しむべきなんだろうか？）

　夢の中でもうひとつの人格と戦い、勝ったあの時から、惣太の中で決定的な何かが変化していた。

　吸血鬼化は格段に進んだ様子だが、それでいて自分がコントロールを失ってしまいそうな危あやうさは感じない。

　血の飢うえは、もちろんある。ただそれを抑よく止しするのが容易になった。

　食欲や性欲と同じ……欲求は感じるし、それを断つことに苦痛も覚えるが、何となれば意志の力で堪たえ忍しのぶことができる。

　吸血鬼は邪じや悪あくの権ごん化げ、目の前の喪も服ふくの少女はそう断言していたし、イノヴェルチの怪物どもと渡わたり合っている間は、惣太もその言葉を鵜う吞のみにしていた。

　だがリァノーン然しかり、ギーラッハ然り、そして今の俺もまた……人殺しに楽しみを見いだすような気持ちがあるかといえば、断じてそれはない。

　もう以前のように、我を忘れて暴れ狂くるうようなことはないだろう。それを思いやり、今では惣太は以前ほどに危機感を感じてはいない。

　……勿もち論ろん、人間でなくなることに違ちがいはないのだが。

「二、三〇〇年生きた程度のヒヨッコじゃ、まず無理ね。たかだか十日でここまで発現するなんて、絶対にあり得ない。ロードヴァンパイアの力よね……末すえ恐おそろしいわ。あなたが」

「末って、おい」

　惣太はモーラの口くち振ぶりに苦く笑しようしてしまう。

「末も何もないだろ。俺がこんな姿でいるのは…………今夜限りさ」

　今夜、燦月の本社を襲おそい、リァノーンを奪だつ回かいする。それだけは決めていた。とにかくリァノーンにもう一度会わねばならない。しかし、その後は……

「フリッツは……」

　欺あざむかれたとはいえ、責任を感じていた惣太はモーラにたずねた。

　微び妙みように言いよどんだ惣太に、しかし、モーラは、ただ黙だまって脇わきのベッドにすい、と視線を向けただけだった。

「今は眠ねむっているわ。少しはよくなったけど、まだ……加勢はあてにしないで」

「……」

　助力をもとより期待する気はなかった。ただ彼の命があっただけで、惣太は幾いく分ぶんか救われたような気がした。

　傍かたわらには、すでに拘こう束そく具ぐを脱ぬがされた鏡子と香織が並んでいた。

　鏡子は催さい眠みん術じゆつの呪じゆ縛ばくも徐じよ々じよに解けつつあるのか、比ひ較かく的てき安らかな顔でただ寝ね入いっている。惣太の見たところ、ブラフで打ち込まれた銃じゆう弾だんも、何の影えい響きようも残してはいないようだった。

　そして、ベッドに浅く腰こし掛かけた香織は……ふたたびこの屋や敷しきにつれて来られてから、一言も発せず、ただ、宙にひるがえるナイフを一心に眺ながめていた。

「どんどん人間離れしていくよな。俺」

　そんな香織に、惣太は自嘲気味に声をかける。無意識にいつもの軽い会話を期待していたのかもしれなかった。

　しかし、意外にも、香織は妙みように醒さめた声で静かに応こたえる。

「そんなこと……ないよ」

　そう、真顔でかぶりを振ふる香織。

「肝かん心じんなところは、ずっと……ずっと前からの昔の惣太のままだよ」

「すまん、そう言ってくれると、気が休まる」

「……気休めじゃないよ」

　香織は俯うつむいたまま、いやに沈しずんだ声で言う。まるで惣太のわざとらしい相あい槌づちで機き嫌げんを損そこねたかのように。

「ごめん。そんなつもりじゃ」

「本当だってば！」

　そう叫さけんで顔を上げた香織の目は……涙なみだに溢あふれていた。

「惣太は惣太だよ。吸きゆう血けつ鬼きでもない。魔ま女じよの恋こい人びとでもない。古代の王様なんかでもない！　あんたは……惣太だよ。私の幼なじみの大好きな……」
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「……」

　惣太は黙り込んでしまう。

「なのに……あんたは、どこかへ行っちゃいそうな気がする。私を置いて、私の知らない世界へ……手の届かない場所へ……また行っちゃいそうな気がする」

「……」

　惣太は……答えられなかった。

　今こんなにも泰たい然ぜんと時を待っている自分、以前のように焦あせりを見せていない自分は、香織の目から見ると……すべて諦あきらめてしまったかのように見えるのだろうか。

　いや、実際のところどうなのだろう？

　小さい頃ころから彼を見てきた香織だった。もしかしたら、惣太が自身でも気づかないうちに何らかの結論を出していることを、見て取っているのかもしれない。

　吸血鬼になってもいいと……自分自身、本当にそんなふうに思い始めているのだろうか？

　惣太は、あらためて自問自答する。

　失うものは数知れない。二度と太陽を浴びることはなく、人の社会に暮らすこともできなくなる。

　家族、友達……香織とも、鏡子とも、これまで縁えんのあったすべての人たちと決別するしかない。

　もちろん、それは惣太にとっても嫌いやだった。しかし……

　嫌だが……それを拒こばむためだけに、自分はリァノーンを犠ぎ牲せいにできるのだろうか？

「……あたしたちに……あたしに、迷めい惑わくかけたくないとか……我が慢まんすることはない、よ。でも……」

　香織が、さらに悲痛に顔を歪ゆがめる。惣太が即そく答とうしなかったこと、惣太の逡しゆん巡じゆんそのものが、香織には辛つらかったのだろう。

　いつかは、出さねばならない答え。

　イノヴェルチからリァノーンを救い出したその先に、必ず訪おとずれる選せん択たく肢し。

　彼は今夜答えを出さなければならない。香織に、ギーラッハに、そして……リァノーンに。

「でも、もしかして、もう、あたしが頼たよれないなら、あたしが、惣太の力になれないなら、……あたしが、勝手にそう思ってただけだったら、それは……」

「そんなことはない」

　惣太は咄とつ嗟さに強く否定した。

「そんなことはない……よ、香織」

　そんなことはない。少なくとも、今まで香織が抱いだいてきた思い、今まで香織に抱いてきた思い、それだけは確かなはずだった。

「……帰ってきて」

　香織は顔を伏ふせてぽつり、と呟つぶやいた。

「……惣太が、惣太が自分で決めたことなら、あたしは何も言えない……けど、帰ってきて」

　日が暮れかかっていた。雨は上がろうとしている。

「帰ってきて……欲ほしい。これは、あたしの、ごく個人的な……お願い」

　俯いた香織の足あし下もとに涙の雫しずくがぽたり、ぽたりと透とう明めいな染しみを作っていた。

　押し殺した泣き声。本当なら惣太にすがって泣きたい気分なのだろう。しかし、香織は最後まで香織だった。

　惣太も黙って背を向ける。

　彼は……望んで背を向けるわけではなかった。香織も、鏡子も、みんな大好きだった。

　そんな日々を取り戻もどしたくて、戦いに身を投じたはずだった。

「今の暮らしも、お前のことも、俺は軽く考えたことはない。忘れたことなんて一度もない。きっとこれからも忘れない。それだけは……信じて欲しい」

　惣太は、着慣れた黒くろ革かわの拘束具の留め金をかちゃり、かちゃりとはめながら、ゆっくりと戸口に向かう。

「答えは出せた？」

　今まで、惣太と香織、二人の様子を静かに眺めていたモーラが、ぽつりと尋たずねた。彼女にしては意地の悪い質問だった。

「……」

　惣太は黙って頭を振る。

「ただ、今いまさらだけど、思うことはあるよ」

　黒いドレスの上で、プラチナブロンドがさらりと揺ゆれる。軽くかしげた菫すみれ色いろの瞳ひとみに促うながされ、惣太は続けた。

「……俺があとどのくらい強ければ、俺はリァノーンを救えたんだろう？　香織と俺を救えたんだろう？　誰だれも犠牲にせずにすむ、そんな解決を探し出せたんだろう？　そう考えるとちょっと、ね」

　それだけ言って惣太は、戸口に向かった。

「それは考えても仕方がないわ」

　モーラが淡たん々たんと返す。

「……それこそ、業ごう、というモノね。あなたの」

　モーラの声の余よ韻いんを背に受け、惣太は黙って屋敷の外に出た。




　一昨日の夜、森の中に隠かくしたデスモドゥスは、屋敷の前庭に回収してあった。

　惣太は、最後の戦いのために持ち出した武器をひとつひとつ丁てい寧ねいに点検して積み込む。

　続いてタイヤ圧を確かめ、チェーンとスプロケットに草が絡からんでないのを確かめて、彼は重い車体を起こすと、サイドスタンドを跳はね上げた。

　彼はモーラに燦月の本社は一人で行く旨むね、宣言していた。

　一昨日の戦いでの、このマシンの威い力りよくを惣太は憶おぼえている。今夜の戦いには……ぜひとも必要だった。

　セルモーターを押すと、デスモドゥスはエグゾーストの雄お叫たけびも高らかに覚かく醒せいした。




　　　　†




　遠く彼方かなたに燦月の本社工場を望む峠とうげ道みちで、惣太は一いつ旦たんデスモドゥスを停とめる。

　開発から製造、出荷まで、すべての工程を賄まかなえる燦月製薬の本社工場は、それ自体が小さな町と言っていいほどの規模だった。

　まるで緻ち密みつな鉄道模型のように俯ふ瞰かんできるその社屋を、惣太はひとつひとつ目で追っていく。裸ら眼がんでは昼間であっても見えない距きよ離りだが、今の彼には造作もなかった。

　注視しただけで、まるで引き延ばし写真を見るように細部がつまびらかになる。

　社屋の窓に灯りはない。無関係な社員の残業組も、残ってはいないようだった。

　結局のところ、燦月製薬内部でもイノヴェルチと関わりを持つのはごく一部の人間だけだ。残りの社員は、自分たちの会社の実体など知りもしない、無む辜この市民でしかない。

　この期ごに及およんでも、いや、この期に及んでいるからこそ、惣太は無用な犠ぎ牲せい者しやを出すのは気が引けた。

（そろそろ、だろうか？）

　デスモドゥスを再始動しようとしたところで、惣太は馴な染じみのある気配に気がついた。人も通わぬはずの林道に、やおら朧おぼろな光が満ちる。すぐ背後から、湧わき上がるように……

「!?」

　振ふり向いた惣太の目の前に、月明かりが凝ぎよう固こしたような淡あわい光源が……やがてゆっくりと形を変えて、見覚えのある姿を取る。

「君は……」

『時が来たようですね』

　茫ぼう洋ようと輝かがやくリァノーンの幻げん影えい。

　彼の夢で見せた通りのはかない微笑を湛たたえて、古いにしえの姫ひめ君ぎみは惣太に語りかける。

『貴方あなたの力が満ちるのが……わかります。今ならこうして、眠ねむりに依よらずお会いすることも叶かないます』

「俺の……力が？」

　裏を返せば、いよいよ惣太には時間がなくなってきた、ということだろう。

『ひどい傷……』

　惣太が頭に作った傷きず痕あとに、優やさしく手を添そえるリァノーンの幻影。

『こんなにも、強ごう引いんに……痛かったでしょうに』

　傷を見ただけで、彼がこの頭ず蓋がい骨こつの中で繰くり広げた戦いを、リァノーンは知ったらしい。

『貴方なら私のすべてを受け継つぐ資質があった。常とこ世よの王に、新たな夜や魔まの王になれる御お方かただった』

「……」

　そんなリァノーンの見立てはまるきり見当違ちがいなものと、かつての惣太は信じて疑わなかったが、今となっては……何とも言えなかった。

　結果だけで語るなら、惣太は自分の中の邪じや悪あくな〝オレ〟を撃げき退たいして、今は血の飢うえに苛さいなまれることなく、力を発揮できるようになった。

　リァノーンがそれを見み越こしていたというのなら……そう、確かに惣太は、彼女の力を受け継いでいい人間だった。

　だが……

「じゃあ、行くね」

　惣太は一昨日以来持ち歩いている武器を確かめ、それから思い立って、いつものようにクロームの猿さる轡ぐつわを顔にはめる。

　以前のように抑よく制せいを失うことはないだろうし、もう顎あごを縛しばる必要もないとは思ったが、今までの習慣だろうか、彼は顔が裸はだかだと何となく……戦いくさ支じ度たくという気がしなかった。

　今はまず、行動を起こす。リァノーンに会う。惣太はそれだけを考えることにした。答えは、彼女に会ってから出せばいい。そのために来たのだから。

『お待ちしております』

　惣太は、迷う心を押し込めるように、スターターでデスモドゥスの心臓を呼び覚ます。エグゾーストが鬨ときの声を上げる。惣太とリァノーンは心をひとつに重ねたまま離はなればなれの身体からだを求め出発した。




　　　　†




　燦月本社、その敷しき地ちに突とつ入にゆうして、俺はあらためて敷地の広さに舌を巻いていた。

　建物の配置や数は、大まかに把は握あくしていたが、遠く山の上から眺ちよう望ぼうしたものと、直に目の当たりにするのとでは、いかんせんスケール感が全然違ちがう。

　俺は三〇〇〇ｃｃツインターボのモンスターを駆かって、狭せまい通路を次々と駆け抜ぬけながら、それとおぼしい危険物を見つけるたびに、携たずさえ持ったテルミット手しゆ榴りゆう弾だんを投下した。

　お世辞にも旋せん回かい性を考こう慮りよした設計とは言えないデスモドゥスで、この狭い空間を走り抜けるのは曲芸も同然だったが、今の俺の感覚は極限まで冴さえ渡わたっている。

　今夜この場での戦いのために自分は生まれてきたかのような……そんな錯さつ覚かくさえ感じるほどに、血がたぎっていた。

　とは云いっても、まるきり出で鱈たら目めに走り回っているわけではない。

〝俺がわかるかい？　リァノーン〟

〝はい……感じます。貴方の心……間ま違ちがいなく近づいてくる〟

　今の俺にはリァノーンの思念が感じられる。彼女の精神波……その送られてくる方角と、その強弱でおおよその距離に当たりがつけられる。

　最後の焼しよう夷い弾だんを投げ落としたところで、俺はリァノーンを探さぐることに専念した。




　彼女の気配を感じた方角の……その中心点はおそらくは開発部署とおぼしい、ひときわ近代的な建物の並ぶ区画だった。何度か前を素す通どおりしたが、そこで感じた手て応ごたえが一番強い。後はどうやってそこまで引き返すかが問題だった。

　今いる倉庫区画から、最短のルートを辿たどるとなると……俺はデスモドゥスのスピードを流し気味に抑おさえ、敷地内を窺うかがう。

〝気をつけて。火を噴ふく鋼の獣けものが、あなたを狙ねらっています〟

　鋼の……獣？　リァノーンの千里眼がいったい何を捉とらえているのか、俺には見当がつかなかった。

　だがすぐに、俺は腹の下で轟ごう々ごうと唸うなるデスモドゥスのＤＯＨＣに耳を苛まれながらも、それとは異なるエンジン音を……聴ちよう覚かくというよりは、なかば気配で……捉えていた。

　すぐ近くに、何か別の車両がいる。このいがらっぽい轟とどろきは……ディーゼルか？

　その音に意識を集中した刹せつ那な、ふいに前方右側のコンクリート壁へきに、蜘蛛くもの巣状の亀き裂れつが走る。

　壁面を突つき破って飛び出してくる何かを察知したものの、俺は瞬しゆん時じの判断で、ブレーキのかわりにスロットルをさらに開放した。急制動をかけたところで間に合わない。

　瞬またたく間に亀裂が迫せまり、すぐ眼前にきたところで、罅ひびの入っていた壁面が音を立てて瓦が解かいした。

　そこから躍おどり出る黒く巨きよ大だいな影かげと、反対側の壁面の間……そのわずかな間かん隙げきを衝ついてデスモドゥスは通過する。

　車体側面に植えられたチタニウム製のスタッドが、飛び出てきたそいつの表面を擦さつ過かして火花を散らした。

　いったい何が……得体の知れない奴やつに背中を見せる危険を思い、俺はデスモドゥスに急制動をかけた。車体が停止するのを待たずマグナムを抜き、身を捩ねじって半身になりながら背後に向ける。

　朦もう々と舞まい上がる粉ふん塵じんの向こうから、徐々に形を現す凶まが々まがしいシルエット。その正体を見み極きわめたところで、彼は愕がく然ぜんとなった。

　戦車……いや、装輪装そう甲こう車しやと言うべきか。足回りには歯車のようなトレッドの図太いタイヤが嵌はまり、開口部のほとんどない、直線を基調とした車体はその鋼鉄の外皮の厚さを際きわだたせている。

　奴ら、どこからこんなモノを……あまりのことに、俺は一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふより先に呆あきれてしまった。日本国内の一いつ介かいの製薬会社でこんな代しろ物ものにお目にかかる羽目になるとは流石さすがに想像だにしていなかった。

　俺が呆ぼう然ぜんとしている間に、装甲車のずんぐりした砲ほう塔とうが回転し、鋭えい剣けんのように突き出た機き関かん銃じゆうの銃口がこちらを睨にらむ。

　やばい……構えていた銃を即そく座ざにホルスターに戻もどし、急発進で逃にげに入る。いくら四五四カスールマグナム弾とはいえ、装甲車両が相手では豆まめ鉄でつ砲ぽうも同然だった。

　手近な横道を見定めて、直前で強ごう引いんにドリフトターン。

　装甲車の機銃が火を噴くのと、狭い通路にデスモドゥスの車体を滑すべり込ませるのとは、ほとんど同時だった。

　唸り飛ぶ流ながれ弾だまと、撃うち砕くだかれるアスファルトの悲鳴を背後に聞きながら、俺は車しや幅はばぎりぎりの窮きゆう屈くつな路地に、遮しや二に無む二にデスモドゥスを突とつ進しんさせる。

　行く手を阻はばむ積せき載さいケースやドラム缶かんは、悉ことごとく前輪のバンパークローで粉ふん砕さいして退しりぞけた。

　飛び散った破片や得体の知れない薬物が、霙みぞれのように浴びせられる。が、銃じゆう弾だんに比べれば余よ程ほどマシだ。

　畜ちく生しよう。あんなものが出てくると判わかっていれば、むざむざ手榴弾を使い切りはしなかったろう。今俺の手て許もとに残っている武器では、何ひとつ通用しない。

　機動性だけなら断然デスモドゥスが上うわ手てなのだが、問題は、どうやって装甲車から逃のがれながらリァノーンの許まで辿たどり着くかだった。

「……!?」

　ふたたび、行く手に現れた無骨な車しや影えい。黄土色のペイントが施ほどこされている。同型らしい、別の車体。

　くそ、もう一台いたか……挟きよう撃げきされたらやっかいだった。

　俺は黄土の二台目に背を向けて、反対側へとデスモドゥスを駆りながら……それでも何かが気にかかり、肩かた越ごしに背後を窺った。

　二台目の装甲車は最初の緑のヤツと微び妙みように形が違っていた。

　一台目では機関銃の載のっていた砲塔の位置に、かわりに据すえられている筒つつを束ねたような装置は？……その疑問に答えるように、その筒の一本から、俺に向かって噴ふん煙えんとともに火の玉が躍り出る。

「ミサイル!?」

　背筋の凍こごえる思いでスロットルを全開にし、敷地外輪の角までデスモドゥスを疾しつ駆くさせる。

　あと二〇メートル、一〇メートル……灼しやく熱ねつのジェット噴ふん流りゆうが、炎ほのおの舌をたなびかせて背後に迫る。

　間かん一いつ髪ぱつ、転てん倒とうすれすれのハングオンを決めて建物の角を回り込む。その背後で、標的を見失ったミサイルが壁かべに当たって爆ばく発はつする。




　轟々とこだまする爆ばく音おんを背中で聞きながら、俺は焦あせって算段を巡めぐらせた。

　いくら距きよ離りを引き離しても、ミサイルが相手では話が別だった。照準をつけられた時点で、俺は俎そ上じようの鯉こいになる。

　……どうする？　こんな調子では埒らちがあかない。

　そう言えば、いつの間にかもう一台の姿も消えていた。恐おそらく連れん携けいして俺を捕ほ捉そくしようとしているのだろう……躊ちゆう躇ちよしている間にも、デスモドゥスはぐんぐん路地を駆け抜け、唐とう突とつに視野がひらける。

　確か、この先は駐ちゆう車しや場……記き憶おく通りに、そこかしこを水銀灯に照らされた広大なスペースが目の前に広がる。利用者のいない深夜だけあって、完全にがら空きだ。数台の車とぽつんぽつんと置かれたコンテナの他ほかは何の遮しや蔽へい物ぶつもない、だだっ広い空間。

「……居た！」

　そして、もう一台の装甲車はそこに伏ふせていた。

　左手の建物の陰かげに潜ひそんでいたモスグリーンの車体が、にじり寄るようにして灯りの中へと姿を現す。

　やはり回り込んでいた。少し遅おくれて、俺の後を追ってきたミサイル砲塔の〝黄土〟が、駐車場に入ってきた。疾駆するデスモドゥスのテールを視野に捉えたらしいところで、悠ゆう然ぜんと車体を停止させる。

　いくらこっちがハイスピードで飛ばしていようと、音速にも迫せまるミサイルなら問題にもならない。

　一か、八か……俺は腹をくくって、駐車場の外がい縁えんで大きく円を描えがくように、デスモドゥスを加速した。スロットルの開放に、エンジンは歓かん喜きの咆ほう吼こうで応こたえる。

　スロットルを全開にしたまま、ゆるやかに車体を傾けい体たいさせてステアリングを〝緑〟へ向ける。

　自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいったかのように、真っ正面から突進……敵はそんな俺の行動を、最後の足あ搔がきとでも思っただろう。横手で〝黄土〟がミサイルを発射する。

「……!!」

　マスクの裏で雄お叫たけびを上げながら、俺は〝緑〟に向かって一直線に突進する。トップスピードで駆かり立てるデスモドゥスに、猛もう然ぜんと迫る電子制せい御ぎよの火矢。

　間に合うか……間に合わせてみせろ、デスモドゥス！　お前の最後の力を、今ここで……

〝緑〟のガンナーは、ここでようやく俺の狙ねらいが体当たりだと気づいたようだった。怯おびえたように機銃を乱射して、弾だん丸がんの雨をデスモドゥスに浴びせる。

　すかさずクラッチオフの空から吹ぶかしで後輪へ一気にトルクを注ぎ、ウィリー走行へ。デスモドゥスは獲え物ものに躍おどりかかる四し足そく獣じゆうさながら、咆吼とともに高々と前輪を掲かかげ上げる。

　そうやってカウルと前輪を楯たてにしつつ、俺は猛然と弾丸の雨の中に飛び込んだ。

　機銃の弾丸がカウルを切り裂さき、ライトを砕く。

　前輪のタイヤがバーストし、次いでフロントフォークごと粉こな微み塵じんに吹ふき飛ばされる。

　迫るミサイルも機銃の至し近きん弾だんも意識から閉め出して、俺は、ただ、ウィリーを続ける車体のバランスを維い持じすることだけに専念する。

　その間も全開放のスロットルはエンジンに燃料を注ぎ続け、ただ一輪残った後タイヤを駆り立てる。

　あばよ、デスモドゥス。お前は最高のマシンだったよ……満まん身しん創そう痍いの車体が〝緑〟にぶち当たる寸前に、俺は愛いとおしげな視線でデスモドゥスをひとなめし、力ちから一いつ杯ぱいステップを蹴けって真上へと跳ちよう躍やくした。

　角張った装そう甲こう車しやのノーズに、無防備な腹からぶち当たるデスモドゥス。

　頑がん丈じような装甲に自ら叩たたきつけた運動エネルギーをそのままに跳はね返されて、デスモドゥスは派手な破は砕さい音おんとともに四散する。

　いかにスピードが乗っていても、さすがに相手は装甲車両。バイクの体当たりでどうなるものではなかった。

　……だが、デスモドゥスを追いすがって唸うなり飛んできたミサイルは、また違ちがった。

　空中に身を躍らせた俺の眼下で……弾頭から迸ほとばしるジェット噴流の衝しよう撃げき波はが〝緑〟の正面装甲を易やす々やすと叩き割り……直後、真下からの爆ばく炎えんと衝撃波が、さらに俺の身体からだを高々と吹き飛ばす。

　四し肢しを丸めて身を守りながら、俺は爆散した〝緑〟の破片もろとも、放物線を描えがいて夜空を飛んだ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやなきりもみの中から体勢を取り戻し、地面に叩きつけられる直前で身体を開いて、猫ねこのように四肢で着地を決める。そのすぐ横に、ぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ〝緑〟の砲塔が、けたたましい音を立ててアスファルトに落下した。

　わずかコンマ数秒の攻こう防ぼう……こんなスピードでの駆け引きは、以前の俺では変身していても無理だったろう。

　信じられない今の自分の力を理解し、戦せん慄りつが、あらためて背筋を駆け上る。

　俺は立ち上がり、爆炎の向こうからゆっくりと迫ってくる〝黄土〟の車影を認める。

　まだやることはあった。自分に怯えるより前に、まだ、倒たおさなければならない敵がいた。デスモドゥスを失った今、もはや逃にげる術すべがない。

　どうしたものか……しかし、次の瞬しゆん間かん、闇やみを裂いたロケットの光が俺の双そう眸ぼうを灼やく。

　続いて、俺を狙って今まさに次なる火矢を放とうとしていた黄土色の車体が、一いつ瞬しゆん、身み震ぶるいしたかと思うと、その開口部すべてから紅ぐ蓮れんの炎を噴き上げた。

　炎上する装甲車を茫ぼう然ぜんと見守る俺の背後から……スキール音もけたたましく、急ハンドルにサスを傾かたむけて駐車場に突つっ込んでくるハマートラック。その車体には、見覚えがあった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　硝しよう煙えんたなびくロケットランチャーを担かついだまま、ハマーの荷台から飛び降りるモーラ。

「驚おどろいた……来てくれたのか!?」

「あとは私たちに任せなさい。あなたは早くリァノーンの許もとへ！」

　喪も服ふくの少女は、相変わらず何の感かん慨がいも窺うかがわせずに、事務的な指示を下す。

「あ、あぁ」

　俺にしてみれば、感謝の言葉もなかったが……モーラの言うとおり、そんなこと悠ゆう長ちように考えてる場合ではなかった。これ以上雑魚ざこに構っている暇ひまはない。邪じや魔ま者ものが牽けん制せいされている今のうちに、先を急いだ方が良さそうだった。

〝今から行くよ。リァノーン〟

〝……お待ちしています〟

　見えざる眠ねむり姫ひめと心を通わせて、俺は彼女を感じる方角へと駆け出した。




　颶ぐ風ふうの如ごとく駆け去る惣太を横目に見送りながら、モーラは弾頭の失うせたＲＰＧランチャーを捨て、フリッツ愛用のＭ４カービンをハマーの荷台から持ち出す。

　かたやフリッツは、助手席から〝こんな時〟用の得物を引っぱり出すだけで苦労している。ただでさえ馬ば鹿か重い得物は、歪んだ右手と半数が折れた肋あばら骨ぼねには荷が勝ちすぎたかもしれない。あの気き丈じようなフリッツが貧ひん血けつで顔面蒼そう白はくになっていた。

「フリッツ、早く！」

　あちらこちらに、正確な点射を放つモーラ。

「わかってる。急せかすなって……」

　二人が言い合う間にも、刻々と工場中から集まってくる傭よう兵へいたち。今までバイクの惣太に翻ほん弄ろうされていた歩兵たちだ。

「今日は私たちが囮おとりだからね。派手にいくわよ!!」

　言いながら、モーラは同どう軸じくの焼しよう夷いグレネードを発射する。膨ふくれあがる紅蓮の炎ほのお。

「弾たまだって……タダじゃねぇってのによ……」

　ライフル弾だんを水でも撒まくようにぶちまけられる、束ねられた長ちよう銃じゆう身しん、モーター駆く動どうの巨きよ大だいな機関部。本来ならヘリやガンシップの固定銃じゆう架かに収めて扱あつかうガトリング式のミニガンを、分厚いスリングでようやく身体に固定したフリッツは、すかさず発射ボタンを押し込む。

　鈍にぶいモーター音と、もはや一連の音にしか感じられない撃発音が混じり、牛が鳴くような場ば違ちがいにのどかなメロディが奏かなでられる。

　死の牛が咆吼を上げるたびに、傭兵たちが盾たてにしている車が、コンテナが、兵士たちの身体ごと、端はしから齧かじったように消えていく。

「闇価のアモが毎分千発で、えぇと……」

　フリッツはヤケになったように、目に付くものすべてに鋼鉄の疾しつ風ぷうを浴びせかける。

　今夜一晩の出費を考えただけで、頭が痛くなった。

「……クソッタレ、幾いくらになるんだ!?」




　　　　†




　ギーラッハは、ひとり無人の廊ろう下かを進んでいた。

　本来ならば塵ちりひとつすら見受けられない非人間的なほど端たん正せいな社屋内は、処分し忘れの書類やデータＲＯＭが散乱し、場所によっては設備ごと処分しようとしたものか、明らかに故意に火を放ったと思われる痕こん跡せきすらあった（もちろん、防災装置ですぐに消し止められてはいたが）。

　護衛の旗色が悪くなるや、イノヴェルチの連中は命運つきたものと己おのれの砦とりでに早々と見切りをつけたのだろう。

「……脆もろいものよの」

　結局は、死を賭としてまで守らんとする物を持たなければ、何人寄り集まろうと雑魚は雑魚。

　外の惣太も、まずなかなかの戦いぶりを演じていた。

　彼もそろそろ気づくはずだ。己と雑ぞう兵ひようとの戦力の開き、圧あつ倒とう的な落差というものを。

　伊藤惣太、人にあらず。

　ギーラッハは妙みように澄すんだ気分で、彼との邂かい逅こうを果たすべくリァノーンの許もとへ歩を進める。




　　　　†




　リァノーンが拘こう置ちされている部屋を望む管制室。かつての諸井の研究施し設せつをそっくり移設したかのようなヴァンパイア養よう殖しよく処理設備のすべてを司つかさどるコンソールの前で、白衣のドクターは悪戦苦く闘とうしていた。

　設備の調整も終わり、行方ゆくえ不明だったリァノーンも戻もどってきた矢先、この騒そう動どうだ。

　ハンターの襲しゆう撃げきは織り込みずみだったとはいえ、まさか、ヴェドゴニアの戦せん闘とう力りよくがあれほどまでとは予想だにしていなかった。

　急がないと……結局は一度も稼か働どうさせることのなかった、本社のこの設備は惜おしいが、リァノーンさえ確保していればどこでも研究は再開できる。

　諸井は本気でそう信じていた。

　自分では冷静なつもりながら、その実、パニックにより極きよく端たんな視野狭きよう窄さくを起こしていた諸井は、この期に及およんで誰だれも自分の指示に従わないことの意味を考えもしていない。

　科学の英知をもって、この美しい生物を征せい服ふくする。その展望に、彼女は、今までどれほど心を躍おどらされたことか。

　諦あきらめることはできなかった。こんなところで。

「……!?」

　遠えん隔かく操作でリァノーンの身体からだを拘こう束そく具ぐから解放したところで、諸井は冷たい視線に肩かたをすくませる。

　いつの間に現れたものか、背後にナハツェーラーの姿があった。

「そんな所で何を……」

訊ききかけて、女科学者は、あまりに冷たすぎるナハツェーラーの視線に固まる。

「何をしているのか、と？」

　冷れい笑しようを交えながら、ナハツェーラーは諸井の言葉を引き継つぐ。

「先に私から君に訊かせてもらおうか、ドクター。この期に及んで、君はいったい何をしているのかね？」

「リァノーンを護まもるんです!!」

　解げせぬナハツェーラーの余よ裕ゆうに苛いら立だったのか、諸井は語気を荒あらげて言う。

「とりあえず、どこかに隠かくして……」

「無理だな」

　ナハツェーラは小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「無む駄だだ。まったく無意味だ。何がヤツをここに招き寄せていると思う？　その女の精神波だよ」

「そんな……」

　彼にとっては、憂ゆう鬱うつきわまる気分をまぎらわすほどではないにしろ、理知的な仮面を装よそおっていた女が狼ろう狽ばいに取り乱す様は……それなりに滑こつ稽けいな見せ物ではあった。

「い、いったい……じゃぁ、どうすれば!?」

　真っ青になった顔を子供のように歪ゆがめる諸井博士。

「彼奴きやつを止める方法かね？　歯は痒がゆいな。イノヴェルチきっての頭脳と名高い諸井女史が、その程度のことにも気づかんのかね？　ヴァンパイアの力の鉄則を」

「な、な……!?」

「血の盟約により、継けい嗣しとして魔ま性しようの力を振ふるっているヴェドゴニア……だが彼奴は吸きゆう血けつ鬼きとして完成しているわけではない。分不相応な力を備えてはいるが、所しよ詮せんは咬かまれただけの〝なりかけ〟だ」

　ナハツェーラーは意味ありげに言葉を区切る。しかし、パニックを起こした白衣の女はただ、先を急せくような催さい促そくの表情を浮うかべるのみ。

　吸血鬼の子し爵しやくは、少し拍ひよう子し抜ぬけしたような素そ振ぶりで、ゆっくりと言葉を続けた。

「ならば……血盟を解いてやればすむだけのこと」

　ナハツェーラーは、背中に隠し持っていた白木の杭くいを掲かかげて見せる。

「そのリァノーンが塵に帰せば、ヤツは継嗣でも何でもない。ただの人間の小こ僧ぞうに逆ぎやく戻もどりだ」

「な……」

　愕がく然ぜんと絶句する諸井。

　彼女にとって、どうやらナハツェーラーの言葉は理解の範はん疇ちゆうを越こえていたようだ。

「ききき気でも狂くるったの!?　あんたは!!」

「そう言われることは、よくあるな。儂わしも時折、酔すい狂きようの度が過ぎるだけに、此こ度たびもまた、遊びが過ぎた。無ぶ聊りようの慰なぐさめには程ほど良よかったが……そろそろ幕を引く頃ころ合あいだ……退どきたまえ、博士」

「……ッ!!」

　怒いかり、そして絶望。激情に衝つかれてナハツェーラーの胸ぐらに摑つかみかかる諸井は、相手がどういう生き物なのかさえ忘れていた。

　駄だ々だっ子を黙だまらす平手の折せつ檻かん……その程度の力加減と見えて、だがナハツェーラーの手の一ひと振ふりには、大人一人の頭を消し飛ばすだけの威い力りよくがあった。

　ＩＱ二五〇を誇ほこる頭部を失って、木偶でく人形のようにくずおれる諸井の身体。

　ナハツェーラーは、頭部の失うせた白衣の女史にはもう一いち瞥べつもくれず、管制室の出口に向き直る。拘束室へ向かうには一いつ旦たん廊ろう下かを経由する必要があった。

　ナハツェーラーがスチールのドアに向き直った途と端たん、それは外から乱暴に開け放たれる。

　そこには彼には馴な染じみの……ある意味懐なつかしい人物がいた。







[image: ８．この地の果てまで、届かぬ嘆きを抱いて眠れ]
















　ギーラッハは、眠ねむるリァノーンの身体からだをそっと床ゆかに横たえた。

　騒そう々ぞうしい研究施し設せつ内で、ここだけは水底のように静かだった。

　先さき程ほどまで、ガラスで遮さえぎられた隣りん室しつで何やら騒さわぎがあったようだが、この場所が平へい穏おんである限り、今の彼にはどうでも良いことだった。

　無骨な紅あかい籠こ手てに包まれた手が、リァノーンの顔にかかった前まえ髪がみをそっと払はらう。

　この寝ね顔がおを見守って過ごした永き日々。胸に懐いだいた思おもいの丈たけをもう一度嚙かみしめて、ギーラッハは己おのれの不死を顧かえりみる。

　伊藤惣太……彼の発はつ露ろした力。今しがたも外で繰くり広げていた修しゆ羅らの激斗と。

　すべて見届けたギーラッハには、もう一分の疑念もない。

　不ふ甲が斐いなく、未熟に過ぎて、至らぬ箇か所しよは多けれど……あの男こそは、御おん姫ひめが時を超こえて待ちわびた男。

　二〇〇〇年の歳月をもって、ついに悲願は運命とひとつになった。ここにリァノーンは想いを果たし……そして彼女を守護し続けた騎き士しの役目もまた、終わる。

　主を守護し六〇〇年……永かったのか、短かったのか。

　久く遠おんの光こう陰いんも、この面おも影かげを胸に懐けば……まるで儚はかなく過ぎる夢に似て、すべて尊く愛いとおしい。

　願わくは彼女とともに、時の終わりまで行きたかった。悠ゆう久きゆうをともに過ごしたかった。

「一〇〇年前、眠りにつく前に、貴女あなたは仰有おつしやった。見み出いだした真実を胸に、我が道を行けと……遅おそまきながら、今こそ賜たまわった御お言葉に従います。おさらば。我が君よ……」

　部屋の入口から感じ取っていた存在感を、ここにきて初めてギーラッハは一瞥する。

　そこには、二人が招き、待ちわびた男が立っていた。




　俺はその部屋の入口で立ち止まり、二人のヴァンパイアを眺ながめていた。

　リァノーン。そしてギーラッハ。

　彼を求め、時を超えてきた少女と、時を超えて彼女に尽つくした騎士。

　眠る主あるじの枕まくら辺べに跪ひざまずく、騎士の広い背中は……なぜか声をかけるのが憚はばかられるほどに、峻しゆん厳げんと俺を威い圧あつする。

　やがてギーラッハは立ち上がり、とうにこちらに気づいていたのか、静かな眼まな差ざしで向き直る。

「……来たぜ。あんたの言うとおり。リァノーンに会わせてくれ」

　ギーラッハは薄うすい笑みを見せて、俺の視線を受け止める。

　そのまま、ゆるゆると淀よどみない動作で大たい剣けんを掲げ、大きく上段に構えを取るギーラッハ。

　その途と端たん、まるでその体たい軀くが倍に膨ふくれ上がったかのような……そんな錯さつ覚かくさえ感じさせるほどの気き迫はくが、真っ向からぶつかる。

「己は騎士。主に仕え、その意を汲くんで剣を振る」

「だったら……」

　俺は……痛切に哀かなしくなった。こんな形でしか自分の感情を表現できない紅の騎士の不器用さに。

「……あんただって、知ってるんだろう？　リァノーンが何を望んだか」

　騎士は答えない。

「訊きいてみろよ。彼女に。あんたと俺とが殺し合うなんて、リァノーンが望んでるかどうか……起こして、訊いてみればいいだろうが」

「己が仕える主はな、そこに眠る婦人ではない」

　きっぱりと、意外なひと言が、ようやくに騎士の薄い唇くちびるから発せられる。

「今、貴様の訪おとずれを待ちわびる女性は……己の仕える君ではない」

「あんた、いったい……」

　ギーラッハは薄く笑って、眠るリァノーンを肩かた越ごしに振り返る。

「麗うるわしきリァノーン、かつて貴女は呪のろったはずだ。己の運命を、無限に続く放ほう浪ろうを。憎にくんだはずだ。ひとり貴女を輪りん廻ねの輪の外に置き去りにしたこの男を!!　一度としてなかった想いとは……言わせませぬぞ。我が君よ」

　まるで彼女に宣せん誓せいを立てるかのように、手にした大剣を胸むな元もとに引き寄せるギーラッハ。

「これより己は……そんな、過ぎし日の貴女の騎士になる。貴女の忘れた憎ぞう悪おに仕える」

　風を唸うならせて剣けん先さきが転じ、真っ直すぐに俺を指す。

「今、我が姫ひめ君ぎみの二〇〇〇年にわたる苦く悶もんと憎しみをこの剣に託たくし……己は貴様の前に立つ。

　越こえてみせろ、伊藤惣太。さもなくば滅ほろんで塵ちりと散れ!!」

「ギーラッハ……」

　俺は拒こばめなかった。

　この男は生ある限り、自分とリァノーンの間に立ちはだかる、その事実はもう疑いようもなかった。

　彼女の許まで、至るなら……ギーラッハの促うながす通り、彼を越えていくしかない。

　俺もまた、唯ゆい一いつ残っていた、愛用のナイフ『サド侯こう爵しやくの愉ゆ悦えつ』を構える。

「ふんっ!!」

　数すう瞬しゆんのにらみ合いの後、ギーラッハから仕し掛かけてきた。大剣が風を巻いて駆かけ抜ぬける。

　俺は愛用のナイフのフットワークを生かし、刀身の軌き跡せきを縫ぬって、直線的に騎士を狙ねらう。が、ギーラッハの剣はその大質量をモノともせずに、燕つばめのように翻ひるがえり、次の瞬間には踏ふみ込みすぎた俺の後頭部を襲おそう。やばい、俺は慌あわてて距きよ離りをとる。

　通常、大型の武器は一いち撃げき必殺か後の先を狙うものだが、ヤツの不死者の膂りよ力りよくと技量は、両手持ちの大剣に、ナイフ並みの交戦点を与あたえていた。

　強大な質量にモーメントを上乗せし、その運動エネルギー自体を破は壊かい力りよくとするギーラッハの両手剣は、その特性をフルに生かすべく、まるでそのスピードを落とさない。

　それはまるでギーラッハの肩かた口ぐちを中心に、剣が勝手に回っているようにも見えた。

　無骨な刀身の描えがく軌跡の分厚い制空権。俺はナイフを基本通りのサーベルグリップに構えなおし、細い刃はを延長した右親指と思いこむ。

　水車のように回るギーラッハの大剣。その隙すきをついて、延長された右親指を素す早ばやくねじり入れる。

　閃せん光こうのように細く鋭するどいナイフ突つきを、虞ぐ風ふうがはじき飛ばす。俺は素早く身体を入れ替かえ、まったく別のポイントからエッジを突き込む。
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　モーラとフリッツも、本社社屋内に突とつ入にゆうしていた。

　無人の野となった構内を駆ける。抵てい抗こうは殆ほとんどなかった。

　主の失うせた後も律りち儀ぎに働く非常灯や防災放送が、虚むなしく照らし、鳴り響ひびく中を、リァノーン目指して走る。

　惣太がテレパシーを根こん拠きよに、まったくの別ルートで進んでいる以上、お互たがいを囮おとりにする二正面侵しん攻こうが有効なはずだった。

　壁へき面めんの案内端たん末まつをハックして、フリッツがとある戸口を指さす。何か重要な施し設せつの管制室らしい。モーラはカービンを油断なく構え、スチールのドアを開ける。

　……部屋の中に灯りが灯ともる。だがそれは非常灯ではない、獣じゆう脂しの薫かおるランプの灯火。

　薪まきの燃えはぜる音が、優やさしく耳じ朶だをくすぐる。

『どこに行ってたのモーラ。もうお夕飯の時間でしょう？』

『早くしないと、オマエの分まで食べちゃうぞ。オレが』

　お兄ちゃん、お母さん……懐なつかしい暖だん炉ろ。懐かしいテーブル。懐かしい部屋のぬくもり。

　そして……心揺ゆさぶるほどに懐かしい、声。

『どうしたの？　何を泣いてるの？　モーラ。また、村の子にいじめられてきたの？』

「……お母さん……」

『さあ、何があったか話してごらんなさい』

　席を立ち、母親が近づいてくる。見覚えのある厚手のエプロン。油あぶら染じみの跡あとまで憶おぼえていたことに自分でも驚おどろいていた。あの前まえ掛かけに、何度しがみついて泣いたことか……

『さあ、こっちへおいで。モーラ』

「お母さん……」

　でも今は……

「こんの、クソオヤジがぁああ!!」

　閃ひらめくナイフの銀光。モーラは何者かに突き飛ばされる。

　お兄ちゃん……兄の声は懐かしいそれでなく、剽ひよう悍かんな相棒の声に戻もどっていた。金属が肉を抉えぐる鈍にぶい音。

　モーラの銃じゆう口こうが吼ほえる。横よこ薙なぎの一掃そう射しやで両りよう膝ひざを撃うち砕くだかれ、つんのめる母親。

「グッ……」

　床ゆかに倒たおれ伏ふしたその姿は、モーラの記き憶おくにある姿ではなく……古風なドレスシャツを着た銀ぎん髪ぱつの男に変わっている。

　彼がモーラの心臓めがけて投じたナイフは、遅おくれて駆け込んだフリッツの左ひだり腕うでに深々と突き刺ささっていた。

　息を詰つめて、フリッツは右手でその柄つかを握にぎり、抜いて投げ捨てる。動どう脈みやく瘤りゆうを貫つらぬかれたのか、蛇じや口ぐちを捻ひねったように、勢いよく血が噴ふき出る。

　血ち糊のりの絡からまったナイフが硬かたい音を立てて転がる床は……元の研究所に戻っていた。
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　相変わらず鳴り響く警報が、無人の廊ろう下かに虚むなしく反はん響きようしている。

　フリッツは膝ひざを落としながらも、モーラに向かい、心配ない、とでも言うように手を振ふった。

「よくできてたわ。今の幻げん覚かく……」

　兄の傷に心を痛めながらも、だがそれに勝まさる怒いかりに眉まゆを吊つり上げて、モーラは銀髪の子し爵しやくににじり寄った。

「そう……あなた、知ってたわね？　あの景色」

「く……」

　ナハツェーラーもまた怒りと苦痛に顔を歪ゆがめ……だが彼の場合、さらに怯おびえと敗北感が表情に険を加えている。

　銀の弾だん丸がんに破壊された足は、瞬しゆん時じに再生させることができず、彼は無様に這はいつくばったまま、歩み寄る喪も服ふくの少女を睨にらみ据すえることしかできない。

「ずっと、あなたを捜してた」

　母を知り、幼い兄を知り、あの部屋を知っているのは、傍かたわらで傷に呻うめく相棒と……捜し求めていたあのヴァンパイアのみ。

　ただ一人、決して許せない吸きゆう血けつ鬼き……万ばん感かんの想おもいを込めて、モーラはクロスボウに矢を番つがえる。

「灰は灰に、塵は塵に」

「や、やめ……」

「さようなら。お父さん」

　永遠を約束されていた心臓に、破は邪じやの銀矢が深々と突き刺さる。

　名も知らぬ父親が、絶ぜつ叫きようとともに燃え崩くずれていく様さまを、モーラは氷の眼まな差ざしで見取ってやった。
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　カリン、キン！　キン！

　ガラス同士がぶつかるような、軽かろやかで冷たい響きが広大なリノリウムの空間に木こ霊だまする。青白い刃走りの火花が、刹せつ那な刹せつ那なの景色を焼き付ける。

　いったい何合ずつ撃うち込んだだろうか？

　俺もギーラッハも、全身の細かい傷から噴き出る血のりに薄うす桃もも色いろに染め上げられ、必殺のエッジはお互いの脂あぶらで鈍り、或あるいは細かい刃こぼれを起こし始めていた。

　勝負は……とうに決しているはずだった。ギーラッハはとっくに再生も追いつかないほどのダメージを受けている。

　結局は得物の違ちがいだった。

　リーチが短いかわりに、瞬時にほぼ無限ともいえる加速が可能な俺のナイフに比べ、ギーラッハの両手剣けんは常に一定の慣性を受け、その変針は風のうなりの高低を呼ぶ。そして、それは、いつの間にやら俺の耳に常に捉とららえられるようになっていた。

　いかな六〇〇年の技量と不死者の膂力といえど、物理の法則は凌りよう駕がし得なかったらしい。

　なのに、ギーラッハは倒れない。立ち向かってくる。

　今、彼を支えているのは、不死者の力でも何でもない。リァノーンを目指す俺を阻はばむ、ただその一念だけで膝を支え、立ち上がってくる……

　勝てるのか？　これほどの男に……俺は血と汗あせでぬるけるナイフを握り直す。

　かつてない長丁場に疲ひ弊へいし、限界が近づいている。このままでは……活路はない。

「ぃえあぁッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに振り下ろされる豪ごう剣けんの風圧。

　身を退いて避よけた途と端たん、俺は致ち命めい的なほどに体勢を崩していた。次に追い討うちが来たら避けられない……ギーラッハの、それが狙ねらいだった。

　一いつ旦たん空を切った刀身が、虚こ空くうで軽やかに反転する。

　確信した勝利に凄せい絶ぜつな笑えみを見せるギーラッハ。返す一刀は、今度こそ必殺の……豪剣の勢いに押された俺は、背中からもろに床に叩たたきつけられる。

　……しかし、刃はは俺にまでは届いていない。すんでのところで、ナイフを捨て、両手で剣を挟はさみ込み、己おのが身体からだに届く前で押し留めていた。

「……!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くギーラッハ。さすがに六〇〇年の騎き士し人生のうちでも……白しら刃は取りを見るのは初めてだったらしい。

　しかし、俺も勝ち誇ほこれるような状態ではなかった。剣に押されて仰あお向むけに倒れ、身動きもままならない。今こうして捕らえているギーラッハの刀身を、手放したが最後……今度こそ真っ二つに叩き斬きられるだろう。

　ギーラッハもまた、未いまだ勝利の確信は揺らいでいない。体勢と膂りよ力りよくを嵩かさにかけて、じりじりと剣を押し下げてくる。このまま……力まかせに斬り潰つぶす気だ。

「伊藤……惣太……」

　力ちから技わざに歯を食いしばりながら、口元を歪めて凄絶な笑みを見せるギーラッハ。

「貴様の……負けだッ!!」

　認めない……俺は渾こん身しんの力でヤツの剣を押し返しながら、胸の内で吼ほえた。

　俺は負けない。俺だって……俺だってヤツに劣おとらぬぐらい、背負っているものが……ある!!

　俺は首を巡めぐらして、必死に勝利の決め手を探す。

「……目を逸そらすでない。生死の境は我が一刀の上に。……目を逸らせば勝機を捨てるぞ」

「そんなことも……ないさ」

　……俺は目指すものを見つけた。先さき程ほど床に倒れたとき落としたナイフを。

　使い込んだグリップの握り心地ごこちも、その切れ味も……今の俺にはまじまじと思い浮うかべることができた。こうして見み据すえているだけで。

　……さあ、もう何度も繰くり返してきたように……もう一度、敵を抉れ。俺の刃、俺の殺意……俺はナイフに命じる。ナイフに心を合わす。

　促うながす彼に応こたえるように、音もなく宙に浮き上がるナイフ。リァノーンから継ついだこの力……きっと、この瞬しゆん間かんのために……

「これで……」

　視野の隅すみにナイフを捉とらえながら、俺は真っ直すぐに眼前のギーラッハを、その鳩尾みぞおちの奥の心臓を凝ぎよう視しする。

「終わりだぁッ!!!!」

　渾身の念力を刃に乗せ、風巻く唸うなりとともに宙を飛んだナイフは……狙い過あやまたずギーラッハの甲かつ冑ちゆうを刺さし貫つらぬく。

「ぐっ……」

　くぐもった苦く悶もんの呻きとともに、剣を圧おす力が萎なえた。その隙すきに巨きよ軀くを押しのけ、横に転がって飛び起きる。

「がっ……はっ……」

　甲冑の硬こう度どに阻まれて、ナイフは必殺の深さまで通りはしなかったのだろう。

　それでも、間ま違ちがいなく切っ先は心臓にまで達していた。

　ギーラッハは刺さったナイフの柄えを、自ら摑つかんで引き抜ぬき……そこまでが限界だった。

　冷たい床ゆかを揺ゆるがして、ついに膝を屈くつするギーラッハ。

　……勝敗は、決した。

　とどめの一いち撃げきを決めようとした俺は、そこではたと第三の気配に気がついた。

　リァノーン……いつの間に目を覚ましていたのか、彼女は愁うれいを秘ひめた眼まな差ざしでギーラッハを見つめながら、蹲うずくまるその傍らへと歩み寄る。

　不ふ滅めつの心臓に傷を負い、徐じよ々じよに崩ほう壊かいを始める騎士の手に、そっと頰ほおを当てる。

「お前という男は……そうまでして、こんな女に尽つくして果てて……どんな言葉で労ねぎらえばいいのか」

「……姫ひめ……様……御おん身みの尽きせぬ涙なみだと悲ひ嘆たん、彼奴きやつめに知らしめんとしながら……我が剣、ついに至らず……」

　六〇〇年前と同じように、喉のどを塞ふさぐ血けつ栓せんをがぼがぼと鳴らしながら、ギーラッハは主君に詫わびる。

「いいえ。お前はすべてに報むくいてくれた。すべて清算してくれた。私が今日まで懐いだいた苦しみも、悲しみも……余すところなく引き受けてくれた」

　光を殆ほとんど失いつつあるギーラッハの瞳ひとみが、最後の像を結ぼうとする。

「ありがとう。お前のおかげで……私は、遠い昔の自分に戻もどれる。まだ悲しみも絶望も知らず、憎にくしみも知らなかった、あの頃ころの私に。こんな言葉だけでは労いきれぬ」

「……今一度、その笑え顔がおを賜たまわっただけで……このギーラッハ、それだけで……」

　騎士の唇くちびるが耐たえかねたように崩れ始める。

　そして、リァノーンの頰に触ふれていた掌てのひらが、リァノーンのためだけに大剣を振ふるったその豪ごう腕わんが、最後までリァノーンを映していたその瞳が。

　崩れ去る巨軀を眺ながめながら、きっと彼女は六〇〇年の忠義を回想していたのだろう。その眼差しはいつになく遠く、そして深い感かん慨がいを湛たたえていた。




　ギーラッハを看み取とったリァノーンの肩かたに、俺はそっと手を置く。

「……遅おそくなって、ごめん」

「来て下さったのですね……」

　モーラから預かった鍵かぎを取り出すと、項うなじの鍵かぎ穴あなに差し込んだ。乾かわいた金属音とともに、顔を放すクロームの指。

　素す顔がおを晒さらした俺の頰に、白い指がそっと触れる。

「二度とふたたび、貴方あなたの腕うでに抱だかれることはないと思っていたのに……私は、こんなにも果報を得て……まるで夢のよう」

「……噓うそだ。そんなの……」

　……どうしてそんなにも、今、彼女は朗らかに笑えるのだろう？

「こんなこと、君が望んだわけがない、これで幸せなわけが……ない」

　こみ上げてくる感情が喉につかえ、俺は言葉につまる。

「君は、噓つきだ……」

　その言葉に、憫びん笑しようを返すリァノーン。

「許せませんか？　噓つきは？」

　それはひどく明るい微笑ほほえみだった。

「……貴方は、本当に……残ざん酷こくなほどに優やさしい方。なぜ今になって、そんなふうに私の心を騒さわがすのです？」

「……」

「疲つかれました。永すぎました。叶かなわぬ想いに胸焦こがすには、二〇〇〇年は、あまりにも……だからせめて、今ぐらいは……許してください。私の噓を」

「……」

　俺は頷うなずいた。頷くほかなかった。

　何のための戦いだった？　何のための出会いだった？

　答えは……
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　もう何度目になるか知れないが……その部屋の鍵かぎをマスターキーを使って開ける前に、香織はまずノックして応答を待った。

　返答は……やはり、ない。

　小さく溜ため息いきをついて、香織はマスターキーで扉を開ける。

「……」

　昨日もまたそうであったように、今日もまた室内に変化はない。動かされたものもなく、誰だれかが入った形けい跡せきもなく、ただ埃ほこりだけが、日を追って、床ゆかとベッドに薄うすくわずかずつ積もっていく。

　惣太が失しつ踪そうしてから、すでに二ヶ月が経たっていた。警察の捜そう査さも、依い然ぜん、何の進展もないという。手がかりも、思い当たる節もなく、忽こつ然ぜんと惣太は消えてしまった。

　明日には実家の両親が来て、この部屋の荷物を片づけて行くという。厚意で借りていた部屋だけに、大家の来栖家には迷めい惑わくをかけられないという……息子むすこに蒸発された親にしては、気き丈じように過ぎる判断だった。

　まだ暫しばらくは構わない、そう香織の両親も言っていたのに、話が決まるや否いやや、父はさっそく不動産仲ちゆう介かい業者に連れん絡らくを廻まわしていた。そんな父とは、とうぶん口も利きくまいと、そう香織は心に決めていた。

　なぜだろう？　どうして誰も、信じないんだろう？　惣太が戻って来ることを。

「……」

　何かが、心に引っかかる。姿を消す直前、香織と惣太との間には何か……二人だけの秘密があったような、なぜかそんな記き憶おくがあるのだ。

　もしかしたらそれは、とても大切なものなのかもしれず、あるいはそれこそが、惣太の失踪の理由に繫つながるものなのかもしれない。

　にも拘かかわらず……香織には、思い出せなかった。

　いくら頭をひねっても、そこだけ記憶が抜け落ちたように空白になっている。

　何者かに荒あらされたような部屋を残し、惣太が失踪したあの日。香織にはあの後、惣太と会ったことがあるような気がするのだ。いや、実際、その数日後、香織の携けい帯たいには確かに惣太からの通話履り歴れきが残されていた。

　しかし、香織にはその記憶がない。

　最後に惣太と会ったとき、話したこと……あれは、何だったんだろう？

　暇ひまさえあれば香織は、ひとり、この部屋の静かな闇やみに身を浸ひたし、そのことばかり考えていた。

　この部屋で、惣太の私物に囲まれて、惣太の気配を、彼の生活の匂においを感じながら、懸けん命めいに記憶を探さぐっていれば……いつかは、答えに行き当たりそうな気がしたのだ。

　だがそれも……今夜が、最後になる。ひとり、夜の闇に耳を澄すませながら、香織はずっと思いに耽ふけった。

　脳のう裏りに何かが浮うかび上がってくるのを、何時間も待ち続けた。

　……やがて、時間の感覚も麻ま痺ひする頃になって……ふと香織の意識の片かた隅すみを、何か、脈みやく絡らくのないイメージが擦さつ過かする。

　紫むらさき色いろの、大きな瞳。謎なぞに満ちた、深く吸い込まれるような少女……あれはいったい、誰だったか？

　薄く瞼まぶたを開き……その途と端たん、目に入ってきた明るさに、香織はハッとして夢想から醒さめた。

　閉とざしたカーテンの隙すき間まから、淡あわい曙しよ光こうが洩もれ込んでくる。夜が、明けたのだ。

　惣太の部屋の最後の夜が。

　立ち上がり、カーテンを開ける香織。

　端はし々ばしに溜たまった埃の厚さに、あらためて香織は気がついた。

　黎れい明めいの、朧おぼろな光の中で見る部屋は、すでに住人の息吹いぶきの絶えた、そこは明らかな廃はい屋おくの光景だった。

　そして、香織は気がついた。

　自分もまた……伊藤、来栖両家の親たちと同様に……惣太が戻ることはないと、そう理解してしまったことを。

　次し第だいに明るさを増していく朝の光の中で、香織は、声を殺して泣いた。
















　歳月は流れた───







　雪の降り積もる気配に、香織は瞼まぶたを上げた。

　日に褪あせた畳たたみを、障子越ごしの僅わずかな雪明かりが照らす落ち着いた小さな和室。

　しかし、月の照る夜も雪の降る夜も、いつも寝ね所どこは黒玉の闇やみであり、外は静せい謐ひつの世界であった。老いた香織の目と耳では、もう、何ひとつ捉とらえられない。

　そこは、ここ数十年来、香織の世界のすべてだった。

　それでも……ここに嫁とついできてから幾いく十じゆう、幾百の月日を過ごした香織にとって、この小さいながらも閑のどかで穏おだやかな家は、庭の積み石に至るまで、身体からだの一部のようなものだった。

　だから、たとえ目を瞑つぶっていても部屋の様相はわかるだろうし、庭に、屋根に、しんしんと降り積もる綿氷の様子も、はっきりと思い描えがける。

　そう、老いれば益ます々ます、身体のことはよくわかる……外を窺うかがう目と耳が衰おとろえると、自分の内側に目を凝こらし、耳を澄すますようになるらしい。医者でさえ知りようのない事こと柄がらさえ、不思議と……感じ取れるものだ。

　しかるに……どうやら待ち受けていたときが来たらしい。

　怖こわいとは、思わなかった。

　目の前に口を開けた深しん淵えんは、きっと限りなく深く、暗く、もしかしたら恐おそろしい場所なのかもしれない。

　なのに香織は、そこを覗のぞき込んで待ち受けるものを確かめるつもりなどなかった。そんな他愛たわいもない好こう奇き心しんは、永い人生のうちにすべて使い尽つくしてしまっている。

　たとえれば、それは山登りのようなものだ。

　こんなふうに、せっかく立ち止まって休むなら……行く手の高こう峰ほうを仰あおぎ見ているよりも、振ふり向いて、登り詰つめてきた道程を見下ろしたほうが、ずっといい。

　事実、今香織の胸を去来する景観は……彼女を静かな感動で満たしていた。

　およそ一世紀近くの永きにわたり、積み重ねてきた記憶の俯ふ瞰かん。

　喜びも、悲しみも、今は等しく綺き羅ら星ぼしのように輝かがやいて見える。

　多くの人を愛し、愛され、様々な絆きずなで結ばれて、歩んできた九十九つづら折りの坂。孫たちの笑え顔がお。息子たちがそれぞれに築いた生活。そして、長年連れ添そった夫の想おもい。

　すべてが、宝物だった。

　こんなにも多くのものを抱かかえて逝ゆけるなんて……私は、こんなにも幸せで、いいんだろうか？

「香織……」

　庭のほうから、呼ぶ声がする。

　誰だれだろう？

　あんなに改まった、よそよそしい声で。

　香織は臥ふし所どを立ち、雨戸を開けて濡ぬれ縁えんに立つ。老いて、もう、指ひとつ意のままにならないはずの身体をまるで感じずに、少女のように軽かろやかに。

　自分で立って歩いたのが、どれほど久しくなかったことかもう忘れてしまっていたが、それはさして気にはならなかった。

　すでに見慣れた庭園は、白い装よそおいを終えていた。

　嫁いでから飽あくほどに眺ながめてきたこの庭だが、それでも年に一度の雪ゆき化げ粧しようには、毎年はっとさせられる。

　雪は、いい。

　その、闇やみの粒りゆう子しと優やさしく混じりながら眩まばゆいばかりに輝く雪の白が、そこだけ人の形にぽっかりと黒く切り抜ぬかれていた。

　濡れ縁の前に立つ黒い影かげは、年とし端はもいかぬ少年だった。香織の一番下の孫よりも、なお若い。

「……やぁ」

　聞き覚えのある……たまらなく懐なつかしいその声で、香織は彼の正体を知った。

「……惣太？」

「ああ」

　遠く過ぎ去った日そのままの姿形。はにかんだようなその仕草まで、香織の記き憶おくにあるままに……
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「まぁ……まぁ、まぁ」

　驚おどろきのあまり、意味のある言葉が出ない。どうして、今になって彼は……

「まだ俺、香織に、謝ってなかった」

　少年は、香織の顔を眩まぶしげに見上げる。

「誰が悪かったわけでもないし、仕方のないことだったけど、でも君には……すまないことをしたと、思ってる」

　深く奥底に沈しずんでいた記憶が、香織の胸に立て続けに蘇よみがえる。

　かつて少女の頃ころに体験した、今となっては夢か幻まぼろしとしか思えない、摩ま訶か不ふ思し議ぎな物語。

　それでもあのとき、香織の胸は、潰つぶれそうなほどに痛かった。

　そうだった……思い出した。

　恋こいという荒あら海うみを前にして、彼女はまだあまりにも弱く、幼く、臆おく病びようで……それでも一いち途ずで、果か敢かんだった。今では信じられないほどに。

　私は昔、あんなにも激しく、切なく、誰かを想ったことがあった……

「わざわざ、そのためだけに？」

「そうだよ」

　彼は照れたように、それでいてどこか寂さびしげに笑った。

「君は……俺のこと知ってる、最後の人だから」

「そうでしたか……」

　流れすぎた時間に万ばん感かんの想いを込めて、香織は呟つぶやいた。

「こんなときに、迷めい惑わくだったかな？」

「いいえ」

　微笑ほほえんで、香織はかぶりを振った。

　持ちきれないほどに抱えた宝物に、またひとつ、中身が増えた。

　こんな間ま際ぎわになってなお……まだ届けに来てくれる人がいるとは。

「ありがとう……」

　旅立ちの荷物は、少ないほうがいいという。

　だが、今はその限りじゃない。

〝そろそろかい？〟

　声に出さずに、眼まな差ざしで惣太が訊きく。

〝ええ……〟

　香織もまた声には出さず、静かな微び笑しようで頷うなずいた。

　無言のままに暇いとまを告げて、黒い人ひと影かげは庭から消える。

　あとには……しんしんと厚さを増す白い景色だけが残る。

　最後に香織は振り向いて、臥所の中に残してきた自分を一いち瞥べつした。

　こんなにも老いるまで、幸福を重ねてきたなんて、少し欲張りすぎたんじゃないだろうか。そう思うと少し気き恥はずかしい。

　それにしても、いい寝ね顔がおだ。こんな顔で逝くのなら……後に残る者の悲しみも、少しは和やわらぐかもしれない。そして香織は、遠い雪の夜空の果てへと、最初の一歩を踏ふみ出した。










「……すんだよ」

　門の外へ戻もどるのに、彼はすこし時間がかかった。何年ともに過ごそうと、好きこのんで見せたくないものはある。

「……」

　舞まい落ちる雪の中、彼女はいつもの静かな眼まな差ざしで、凝じっと惣太の顔を眺めていた。

「つらくはない？」

「まさか」

　さも心外だとばかりに、惣太は口元を歪ゆがめて嘯うそぶいた。

「人間なんて、いくらでも生まれては死んでいく……もう慣れっこさ」

「……」

　彼女は相変わらずすべてを包み込む瞳ひとみに、惣太を黙だまって映し込む。

　惣太は、相変わらず、愚おろかなままの自分を恥はじた。いくら意地を張ってみたところで、この深く澄すんだ瞳の前には、何の隠かくし事もできないというのに。

　見み透すかす視線の前でならまだ、いくらでも取り繕つくろって誤ご魔ま化かせる。

　だがこの眼差しは違ちがう。何も探さぐらず、何も問わず……なのにすべてを吸い寄せ、包み込んでしまう。

「……これしきのこと、どうってことない」

「……」

　彼女がそっと腕うでを伸のばし、惣太の頰ほおに手で触ふれる。

「我が慢まんしないで」

　静かに語りかけながら、彼女は優しく彼の頰をさすった。雪の冷気に強こわ張ばった肌はだをぬくめて、涙なみだの路みちを作ろうとするように。その柔やわらかい指の感かん触しよくに、心の堤つつみがあえなく崩くずれ落ちていく。

　最初の一ひと滴しずくが漏もれ出たあとは、もう押し留とどめようがなかった。

「……」

　涙は、とめどなく溢あふれ出る。弥沙子も、鏡子も、もういない。そして今、香織も逝いった。

　惣太を知る人は、もう誰だれ一人ひとりとしてこの世にいない。

「恥じるようなことじゃない。私も最初の一〇〇年が一番つらかった……」

　彼の涙を白い手の中に受け止めながら、彼女は囁ささやきかける。

「でも……」

　それでも彼には、許せなかった。彼女を慮おもんぱかることなく、情に流されてしまう自分の弱さが。

「……たった、八十年だぜ……まだ、たったそれだけだ。君が過ごした時間に比べたらこの程度……」

　だから、耐たえなければならない。

　この先、彼女とともに永遠を生きようという自分が、これしきのことで泣いてはいられない、そう思いながらも惣太は、まだ、涙を止めることができなかった。

「それでいい……焦あせらないで。無理しないで。傷つくことは、恐おそれなくていい。貴方あなたも、私も」

　惣太は彼女の掌てのひらの中でゆっくりと頷く。

「お互たがいに、癒いやす時間なら……いくらでもあるんだから」

　彼女は閑のどかな眼差しをそっと和なごませて、寂しげに微笑んだ。







　そう、彼らの前には、まだ、無限の時間が横たわっている。







　あとがき







『ヴェドゴニア』いかがだったでしょうか!?　この仕事の話が来た時には、私はまだ「ファントム」しかプレイしていませんでした。

　二つ返事で受けたのですが、その時には、ホントに想像だに出来なかったのです……後日頂いたゲームのスクリプトが、まさか文庫換かん算さんで一五〇〇ページを超こえんとするものだとは。……それを確かく認にんした時、一いつ瞬しゆん、逃にげようかと思いました（笑）。

　今思えば、前巻の対談で虚うろ淵ぶちさんのおっしゃっていたように、「ファントム」にくらべて「ヴェド」はセリフ中心になるなど〝ゲームとしての作法〟が充じゆう実じつした結果の〝軽さ、プレイしやすさ〟だったわけで、その物語の密度自体は、増えることはあっても、決して減ってはいなかったのです。




　文庫で一五〇〇ページなんて、井上靖やすしの『しろばんば』三部作全巻分とか京きよう極ごく夏彦二冊分とか、とにかく、よっぽど気合いを入れないと読めない分量。

　これをさくさく読ませるとは、「ビジュアルノベル、つーか、ゲームってシステムはスゲーなー」と、スーファミの頃ころから足かけ一〇年ゲーム業界で飯を喰くっていながら今いま更さらな感想を抱いだきつつ、これをどうまとめるか、思考停止すること数日。

　なにせ虚淵さんのテキストは、お世辞抜ぬき（というより、執しつ筆ぴつ中はどっちかというと、呪じゆ詛そのタネ（笑））に、ある意味シャープで無む駄だがありません。

　しかもこれにさらに戦せん闘とうシーンを加え、描びよう写しやなどの文を足していかないといけない……。




　結局、開き直って固めた方針は「ＯＶＡ三巻くらいでアニメ化されたとか、上映前提の尺で映画化されたとか、そういうノリのヴェドゴニア世界を書こう」でした。

　下手にすべてのエピソードを薄うすくフォローするくらいなら、印象深いエピソードをある程度自由に組み合わせて、しかし、ゲームのコンセプトはそのままに物語を構成し直そう、というわけです。

　こうしてできあがった本作は、好き勝手切った貼はったさせて頂いたにもかかわらず、幸いにも編集サイドからも虚淵さんからも大きなクレームが付くこともなく、無事刊行の運びとなりました。ありがたや。




　──ですから、この本はヴェドゴニアの世界を外してはいないつもりですが、同時に、そのすべてをフォローしてはいません。

　印象深くはあっても、どうしてもひと繫つながりの物語として載のせることが叶かなわなかった要素（モーラとフリッツの関係や数多くのキメラヴァンパイアなど）がかなりあります。

　──だから、ヴェドゴニアの、惣太の物語をこの本で初めて知った読者の方、できればゲームの方もプレイして下さい。18禁なので、無む理り強じいするとまずいですが。ヴェドゴニアのファンの一人としてのお願い、というより〝もったいない〟気分に基もとづいた〝お勧すすめ〟です。

　ククルス・ドアンやザクレロに匹ひつ敵てきする何かが、そこであなたを待ち受けていることでしょう（一部噓うそ）




　最後に、我が子のごとき作品を好き勝手にいじらせてくれた虚淵さん、私の起こした座談会の原げん稿こうで自己嫌けん悪おに陥おちいらせてしまったらしい挿さし絵師の山田さん、〝刊行物〟として様々な演出を凝こらすかたわら、長モノに慣れない私のせいでいらぬ仕事の増えた担当の難波江さん、そして、読み合わせに付き合わせてしまった先せん輩ぱいライターの雨宮淳氏と友人の簾徹之氏に感謝の意を。





種子島　貴（ゲーム企き画かく屋　兼けん　雑文屋）　　



















カバー・口絵・本文イラスト／山田秀樹

カバー・口絵・本文デザイン／タケウチユタカ

(C) Nitroplus 2002, 2003












吸きゆう血けつ殲せん鬼きヴェドゴニア




ＭＯＯＮムーン ＴＥＡＲＳティアーズ








虚うろ淵ぶち　玄げん（ニトロプラス）

＋種たね子が島しま　貴たかし





[image: ]





平成25年12月1日　発行






(C) Nitroplus 2003





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『吸血殲鬼ヴェドゴニア　ＭＯＯＮ ＴＥＡＲＳ』

平成15年3月1日初版発行

平成16年3月15日5版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078 東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/








[image: ]



OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg
17





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
.
-
. !, .






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
S






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
20007 % # 2 % R 5R
[a—Kgrong7) &
MEEh, AR bIchER
hTwnd,

TIN5
ABNHIES B 50 £ 95
G I T, (R ES
BEL. ANBEFIET S,

EETEE-F 1
BANRY 2EEEBO%

FINY 15— DR
&V, BRIBEIED

B3R &S, ]

BEIG GBI

RO Cdo BIETHK
—1 v Y1 BLTDF, K
ED SHOD & S (THADH
SFEBTUV,

TV iN—=ITV
E-SOMEE, T
TR D-HICIEFEEER
EhV, KIBROBEP X >
FFIRET,

. |
PREEK
HEDEAR, UP T~
(CEbhyr ROd=7&1t
¥, WEEEEE ARIC

RSO,

HODLOHRLED . B
HEDY 7 I TN
—, BELRIREBANE
EERHEFREORF5E,

gz NT=7
RN TE & R/ X7 — % F5 DU
RN G —DE, VT =2
(CBONIABADES U1K,





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003.gif





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
Mpioo] ,
AT INECIVIRES |
N 2\ H Bl 1)
B O Q40 BB






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
CONTENTS
@

1. MSADULF I BT T -~ 7

2. JMHNES TEST=ISES

3 AADIZTEE. IEIIAS 111
A.1=<DOEBTIE SIERLNTEUNVE - 161
5.2 LUULEREEL ------ 207
6. WOITMEAITES ------ 235

7 -BAE . CDRERERIFIT.BLULLADEHE A~

B.CHOMDMTET. EHNIREZEIALVTERI- - 295
TEOQ—2--313

BB 330

s

%

=t

&

[MOON TEARS)|
Written by Hassy





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
3 5
T

TR

e

e






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
ﬁ [ QRE

NR®IMD

N\
AN

\§1++725$ﬂﬁ//

./JJ_/Kﬁ_Z;H. /

D jom S

.;%kﬁoﬁﬁwrr wmwwmwv /
SRV S PR X :

B0 R BRI e of v 0

BTy mENR Ribw

GV R QR A\ 2 REOH A N W o °

Br—nad= ]
AN

KR






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		ＣＯＮＴＥＮＴＳ


		１．漂う月のしずく浴びて


		２．剝がれ落ちてく記憶叫ぶ


		３．祈りは罪を、噓は過ちを


		４．たぐりよせては、引き裂いて泣いた


		５．やさしい眼差し


		６．散り行く最期に思う


		７．風よ、この胸を突き抜けて、愛しい人のもとへ


		８．この地の果てまで、届かぬ嘆きを抱いて眠れ


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
AR=—H1—XE





OEBPS/Images/embed0027.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
.
e
vy

G






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
S (;\N\,?“W
/ﬁ"}ﬂ/\ |8\.)(:ﬁ‘

FFrouBr HONBE v}






